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dynabook ミ舌用応援サイト 

まちプレイス 


東芝プレイスは、 dynabook をお使いのみなさまのための活用応援サイトです。 

dynabook を幅広く活用していただくために、インターネットを使ってでさる 
さまざまなことを用途別に分類した各種プレイス（場所）をご用意しています。 
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Place 


ヴポートプレイス 

dynabook を使用していて困ったときに役立つ情報や、さまざま 
なヴポートサービスを提供しています。 


アクセサリープレイス 

dynabook のオプシヨン製品や使いかたび広びる周辺機器などを 
紹介しています。 


アッププレイス 

ダウン□ー ドしてすぐに使える、便利なアプ U ケーシヨンソフト 
を紹介しています。 
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Book 

Place 


ブックプレイス 

話題の新刊やコミック、雑誌などの電子書籍を紹介しています。 


囲銷苦 


ビデオプレイス 

話題の映画やドラマ、アニメなどのビデオを紹介しています。 


rfPIGame ヶ-ムプレィス 

け^ •! Place 気軽に楽しめるゲ-ムを紹介してしげす。 



Music 

Place 


s ユージッ クプレイス 

高音質で楽しめるさまざまなジャンルの音楽を紹介しています。 


jP 龍賴 ng 


ショッピングプレイス 

ファッション、美容、グルメ、旅行など、生活に役立つサイトを 
紹介しています。 


東芝プレイスはこちら 

http://toshibaplaces.jp 
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はじめに 


このたびは、本製品をお買い求めいたださ、まことにあ 
りびとラございます。 

本製品を安全に正しく使うために重要な事項び、付属の 
冊テ『安/こ\してお使いいただくために』に記載されてい 
ます。必ずお読みになり、正しくお使いください。 

本書や『安/こ\してお使いいただくために』は、お読みに 
なったあと、いつでも見られるようにお手元に大切に保 
管してください。 


本書は、次の}夫まり I し従って書かれています。 


(T 


於ずお読み < ださい。 






TOSHIBA 

安むしてお使いいただ<ために 


很害やな産への損きをモ抑こ防ぎ、袋品ををミ 
ミいいただくために，巧コていただきたい事項が5 


V 


J 


KI 記号の意味 


A 危険 

"取り扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷（*1)を負 
ラことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取り扱いを誤った場合、使用者び死 t または重傷（*1)を負 
うことび想定されること"を示します。 

A ミ主意 

"取り扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想 
定されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること" 
を 7 J \ します。 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほ 
しい内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示し 
ます。 

メモ 

知っていると便利な内容を示します。 

タミ お立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


参照先を示します。 

♦本書内への参照の場合…「」 

♦ほかのマニュアルへの参照の場合…『』 


* ] 重傷とは、失明やけび、やけど（高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症び残るものおよび治療に 
入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院•長期の通院を要さない、けび、やけど（高温•低温)、感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋. 家財および家畜-ぺットなどにかかわる拡大損害をさします。 
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B 用語について 

本書では、次のよラに定義します。 

システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム (0 S ) を示します。本製品 
のシステムは Windows 8です。 


アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプ IJ ケー シヨ ンソフ トウエアを示します。 


Windows または Windows 8 

Windows 8または Windows 8 Pro を示します。 

8 Pro モデル 

Windows 8 Pro を搭載している f デルを示します。 

MS-IME 

Microsoft ® Office IME 2日]日、または Microsoft ® IME を示します。 

パソコンで見るマニュアル 

パソコン上で見ることのでさる、電子マニュアル『パソコンで見るマニュアル』を示します。 
スタート画面の[デスクトップ]をク U ックし、[パソコンで見るマニュアル]アイコン（^) 
をダブルク U ックして起動します。 


ドライブ 

ブルーレイディスクドライブまたは DVD スーパーマルチドライブを示します。 

ドライブ搭載モデル 

ブルーレイディスクドライブまたは DVD スーパーマルチドライブを搭載している f デルを示 
し On 9 〇 


HDD 搭載モデル 

HDD (八ードディスクドライブ）を搭載しているモデルを示します。 


SSD 搭載モデル 

SSD (ソ U ッドステートドライブ）を搭載しているモデルを示します。 

SSD 

SSD 搭載 f デルには、補助記憶装置として、フラッシュメ fU を記憶媒体とするドライブび搭 
載されています。 SSD (ソ U ッドステートドライブ）とは、八ードディスクの記憶媒体である 
磁気ディスクの代わりに、 NAND フラッシュメ f U を使用した大容量記憶媒体です。 

SSD の補助記憶装置としての機能は、八ードディスクドライブと同等です。 

なお、 SSD 搭載モデルにおいて本書に「八ードディスク」または「八ードディスクドライブ」 
と記載されている場合は、 SSD を示します（「外付け八ードディスクドライスは除く）。 

Office 搭載モデル 

Microsoft ® Office Personal 201日または Microsoft ® Office Home and Business 2010 
をプレインストールしているモデルを示します。 
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WiMAX 機能搭載モデル 

WiMAX 機能を搭載しているモデルを示します。 

B I uetooth 機能搭載モデル 

巳 luetooth 機能を搭載している f デルを示します。 

PC カードス□ット搭載モデル 

PC カードス□ットを搭載しているモデルを示します。 

ExpressCard ス□ット搭載モデル 

ExpressCard ス□ットを搭載している f デルを示します。 


ご購入の f デルのシ U - ズ名、 f デル名、仕様については 、 『dynabook **** (お使いの 
機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照してください。 


mm 記載について 

•記載内容には、一部の f デルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語について」 
のモデル分けに準じて、「* * * * モデルの場合」や「* * * *シ u —ズのみ」などのよう 
に注記します。 

•インターネット接続については、ブ□ードバンド接続を前提に説明しています。 

♦アプ U ケーションについては、本製品にプレインス I -ールまたは本体の八ードディスクや付 
属の CD / DVD からインス!-ールしたバージョンを使用することを前提に説明しています。 
•本書では、コント□ールパネルの操作方法について、表示方法を「カテゴ U 」 に設定してい 
ることを前提に説明しています。 

画面ち上の[表示方法]び「大さいアイコン」または「ルさいアイコン」になっている場合は、 
「カテゴ U 」 に切り替えてから操作説明を確認してください。 



(表示例) 


•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 
•本書は、語尾をのばすカタカナ語の表記において、語尾に長音（一）を適用しています。 
画面の表示と異なる場合びありますび、読み替えてご使用ください。 
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Kl Trademarks 

• Microsoft 、 Windows 、 Wi 


Windows Media 、 Aero 、 Excel 、 MSN 、 OneN 日 te 、 Outlook 、 


PowerPoint 、 SkyDrive は、米国 Microsoft C 日 rporation の米国およびその他の国におけ 
る登録商標または商標です。 

その他記載されている会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。 

Microsoft @ P 日 werPoint @2 日]日楽しもうフオトウイヴードは 、 Microsoft .NET 
Framework を使用して構築されています。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core は、アメ U 力合衆国およびその他の国における Intel 
Corporation またはそのテ会社の商標、または登録商標です。 

• AT 日 K は、株式会社ジャストシステムの登録商標です。 

• AT 日 K は、株式会社ジャストシステムの著作物であり、著作権、その他の権利は株式会社ジャ 
ストシステムおよび各権利者に帰属します。 

• Blu-ray Disc ™ (ブルーレイディスク）、 Blu - ray ™ (ブルーレイ）、巳 DXL ™ 及び関連□ゴ 
はブルーレイディスクアソシエーシヨンの商標です。 

• SD □ゴは商標です。 （ぶみ） 

• HDMI、HDMI Hi 呂 h-Definition Multimedia Interface および HDMI □ゴは 、 HDMI 
Licensing LLC の登録商標または商標です。 

• Fast Ethernet 、 Ethernet は富±ゼ□ックス株式会社の商標または登録商標です。 

• おたすけナビは、株式会社東芝の登録商標または商標です。 

• Ad 日 be、Adobe Readerl ま Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米 
国ならびに他の国における商標ならびに登録商標です。 

• Corel 、 Corein]、Corel Vide 日 Studio 、 Roxi 日、 Roxi 日 □]、 Roxi 日 Great 日 rl ま 、 Corel 
Corporation およびその関連会社の商標または登録商標です。 

• TRENDM に R 日、ウイルスバスターおよびウイルスバスタークラウドは、トレンドマイク □ 


株式会社の登録商標です。 

•「 PC 引越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• デジブックは株式会社ルクレの登録商標です。 

•デジタルアーツ / D に ITAL ARTS 、 Z 巳 RAIN 、 アイフィルタ ー/ i - フィルターはデジタルアー 
ツ株式会社の登録商標です。 

• LoiLoScope I ま、株式会社 LoiLo の著作物であり、著作権、その他の権利は株式会社 LoiLo 
及び各権利者に帰属します。 

• WiMAX は、 WiMAX フォーラムの商標です。 

♦巳 luetooth は、その商標権者び所有しており、東芝はライセンスに基づき使用しています。 

• " sMedio " 及び’’ sMedio TrueLink +" は株式会社 sMedio の商標及び登録商標です。 

• CyberLink 及び MediaShow は CyberLink Corporation の商標または登録商標です。 

•「 music . jp 」 は株式会社ェムテイーアイの登録商標です。 


本書に掲載の商品の名称や□ゴは、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場 
合びあります。 
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コプロセッサ （ CPU) に関するごミ主意 ^^ 

本製品に使われているプ□セッサに PU ) の処理能力は次のような条件によって違いび現れます。 
• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 

• AC アダプターを接続せずバッテ U —駆動にて本製品を使用する場合 
♦マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 

♦本製品を通常の電話回線、もしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造形に使用するソフト（たとえば、運用に高性能コンピューターび必要に設計されて 
いるデヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧び低い高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高]，□□日メートル（3,28日フィート）じ(上をお考えください。 

♦目安として、気温日〜 3 CrC (高所の場合25む）の範囲を超えるような外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。 

これは、当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客 
様のデータの喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。 
なお、このようにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録 
機器にて保存してください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよう、当社び推奨 
する状態にて本製品をご使用ください。 

■ 64 ビットプ□セッヴに関する 注意 

64ビット対応プ□セッサは、64ビットまたは32ビットで動作するように最適化されています。 
64ビット対応プ□セッサは(下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

• 64 ビット対応の日 S (オペレーティングシステム）びインストールされている 

• 64ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 

• 64ビット対応の BI 日 S び搭載されている 

• 64ビット対応のデバイスドライバーびインストールされている 

• 64ビット対応のアプ U ケーシヨンびインストールされている 

特定のデバイスドライバーおよびアプ U ケーシヨンは64ビットプ□セッヴ上で正常に動作し 
ない場合びあります。 

プレインス I -ールされている日 S び、64ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の日 S びプレインストールされています。 

このほかの使用制限事項につさましては各種説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 
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音楽、映像、コンピューター•プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作者 
および著作権者の権利び保護されています。こうした著作物を複製することは、個人的にまた 
は家庭内で使用する目的でのみ行ラことびでさます。上記の目的を超えて、権利者の了解なく 
これを複製（データ形式の変換を含む)、改変、複製物の譲渡、ネットワーク上での配信などを 
行ラと、「著作権侵害」「著作者人格権侵害」として損害賠償の請求や刑事処罰を受けることび 
あります。本製品を使用して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用を 
/こ\びけてください。 


KBU リ■ス情漸こついて 

「 uu —ス情報」には、本製品を使用するうえでの注意事項などび記述されています。 
必ずお読みください。次の操作を行ラと表示されます。 

① スタート画面の[デスクトップ]をク U ックする 
デスクトップ画面び表示されます。 

② [デスクトップアプ U メニュー]アイコン ( jg ) をダブルク U ックする 
「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

③ [すべてのァプ U ] ^ [はじめに]^ [ UU —ス情報]をク U ックする 


お願ぃ 

• 本体の八ードディスクにインス I -ールされている、または付属の CD / DVD からインス I -一 
ルしたシステム（日 S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!-ールした場合の動作保証はでさま 
せん。 

• Windows 標準のシステムツール1^(外の方法で、パーティションを変更.削除-追加しない 
でください。ソフトウエアの領域を壊すおそれびあります。 

• 本体の八ードディスクにインス I -ールされている、または付属の CD / DVD からインス I -一 
ルしたシステム（日 S )、 アプ U ケーションは、本製品でのみ利用でさます。 

•購入時に定められた条件じ(外で、製品およびソフトウエアの複製もしくはコピーをすること 
は禁じられています。取り扱いには注意してください。 

• 本製品の画像データは、本製品上で壁紙に使用する1^(外の用途を禁じます。 

•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除でさなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡してくださし、有料にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永义に使 
用でさなくなり、交換対応となります。この場合わ有料です。またどちらの場合わ、身分証 
明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ U ティ対策のためのパスワードの設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機 
能を備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するわのではありません。 

セキュ U ティの問題の発生や、生じた損害に関し、当社はいっさいの責任を負いません。 

•本製品のセキュ U ティ□ック-ス□ットおよび接続するセキュ U ティケーブルは盗難を抑止 
するためのわのであり、万び一発生した盗難事故の被害について、当社はいっさいの責任を 
負いません。 










•「ウイルスバスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルなどは、新種のウイルス 
やワーム、スパイウェア、クラッキングなどからコンピューターを保護するためにも、常に 
最新の状態で使用する必要びあります。本製品に用意されている「ウイルスバスター」は、 
インターネットに接続していると自動的に最新の状態に更新されますび、9日日間の使用制 
限びあります。9日日を経過するとウイルスチェック機能を含めて、すべての機能びご使用 
でさな < なります。 

ウイルスチ I ックび全く行われない状態となりますので、必ず期限切れ前に有料の正規ヴー 
ビスへ登録するか、ほかのウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを導入してください。 
• ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『ソフトウェアに関する注意事項』、 
Windows のセットアップ時に表示されるライセンス条項およびエンドユーヴー使用許諾契 
約書をお読み < ださい。 

• アプ U ケーシヨン起動時に使用許諾書び表示された場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーシヨンを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に同意すると、降起動時に使用許諾書び表示されな 
くなります。 U カバ U —を行った場合には再び使用許諾書び表示されます。 

♦『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴー登録）をあらかじめ行っていただくようお願いしております。 
当社ホームページで登録でさます。 

お客様登録について『パソコンで見るマニュアル基本編2章0お客様登録の手続き』 

El [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージを注意し 
て読み、開始した操作の内容を確認してから、画面の指示に従って操作してください。 

パスワードの入力を求められた場合は、管理者アカウントのパスワードで認証を行ってください。 
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KEi 摄境巧を文きについて 

環境依を文字とは、入力した文字を漢字へ変換するとさに表示される候補のち側に「環境依存」 
などと表示されるものです。 

QL 


1 

1 

座] 

A 

2 

I 

[搬做を] 


3 

® 

[觸傭] 

1 

4 

i 

[觸破を] 

U 

己 

1 

评] 


6 

の 

画破を] 


7 

适 

[微做存] 


白 

曰 

[娜破を] 

V 

» 

9 

1 

[淵破を] 



ユーヴーアカウント名やフォルダー名に環境依を文字び含まれていると、ファイルの読み込み 
や保存などび正常に動作しないことびあります。 

ファイル名やファイル内の文字列に環境依を文字び含まれていると、ファイル名び「？」など 
のよラに正しく表示されず、正常に動作しないことびあります。 

また、アプ U ケーシヨン上でファイルの編集中に入力した文字列に環境依を文字び含まれてい 
ると、作成したファイル上で正しく表示されないことびあります。 

このような場合には、環境依存文字を含まない文字列に変更してください。 

CD / DVD などの記録メディアにデータを書き込むとさは、環境依存文字び含まれていないこ 
とをあらかじめ確認してから作業を行つてください。 
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■ パソコンの巧 fli 

この章では、パソコンの置き場所、 Windows のセットアップと基本操 
作、電源の切りかた/入れかたなど、お買い上げいただいてか！5実際 
に使い始めるまでの準備と、本体各部の名前や基本的な使いかたにつ 
いて説明していまず。 

また、本製品でご用意しているマニュアルについて説明していまず。 


1使う前に確認する . 14 

2各部の名称一外観図一 . 16 

3ポインターを動かす/交:字キーを使う 

—タッチパッドとキーボードー . 21 

4 Windows を使えるようにする . 25 

5 Windows 8について . 41 

6電源を切る/入れる . 47 

7マニュアルで見るパソコンの使いかた . 52 


























ほ 5 巧に n 認ずる 


■■巧を開けたらまずはこれから 

■箱の中身の確認 

rdynabook **** (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を参照して、付属品び 
そろっているか、確認してください。足りない物びある場合や、破損している物びある場合は、 
東芝 PC あんしんヴポートにお問い合わせください。 

東芝 PC あんしんサポート『東芝 PC サポートのご案内』 

■型番と製造番号を確認 

パソコン本体の裏面に型番と製造番号び記載されています。保証書に同じ番号び記載されてい 
ることを確認してください。番号び違う場合や、不備びあった場合は、東芝 PC あんしんヴポー 
卜にお問い合わせください。 

記載位置について「本章旦-团裏面刚 

D ちれずに行つてください 

■はじめに 

ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『ソフトウエアに関する注意事項』、 
Windows のセツトアップ時に表示されるライセンス条項およびエンドユーヴー使用許諾契約 
書をお読みください。 


■保証書は大切に保管 

故障やトラブルび起こった場合、保証書びあれば保証期間中（保証期間に 
ついては保証書を確認してください）は東芝の無料修理ヴービスび受けら 
れます。 

保証書に記載の内容を読んで、確認したあと、大切に保管してください。 


■海外保証を受けるには 

海外で使用するときは「海外保証（制限付)」 ( ILW:lnternational Limited Warranty ) により、 
海外の所定の地域で、保証書に記載の無料修理規定および制限事項-注意事項の範囲内で修理 
サービスを 利用でさます。 

利用ち法、保証の詳細は、『東芝 PC サポートのご案内』の記載内容および保証書に記載の無料 
修理規定を読んで、確認してください。 


よる正ちなご使巧において巧民した場 
C, 無料を理をおの束するちのです。 


本書は曰本国巧での巧証と.Iい 


ごのな証と. ILW 巧を製品（上記《巧に@び記な） 

. ミ巧）を罰巧し^ (ILW については，巧ま製品に估属 

の「まさ PC サポートのごま巧」をご g くだごい)， 

If ■ 邸 ’ appears at the top of this section, this product is 
covered by the ILW from the date of purchase for the period 


発行はしたしまだんので .S 
ミへ:おずお頁い上げ曰 J 
お';度しください。 


.窃ちしなしぶラに大切に保管し7 
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パソ n ンの準備 























D 使う前に確認する 


K ■最適な場所で巧う 

人間にとって住みやすい温度と湿度の環境び、パソコンにわ最適な環境です。 


It 


照明や曰巧が面面に 
反射しないよラに注意 
温ちや湿度に注意 


(不安定な台〇上【この e ない) 




- V 、 

スピーカーなど 
お気を発生ずる 
ものから遠ざける 


|=^=^=1 



平らでしつか y した台の上 
適当なスペースを空ける 
コンセントのお< 
リラックスできる場が 



次の点に注意して置さ場所、使ラ場所を決めて<ださい。 

• 安定した場所に置さましょラ。 

不安定な場所に置くと、パソコンび落ちたり倒れたりするおそれびあり、故障やけびにつな 
びります。 

♦温度や湿度び高いところは避けましょう。 

暖房や加湿器の送風び直接あたる場所はよくありません。 

♦強い磁気を発するわののお<で使用しないで<ださい。 

磁石はもちろん、スピーカー、テレビのおくは磁気の影響を受けます。磁気ブレスレットな 
どもノ くソコンを使用するとさははずすようにしましょう。 

• 照明や日光びあたる位置わ考慮しましょラ。 

照明や曰光び直接ディスプレイにあたると、反射して画面び見づらくなります。 

• ラジオやテレビのおくで使用しないでください。 

ラジオやテレビの受信障害を引さ起こすことびあります。 

• 無線通信装置から離してください。 

携帯電話わ無線通信装置の一種です。 

• ノ くソコンの通風孔を而さびないように置きましょう。 

通風孔はパソコン本体内部の熱を外部に逃がすためのものです。而さぐと、パソコン本体内 
部び高温となるため、本来の性能を発揮でさない原因や故障の原因となります。 

























































2 


さ部のち巧 

-か観図一 


ここでは、各部の名前と機能を簡単に説明します。 

それぞれの詳細は、各参照ページや『パソコンで見るマニュアル』を確認してください。 


ソ 

□ 

ン 

の 

準 

倫 


外観図について - 

•本製品に表示されている、コネクタ、 LED 、 スイッチのマーク（アイコン)、およびキーボード 
上のマーク（アイコン）は最大構成を想定した設計となっています。ご購入いただいたモデルに 
よっては、機能のないものびあります。ご購入のモデルの仕様については 、 『dynabook * * * * 

* (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 



Web カメラ 

* Web カメラ搭載モデルのみ 


この部分に無線 LAN のアンテナと 
Bluetooth のアンテナ *1 び 
内蔵されています。 


ディスプレイ 


スピーカ 
(!) 電源スイッチ 
ヒンジ 


D 焉電源コネクタ〇 P.27) 

通風孔- 

パソコン本体内部の熱を外部に逃びすための 
ちのです。ふさびないで<ださい。 

0 RG 目コネクタ 

外部ディスプレイと接続して、パソコンの映像を 
外部ディスプレイに表示します。 

eSATA/ eSATA コネクタ/ USB コネクタ 

eSATA 対応機器や USB 対応機器を接続します。 

US 巨2.日規格に対応しています。コネクタ内部は黒色です。 


この部分に Bluetooth のアンテナがび 
内蔵されています。 


ボタン OP.17) 



マイク 


システムインジケーター 
(ご P.18) 

I 口 mi HDMI 出力端子 

HDMI ケーブルを接続して、 HDMI 入力 
対応機器（テレビ、プ□ジェクターなど）に 
パソコンの映像を表示します。 

USB コネクタ 

USB 対応機器を接続します。 

US 巨3.日規格に対応しています。 

コネクタ内部は青色です。 


16 


*1• *2 Bluet 日日 th 機能搭載モデルのみ、*]または* 2のいずれかの位置に Bluetooth のアンテナび内蔵さ 
れています。 

*3 設定を行うと、パソコン本体の電源び入っていない状態でわ、 USB コネクタから外部機器に電源を供給す 
ることびでさます。 

USB の常時給電について 

『パソコンで見るマニュアル活用編1章 □■[]] USB の高速充電と常時給電』 

















































各部の名称一外観図一 


KI ボタン 

ボタンを押すと割り当てられている機能を実行でさます。 



I ボタンの操作方法 _ 

操作するボタンを、指で押してください。押したボタンに割り当てられている機能を実行します。 
ボタンに割り当てられている機能は「東芝システムセッティング」で変更でさます。 

ボタンの機能の変更について 

『パソコンで見るマニュアル便利編3章旦ボタンやキーの機能を変更する』 































Kfl 各部の名称一外観図一 


D システムインジケーター 

システムインジケーターは、点灯状態によって、パソコン本体びどのよラな動作をしているの 
かを知ることびでさます。 

♦I の□日 □ (( f ) て 11 

\_ J 



DC IN LED 

電源コードと AC アダプターの接続の状態 ^^P.51 

(!) 

Power LED 

電源の状態 ^^P.51 

口 

Battery LED 

バッテ U- の状態 ^^P.76 

0 

Disk LED 

本体の八ードディスク、ドライブ 4 \ eSATA 対応機器 
などにアクセスしている 

『パソコンで見るマニュアル活用編 1 章且八ード 
ディスクドライブ』 

* ] ドライブ 搭載 モデルのみ 

D 

SD Card LED 

SD カードス□ットにアクセスしている 

『パソコンで見るマニュアル活用編 1 章0■居]カー 
ドのセット/取り出し』 

((f) 

ワイヤレス 

コミュニケーション LED 

無線通信機能の状態 

P.62 

て || 

WiMAX LED 

WiMAX の通信状態 

『WiMAX ガイド』 

* WiMAX 機能搭載 モデルのみ 















各部の名称一外観図一 


0背面図 


タッチパッド、左ボタン、ちボタン、 
タッチパッドオン/オフボタン 
(OP.21) 

指紋センサ 

* 指紋センサー搭載モデルのみ 


ぶ夕 SD カードス□ッ 

SD カードをセツトします 



ドライブ- 
CD / DVD / ブルーレイディスクを 
セツトします。 

* ドライブ搭載モデルのみ 
* ブルー レイディスクは ブルー レイ 
ディスクドライブ搭載モデルのみ 


□昼 PC 力ードス□ット 


または 昼 ExpressCard ス□ツト 

PC カードス□ツト搭載モデルの場合は 
PC カードをセツトします。 

ExpressCard ス□ツト搭載モデルの場合は 
ExpressCard をセツトします。 


oe セキュリティ□ック•ス□ット 

盗難を抑止するためのセキュ IJ ティケーブルを 
接続でさます。 

セキュ IJ ティケーブルは、本製品に対応している 
ちのをご利用 < ださい。 

詳しくは、販売店などに確認してください。 


•品 LAN コネクタ OP.SO) 

ADSL モデムなどのネットワーク機器を接続します。 




へッドホン出力端子 

へッドホンを接続します。 


-巨コネクタ 

USB 対応機器を接続します。 
USB 3 .日規格に対応しています。 
コネクタ内部は青色です。 


砂マイク入力端子- 

マイク□ホンを接続します。 



























各部の名称一外観図一 


且]裏面図 


图メモリス□ット（ご P.82) - —通風孔 

メモ U を増設する場所です。 



バッテリーパック （：）P.7 日) 


ラベルに型番（機種名）と 
製造番号び記載されています。 


园。ツキソグルート- 

東芝製オプションのポート拡張 ユニッ ト/ポート拡張 ユニッ ト2を 
接続することびでさます。 


fi たバッテリー安全□ック 
〇 P.8 日） 

ノ くッテ IJ ーノ（ックびノ（ソコン本体 
からはずれないよラにするための 
スイッチです。 



■本製品の裏面について 

• 通風孔は、パソコン本体内部の熱を外部に逃びすためのちのです。 

通風孔を通して外の空気を取り込んだり、内部の空気を排出したりすることでパソコン内部に熱 
びこちるのを防いでいます。 

通風孔をふさびないでください。 

通風孔の表面上のほこりは、やわらかい布でふさ取ってくださし、通風孔の内部にほこりび入った 
ときは、保守サービスに点検を依頼してください。この場合、有料となります。 

•本製品の裏面には、正規の Windows であることを証明する 、 「Windows 8」という Microsoft ® 
のラベルび貼ってあります。 

はびしたり巧したりしないでください。 

■ 機器への強い衝撃や外圧について 

•あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 n-u- 機器への強い衝撃や外圧について」 





























o I ポインターを動かす/文をキーをほ 3 

I —タッチパッドとキーボードー 


ツチパツドで操作する 


電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイにおび表示されます。この矢 
印を「ポインター」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインター」を動かしな 
びらパソコンを操作していさます。 

パソコン本体には、「ポインター」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ボタン/ち 
ボタンびあります。 

タッチパッドと左ボタン/ちボタンを使ってポインターを動かし、パソコンを操作してみま 
しよう。ここでは、タッチパッドと左ボタン/ちボタンの基本的な機能を説明します。 

タッチパッドの操作にあたって . 

•あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 h - m - タッチパッドの操作にあたって」 


■ 指紋センサー搭載モデルの場合 


—タッチパッド 

オン/オフボタン 


タッチパッド 


左ボタン—卜 ] [^麵|| ■—ちボタン 


■指紋センサーを搭載していないモデルの場台 


-タッチパッド 

盾/巧）オン/オフボタン 


左ボタン 


タッチパッ 

ちボタン 


ド' 




タッチパッドオン/オフボタンは、タッチパッドの有効/無効を切り替えるためのボタンです。 
(降、指紋センサー搭載 f デルを例に説明します。 























































El ポインターを動かす/文字夺一を使うータッチパッドとキーボードー 


■■巧印（ポインター）を動かす^^^^ 

操作を始める位置を示す矢印（ポインター）は、タッチパッドに置いた指の方向に合わせて動 
さます。指を上下左ちに動かしてみましよラ。 

指びタッチパッドの端までさてしまい、それ上動かせなくなったとさは、いったん指をはな 
してから、指を動かせる位置に置さ直して操作します。 



(画面) 



D アイコンを選択する 

アイコン、文字などを選択するには、ポインターを目的のアイコンや文字などの位置に合わせ 
て、左ボタンを]回押します（ク U ック）。 

アイコンなどを選択すると、色び変わります。 


日/留 



くクリックする前> 

巧 


サンプルピクチで 
フアイ J レつレダー 


くクリックした後> 


を 


サンプルピクチで 
つアイ J レフォ J レタ^一 































































El ポインターを動かす/文字丰一を使うータッチパッドとキーボードー 


-\〇ぉ立っ操作集 

ダブルクリックする 


ダブルクリックすると、ファイルを開いたりアプリケーションを起 
動でさます。 

ポインターを目的の位置に合わせて、左ボタンをすばやく2回押し 

On 9 〇 



ちクリックする 

ちク U ックすると、メニューび表示され、 
そこから行いたいことをク U ックして選択 
でさます。ポインターを目的の位置に合わ 
せて、ちボタンを]回押します。 




写青 

フアイ J レフオ 



ドラッグアンドド□ップする 

ドラッグアンドド□ップをすると、アイコンやウィンドウを移動したり、 
複数の文字やアイコンを選択したりでさます。ポインターを目的の位置 
に合わせて、左ボタンを押したまま①、別の指でタッチパッドを使って 
ポインターを動かします②（ドラッグ)。ポインターび目的の位置に移 
動したら、左ボタンから指をはなします③（ド□ップ)。 



スク□ールする 

スク□ールとは画面を動かすことです。 

スク□ールすると画面に表示しきれない部分を見ることびできます。 

タッチパッドのち辺に指を置いて上下に動かすと、上下にスク□ールします。 
タッチパッドの下辺に指を置いて左ちに動かすと、左ちにスク□ールします。 



パソ n ンの準備 























































El ポインターを動かす/文字夺一を使う ータッチパッドとキーボードー 


K ■慣れてまたら 

慣れてさたら、左ボタンを使わなくても、次のような基本的な操作びでさます。 


□クリック/ダブルクリック 

タッチパッドを]回軽くたたくとク U ック、 
2回たたくとダブルク U ックびでさます。 



□ ドラッグアンドド□ップ 

タッチパッドを続けて2回たたさ、2回目は 
タッチパッドから指をはなさずに目的の位置 
まで移動し、指をはなします。 



タッチパッドの設定変更について 

『パソコンで見るマニュアル基本編 1 章0-臣]タッチパッド/マウスの使用環境を設定する』 


キーボードの义字キーの ffi いかた 


文字キーは、文字や記号を入力するとさに使い 
ます。キーボードの文字入力の状態によって、 
入力でさる文字や記号び変わります。 


■左上 一 

■中央左 
■左下 一 



■ち上 

■中央ち 
■ち下 


左上 

ほかのキーは使わず、そのまま押すと、アルファベットのル文字などび入力でさま 
す。 IsH / zrl キーを押しなびら押すと、記号やアルファベットの大文字び入力でさ 
ます。 

中央左 

ほかのキーは使わず、そのまま押すと、数字や記号び入力でさます。 

ち上 

かな入力びでさる状態で l 5 H // T | キーを押しなびら押すと、記号、ひらびなの促音 
(小さい「つ」）、物音（小さい「ゃ、ゅ、よ」）などび入力でさます。 

中央ち 

かな入力びでさる状態で押すと、ひらびなや記号び入力でさます。 

左下 

ア□一状態のとさに押すと、カーソル制御キーとして使えます。 

ち下 

数字□ック状態のとさに押すと、テンキーとして使えます。 


キーボードを使ったいろいろな入力操作『パソコンで見るマニュアル活用編1章 n キーボード』 

本書の裏表紙わご確認ください。 










































































ウインドウズ 

Windows をほえるよ5にする 


Windows セツトアツ 



初めて電源を入れたとさは、 Windows のセットアップを行います。 

Windows のセットアップは、パソコンを使えるようにするために必要な操作です。 

作業を始める前に、付属の冊テ『安/こ\してお使いいただくために』を必ず読んでください。特 
に電源コードや AC アダプターの取り扱いについて、注意事項を守ってください。 


操作の流れ 



r 、 

電源コードと AC アダプターを接続する 

パソコンの準備 



r 、 

電源を入れる 



ライセンス条項に同意する 



東芝のサービス情報メールについて選択ずる 



r 1 

ウイルスバスターの使用について選択する 

L J 



r 1 

画面の基本色を選択する 

L . J 

電源を入れてか 5 



F 、 

コンピューター名を入力する 

L . J 



r 、 

基本的な項目を設定する 

L . J 



r 、 

ユーザー名とパスワードを入力ずる 

L . J 



r 、 

セットアップ完了 

L . J 
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パソ n ンの準備 






















































D Windows を使えるようにする 


セットアップをずるときの注意 

■ 周辺機器は接続しないでください 

• セットアップは電源コードと AC アダプターのみを接続して行います。 

セットアップび完了するまでは、プ U ンター、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは接続しな 
いでください。このとさ、パソコン本体の電源を切ってから行ってください。 

機器の取りはずし「3章パソコンの使用環境を整えよラ」 

■ 途中で電源を切5ないでください 

• セットアップの途中で電源スイッチを押したり電源コードを抜くと、故障や起動でさない原因に 
なり、修理び必要となることびあります。 

■ 操作は時間をあけないで<ださい 

• セットアップ中にキーボードの操作び必要な画面びあります。時間をあけないで操作を続けてく 
ださい。 

しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合 
びあります。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 

もう一度表示するには、 [SHIFT | キ~を押すか、タッチパッドをさわってください。 

巨西^キーやタッチパッドでは復帰せず 、 Power Ci ) LED び点滅または消灯している場合は、 
電源スイッチを押してください。 

■ 無線通信機能び ON であるか確認してください 

• Windows セットアップを始める前にワイヤレスコミュニケーション LED び点灯していることを 
確認してください。 


D 電源コードと AC アダプタ_をち続する 


A 警告 




•AC アダプターは本製品に付属のものを使用する 

本製品付属(外の AC アダプターを使用すると電圧や （+)(-) の極性び異なっているこ 
とびあるため、火災•破裂-発熱のおそれびあります。 

• パソコン本体に AC アダプターを接続する場合、本書に記載してある順番を守って接続する 
順番を守らないと、 AC アダプターの DC 出カプラグび帯電し、感電またはけびをする場 
合びあります。 

また、八じアダプターのプラグをパソコン本体の電源コネクタ1^(外の金属部分に触れない 
よラにしてください。 


A 注意 

\ 

• 付属の電源コードは、本製品付属の AC アダプター iU 外には使用しない 

付属の電源コードは、本製品付属の AC アダプター専用です。 

J 
























D Windows を使えるようにする 


次の図の①^②-③の順で行ってください。 



I 接続ずると _ 

システムインジケーターの DC IN LED び点灯します。また、巳 attery にコ LED びオレン 
ジ色に点灯し、バッテ U —への充電び自動的に始まります。巳 atteryCHLED び緑色に点灯し 
たら、充電完了です。 

Battery □ LED に章 0- 田 バッテリー充電量を確認する」 

分メモ _ 

•八'ッテ U —充電中でもパソコンを使用することびでさます。 

詳細について「3章0バッテリーについて」 



電源コード、 AC アダプターの取り扱いについて 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 □ B 電源 コード、 AC アダプターの取り扱いについて」 



パソ n ンの準備 


7 

2 









































D Windows を使えるようにする 


E 9 電源を入れる 


本体液晶ディスプレイを開けるときは 

•本体液晶ディスプレイを開き過ざるとヒンジ（手順0参照）に力びかかり、破損や故障の原因 
となります。ヒンジに無理な力び加わらないよう開閉角度にを意してご使用ください。 




パソコンのディスプレイを開ける 

ディスプレイを開閉するとさは、傷や巧れびつくのを防ぐために、液晶ディスプレイ 
個励部分には触れないようにしてください。 



片手でパームレスト（キーボード 
手前部分）をおさえた状態で、ゆつ 
くり起こしてください。 


電源スイッチを巧し、指をはなず 

確実に電源スイッチを押してください。 Power と） LED び緑色に点灯することを確認 
してください。 



これでパソコンの準備は完了です。 

続いて Windows のセットアップに進みます。 




































D Windows を使えるようにする 


KI Windows のセットアップ 

セツトアップには約]日〜2日分かかります。 




Windows と東芝のライセンス条項の内容を確認し、[ライセンス条項 
に同意しまず]の左にある□をクリックずる 

ライセンス条項に同意しないと、セットアップを続行することはできず 、 Windows 
やパソコンを使用することはでさません。 

表示されている条項文の続さを表示するには、画面のち側にある囚ボタンをク U ッ 
クします。 


ライわ>ス条項 
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□ をク U ックすると囚になります。 

[同意ずる]をクリックずる 


ライセ>ス条項 
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[情報提供*サービスのご案内]画面び表示されます。 

















D Windows を使えるようにする 


東芝のサービス情報メール用アドレスを入力ずる 

既にメールアドレスを持っていて、東芝からサービス情報メールび送られても良い場 
合に入力してください。 

メールアドレスは間違えないよラ、気を付けて入力してください。 



メールアドレスをまだ持っていない、またはサービス情報メールを受け取りたくない 
場合は、何もしないでそのまま手順0に進んでください。 

東芝からのサービス情報メールは、あとでメールアドレスを取得してから、お客様登 
録をすることでも受け取ることびでさます。 

Q 画面下部の[(1)メールアドレスのご利用目の]をクリックしてよく 
読んでか！5①、[メール送信に同意しまず。]の左にある□をクリック 
ずる③ 



V 



パソ n ンの準備 


が 
















D Windows を使えるようにする 



ウイルスチェックソフトを使用ずるかどうか選択ずる 

安全にパソコンを使用するために、ウイルスチェックソフトの使用を強くおすすめし 
ふ^ 〇 

本製品に用意されている「ウイルスバスター」を使用する場合は、そのまま何も操作 
する必要はありません。「ウイルスバスター」を使用しない場合は、囚をク U ックし 
て□にしてください。 



「ウイルスバスター」はあとからでち使用開始でさます。 

R [次へ]をクリックずる 



[パーソナル設定]画面び表示されます。 











D Windows を使えるようにする 


好きな色を選択ずる 

Windows 画面上の基本色を設定でさます。表示されているバーの中から好みの色を 
ク U ックしてください。 



色はあとから変更でさます。 


次の手順の前に「コンピニ 


コンピューターに名前をつけるのは、使用するパソコンをほかのパソコンと区別する 
ためです。ネットワークに接続する場合は、必ず設定してください。 

PC (コンピューター）名を入力ずる 

半角英数字で任意の文字列を入力してください。半角英数字外は使用しないでくだ 
さい。 

「 I 」（カーソル）び表示されている位置から文字の入力びでさます。 

同じネットワークに接続するコンピューターとは別の名前にしてください。 



パソ n ン S 倫 





























D Windows を使えるようにする 



「 dynabookj と人力するときは、キーボードで回因画因固回回因と押します。 


■ 夺一を押しても表示されないときは 

キーを押してち文字び表示されない場合は、入力欄に「 I 」（カーソル）び点滅しな 
びら表示されていることを確認してください。表示されている位置から文字を入力で 
さます。表示されていないとさは、 [PC 名]の下の欄をク U ックしてください。 


■入力を間違えたときは 


入力を間違えたとさは次の操作で文字を削除して、わラー度入力しましよラ。 

• カーソルの左側の文字を削除する . iMOCSRACf I キーを押す 

• カーソルのち側の文字を削除する . キーを押す 


カーソルを左ちに動かすには、 I ^ I キーまたは I -►] キーを押します。 


CT [次べをクリックずる 



[ワイヤレス]画面び表示されます。 

















D Windows を使えるようにする 



無線 LAN の設定を省略ずるので、[後でワイヤレスネットワークに接 
続ずる]をクリックずる 

無線 LAN 機能を使ったネットワークへの接続は、セツトアップ完了後に行えるので、 
ここでは省略した場合について説明します。 



[設定]画面び表示されます。 


[簡単設定を使う]をクリックずる 

パソコンを使用するうえでの基本的な設定は、セットアップ完了後に変更でさるので、 
ここでは「簡単設定」を選択した場合について説明します。 


© 設定 


Wtvwutrr • が • —BSU 
山 -; ■ 


簡単进诺： 


• の W • ，か押 * ： m の MBiWc イス!一けん 

- か , か却 . W ん MWi ロィ W K frw ■ 村 . 

.Mieiewft のア，甘イ LC"W?- 田の ■BAiaSMK. 

占。 

K^mni. ，巧コ过:切 
田のけ ]« 日ん户 f-lP レ r 巧卜 MWHKltW, 


• K め 

- 


IIMeMlCfMCltn 


■Wfi 王 W 画 ts 子 J6I レ 
な / &HdlT が"。 


み 


|[ —BsTt •邮 |||[ 。 : ntnrr 贿 


[ PC へのサインイン]画面び表示されます。 



















D Windows を使えるようにする 


I 次の手順の前に「ユーザー名」とは 


I ユーヴー名は、 Windows を使用しているユーヴーをパソコン側で識別するための名 
前です。 

次の手順では、管理者ユーヴーのユーヴー名を登録します。 

管理者ユーヴーとは、ネットワークやパソコンを管理する権限を持つユーヴーのこと 
です。複数のユーヴーで]台のパソコンを使用する場合、管理者ユーヴーは、ほかの 
ユーヴーに対して使用制限の設定わ行えます。 

管理者 iU 外のユーヴーは、 Windows のセットアップ後に登録でさます。 

ユーザー名を入力ずる 

[ユーヴー名]と書いてあるちの欄に、管理者ユーヴーの名前を入力してください。 ユー 

ザー名は、半角英数字で入力してください。 



■ ユーザー名に使えない文字列 

ユーヴー名を入力するとさ、次の文字列を使用しないでください。 

CON. PRN 、 AUX 、 NUL、COMK COM2. COM3. COM4. C 日 M 己、 
C 日 M6 、 C 日 M7 、 C 日 M8 、 C 日 M9、LPTK LPT2 、 LPT3 、 LPT4 、 LPT 己、 
し PT6 、 し PT7 、 LPT8 、 し PT9 、 @ 、（スペース） 






















D Windows を使えるようにする 


次の手順の前に「パスワード」 （ Windows パスワード）とは 


パスワードとは、それを入力しないと次のステップに進めないよラにでさる、特定の 
文字列です。 

ここでは、 Windows を起動するときに入力しないと、 Windows を起動できないよう 
にするためのパスワードを設定します。これを 「 Windows パスワード」と呼びます。 



パスワードを忘れると、 Windows を起動するためには、 「 U カバ U —」という、購入 
時の状態に戻す®理をするしか、方法びなくなってしまいます。その場合、購入後にパ 
ソコンに保存したデータやアプ U ケーシヨンなどはすべて消失するので、パスワードは 
忘れないようにしてください。 



パスワードを入力ずる 

[パスワード]と書いてあるちの欄に、 Windows パスワードとして設定したい文字を 
入力してください。 

Windows パスワードは半角英数きで] 27文字まで設定できます。8文き(上で設定 
することを推奨します。英字の場合、大文字とル文字は区別されます。 

Windows パスワードを入力しないでそのまま次の画面へ進むことわでさますび、セ 
キュ U テイ上、設定することを強くおすすめします。 



入力した文字は「•••••」で表示されるため、画面を見て確認することはでさま 
せん。入力し間違えても画面ではわからないので、気をつけて入力してください。 































D Windows を使えるようにする 


g パスワードをもう一度入力ずる 

J [パスワードの確認入力]と書いてあるもの欄に、手順旧で入力した Windows パス 
I ワードを、もう一度入力してください。 




ソ 

□ 

ン 

の 

準 
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次の手順の前に「パスワードのヒント」とは 


設定した Windows パスワードを忘れてしまったときのために、あらかじめヒントを 
設定しておくと、パスワード入力画面で表示させることびでさます。 

パスワードのヒントを入力ずる 

[パスワードのヒント]と書いてあるちの欄に、それを読めば自分だけはパスワード 
を思い出せるようなヒントを入力してください。 
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D Windows を使えるようにする 


a [完了]をクリックずる 



パソコンの設定が準備される 

Windows セットアップび終了すると、コンピューターびユーヴーの設定を準備します。 
しばらくお待ちください。 

□ック画面（画面左下に大さく曰時び表示されている状態）び表示された場合は、 

I SHIFT I キーを押してください。次の画面に進みます。 

パスワードを入力する画面び表示された場合は、パスワードを入力して店を^キー 
を押してください。 

Windows び起動します。 


スタート 
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(表示例） 


「ウイルスバスター」の画面び表示された場合は、に章已-团ウイルスバスターによるウイ 
ルス対策」を確認してください。 

「東芝サービスステーション」のメッセージび表示された場合は、次の「本項 B 「東芝ヴー 
ビスステーション」について」を確認してください。 



パソ n ンの準備 
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D Windows を使えるようにする 


拉メモ _ 

• しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあり 
ます。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 

ちう一度表示するには 、 rSHIFT | キ~を押すか、タッチパッドをさわってください。 

臣西^キーやタッチパッドでは復帰せず 、 Power & LED び点滅または消巧している場合は、電源 
スイッチを押して<ださい。 


まちヴービスステーシヨン J について 

「東芝サービスステーション」は、ソフトウェアのアップデートや重要なお知らせを自動的に提 
供するためのソフトウェアです。降の説明をお読みのうえ、「東芝サービスステーション」を 
使用して、本製品を最新の状態に保つことを強くおすすめします。 

このソフトウェアは本製品の識別情報などを当社のサーバーへ送信します。使用でさるように 
設定する前に、詳しい内容を説明した使用許諾書び表示されますので、よくお読みください。 

佐 t メモ _ 

•「東芝サービスステーション」を使用するには、インターネットに接続できる環境び必要です。 

•「東芝サービスステーション」は、本製品に用意されているアプ U ケーション、ユーティ U ティ、ドラ 
イバーや BIOS のうち、一部についてアップデートをお知らせします。「あなたの dynabook . com 」 や 
「 dynab 日 ok . com 」 の「よくある質問 FAQ 」 やウイルス•セキュ U ティ情報と 「Microsoft Update 」 
などをあわせてご利用 < ださい。 


I 設定方法 _ 

「東芝サービスステーション」を使用でさるように設定する方法は、次のとおりです。 

0 スタート画面の[デスクトップ]をクリックずる 

デスクトップ画面び表示されます。 

0 [デスクトップアプリメニュー]アイコン （®) をダブルクリックずる 

「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

[ヴポート&リカバリー ] 一[ヴービスステーション]または Service 
Station] をクリックずる 

「東芝サービスステーション」び起動します。 

初めて起動したとさは、本ソフトウェアに関する詳しい説明（使用許諾書）び表示さ 
れます。 


















D Windows を使えるようにする 


Q 内容を確認し、[同意ずる]ボタンをクリックずる 


ま^ービスステー^ b 


まミサーむステーンョンのほ用 i 午諾ま 
まミサーピスステーションのこ节拥じあたって 

概要： 

本ソフトウェアは、絡棟の〕ンビュートに当なじよぶプレインストルされたリフトウェアのアップ 
デート、あるいは、わ客樣の]ンピューターに巧する当なからのス切ねも'知らせを、自か的に横ま 
する碟能を提供します侃期設定では30日ごとに横まを巧います。おを圓輒ま当なのサーバー 
からの指示によりずちされる:場合があります)。こ側削目びちかにねりますと、本ソフトウェアは、上 
記がま巧にモデルを、型を、楼器谎則まち(リリの)、言語 If きま R、 お话をち、 peg ま入 f をの最 
巧の利用閒化日時、 OS のバージョン、アップデート、リフトな[アステータス、六切ねわからせのま 
示履歴、アッブデートの巧ウン□ー ド履歴、アッブデートのインストール履歴などのシステムに班する 
を本巧ま反を、当化のサ-バ-へミ娜うじ掛言します。本ソフトウ：[アじよりわ客横の個人 I 博ま反を 
巧たじ视集することはありませんび、まちわぎ樣登録やな守が巧などじより当なにわぎ樣 I 博報を 
ご提稱いただいている場合には、当化よりも客横へ大切ねわからせを巧かする'必要がある巧合 
や、サーピスサポートの向上のためじ、それらの If き報と昭合する場合があ0ます c(x;’ 主） 

システム巧報のも脱)巧いじついて： 

ちなの计一 ■! !：一けが言夕れた r れらの''/ス干レ巧がは.マー h 干ィ'パか巧術わね计ポート巧粗•卜. 

G 同まする]I 「同ましません I 


[7 yl [； 日读じ再度表示します] 


(表 7 J \ 例) 


使用許諾書に同意すると、じ(降は、ソフトウェアのアップデートや当社からのお知ら 
せを検出する機能び、パソコンを起動すると自動的に動作します。 


■ 使用方法 _ 

■ソフトウェアのアップデートがある場合 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨン、ユーティ U ティ、ドライバーや巳 I 日 S にアップデー 
卜びあることを検知すると、メッセージ「 X 件の新しいソフトウェアのアップデート（更新） 
びあります。」び表示されます。 

メッセージを確認し、画面の指示に従つて操作してください。 

■本製品に対するお知5せがある場合 

本製品に対する当社からのお知らせび準備されたことを検出すると、メッセージ「 X 件の新し 
いお知らせびあります。」び表示されます。 

メッセージを確認し、画面の指示に従つて操作してください。 

手動で、ソフトウェアのアップデート、またはお知らせを確認したい場合は、「東芝サービスス 
テーシヨン」を起動して[すべてのアップデートを確認]をク U ックしてください。 




























Windows 8 に〇いて 


Windows 8の画面構成やメニューの位置は 、 Windows 7などの従来の Windows とは異なつ 
ています。 

従来の Windows と Windows 8で大きく異なる点は、メイン画面び2種類あることです。 
起動して最初に表示される「スタート画面」と、従来の Windows に似ている「デスクトップ画面」 
びあります。 


くスタート画面> 


くデスクトップ画面> 



の 


画面の切り替えについて 


スタート画面とデスクトップ画面の切り替えかたについて説明します。 

目的や好みに応じて画面を使い分けてください。 

□スタート画面か S デスクトップ画面に切り替える 

Q [デスクトップ]をクリックずる 

*[ デスクトップ]アイコン（タイル）は、デスクトップ画面の壁紙によって表示されるアイコンび 
異なります。 

またモデルや使用状況により、画面上での位置び異なる場合びあります。 




パソ n ンの準備 






















且 Windows 8について 


□デスクトップ画面か S スタート画面に切り替える 



3[チヤー ムとアプリケーシヨンの切り替えについて 


画面の4隅にポインターを合わせると、バーび表示されます。 

ち側のバーは、「チヤーム」と呼ばれるメニユーバーです。 

左側のバーは、起動しているアプ U ケーシヨンを切り替えることびでさます。 
両方とも、すべての画面で表示することびでさます。 


■■ チヤームの操作方法 



ポインターを画面の上または下のち隅に合わせる 



(表例) 


己つのメニューアイコンび表示されます。 






















且 Windows 8について 



目的の項目を選択ずる 



上から[検索]、[共有]、[スタート]、[デバイス]、[設定]です。 
内容は、次のとおりです。 

•囚検索 

アプ U ケーシヨンやファイルなどを検索します。 

•困共有 

共有するためのツールび用意されています。 

• E スタート 

画面を切り替えます。 

•因デバィス 

パソコンに接続している周辺機器を表示します。 

• 囚設定 

設定メニューです。電源を切るためのメニューもここにあります。 


(表例) 








且 Windows 8について 


スタート画面でアプリケーションを切り替える方法 


n ポインターを画面の上または下の左隅に合わせる 



(表示例） 


•② 


ポインターを合わせた場所によって、次の項目び表示されます。 

① 現在起動しているアプ U ケーシヨンの中から最後に使用したアプ U ケーシヨンのア 
イコンび表示されます。 

② スタート画面を表示している場合は、現在起動しているアプ U ケーシヨンの中から 
最後に使用したアプ U ケーシヨンのアイコンび表示されます。 

スタート画面でアプ U ケーシヨンを起動している場合は、スタート画面のアイコン 
び表示されます。 

表示させたあとに①から③、または③から①にポインターを移動させると、現在起動 
しているアプ U ケーシヨンの一覧び表示されます。 


使用したいアプリケーションをクリックずる 



(表示例） 


* 画面は、現在起動しているアプ IJ ケーシヨンの一覧を表示した例です。 



パソ n ンの準備 
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且 Windows 8について 


I 曰付と時刻の確認 _ 

日付と時麵ま、デスクトップ画面ち下の[通知領域]に表示されています。 
正しく設定されているかどラか確認してください。 




10:己日 

2012/07/29 


(表示例) 


正しく設定されていない場合は、 『 Windows ヘルプとサポート』を確認して設定してください。 

I Windows 8でわか S ない操作があつたとを _ 

Windows 8の使いかたについては、スタート画面の[デスクトップ]一[デスクトップアプ 
U メニュ ー] をダブルク U ックー[すべてのアプ U ] 一 [ Windows システムツール]一[へ 
ルプとヴポート]をク U ックして、 『 Windows ヘルプとサポート』を参照してください。 
Windows 8の最新情報は次のホームページから確認でさます。 


• Windows 8について 

URL : http :// www . micros 日 ft . C 日 m / japan / wind 日 ws / default.mspx 


I Windows を最新のが態にする _ 

[Windows Update 」 で更新プ□グラムをインス!ルしてください。 

[Windows Update 」 につし、て 

『パソコンで見るマニュアル基本編2章0-回 Windows を最新の状態にする』 


I ドメインに接続ずる _ 

* 8 Pro モデルの場合 

企業内など、ある]つにまとまったネットワークをドメインと呼びます。 

ここでは、本製品をドメインに接続する設定方法を説明します。 

ドメインのユーヴー名やパスワードなど、詳しい設定方法びわからない場合はネットワーク管 
理者にお問い合わせください。 

本製品を複数のユーヴーで使用している場合は Administrator と呼ばれる管理者のユーヴーに 
切り替えてから設定を行ってください。 



スタート画面の[デスクトップ]をクリックずる 

デスクトップ画面び表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （®) をダブルクリックずる 

「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

[コント□ールパネル]をクリックずる 

システムとセ丰ュリテイ]をクリックずる 











且 Windows 8について 


百 





匹 



[システム]をクリックずる 

[設定の変更]をクリックずる 

[システムのプ□パティ]画面び表示されます。 

[コンピューター名]タブで[変更]ボタンをクリックずる 

[ドメイン]をチェックしてか！5接続ずるドメインの名前を入力し、 
[0K] ボタンをクリックずる 

ドメインの[ユーザー名]と[パスワード]を入力し、 [0K ] ボタン 
をクリックずる 

[0K] ボタンをクリックずる 

[0K] ボタンをクリックずる 

パソコンを再起動してください。 


I リカバリーメディアの作ぶ _ 

U カバ U —メディアを作成しておくことを強くおすすめします。 

U カバ U —メディアとは、システムやアプ U ケーシヨンをご購入時の状態に復元 （ U カバ U —) 
するためのちのです。 

リカバリーメディアについて 

『パソコンで見るマニュアル便利編3章!!リカバリーメディアを作る』 

なお、 U カバ U —メディアを使って実際に U カバ U —を行ラとさは、操作の流れをよくご確認 
ください。 

リカバリーについて「4章買ったときの状態に戻すには」 


I バックアップをとる _ 

作成したファイルを誤って削除してしまったり、突然のパソコンのトラブルによって保存した 
ファイルび使えなくなってしまうことびあります。 

このような場合に備えて、あらかじめファイルを DVD - R や US 巳フラッシュメモ U などの記録 
メディアにコピーしておくことをバックアップといいます。 

一度なくしたデータを復旧することはでさません。 

万び一のために、必ず定期的にノくックアップをとりましょう。 

* ドライブび搭載されていないモデルで、 CD / DVD / ブルーレイディスクにバックアップをとる場合、外付 
けの CD / DVD / ブルーレイディスクドライブ（市販品）び必要です。 

ただし、すべての外付け CD / DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作確認は行っておりません。した 
びって、すべての外付け CD / DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作は保証でさません。 

バックアップについて『パソコンで見るマニュアル基本編1章0バックアップをとる』 







6 ■電源を切る/入れる 


源を切る 


パソコンを使い終わったとさ、電源を完全に切る「シャットダウン」を行ってください。間違っ 
た操作を行うと、故障したり大切なデータを失ったりするおそれびあります。中断するとさは、 
それまでの作業をメ fU に保存して一時的に中断する「ス U —プ」びあります。 

スリープについて『パソコンで見るマニュアル基本編1章且-回スリープ』 


A 警告 




• 電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 

合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 

器に影響を与えることびあります。 

.無線通信機能は、+ @キーを押して日 FF にすることびでさます。+ @キー 
を押して[機内 f ードオン]に設定し、ワイヤレスコミュニケーション LED び消灯し 
ているのを確認してください。 

-ス U —プや休止状態では、パソコンび自動的に復帰することびあるため、飛行を妨げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でわ、パソコンび自動的に起動するよラな設定のソフトウェアの場合 
は、あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

-ディスプレイを開くことで自動的に電源び入るパネルオープンパワーオン機能を設定し 
ている場合は、あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

- Intel ® Rapid Start Technol 日呂 y で休止状態になっている場合びありますので、確実に 
電源を切るため、一度パソコンを起動し、その後電源を切って（シャットダウンして） 
ください。*] 



ソ 

□ 

ン 

の 

準 

備 


* ] SSD 搭載モデルのみ 


= 電源を切る前に - 

• 必要なデータは必ず保存してください。保存されていないデータは消失します。 

• 起動中のアプ U ケーシヨンは終了してください。 

• Disk 0 LED . SD Card Q LED 、 ディスクトレイ LED の点灯中は、電源を切らないでください。 
データび消失するおそれびあります。 
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o 電源を切る/入れる 


電源を切るには、次のように操作してください。 



ポインターを画面の上または下のち隅に合わせる 



(表例） 


チャームび表示されます。 

[設定]をクリックずる 



画面ち側に[設定]画面び表示されます。 



[電源]をクリックし①、表示されたメニューか！5 [シャットダウン] 
をクリックずる③ 



⑤ 


—① 


Windows を終了したあと、パソコンの電源び自動的に切れます。 
パソコン本体の電源び切れると、 P 日 wer む LED び消灯します。 



























o 電源を切る/入れる 


電源を切ったあとは = 

•パソコン本体に接続している機器（周辺機器）の電源は、パソコン本体の電源を切ったあとに切っ 
て < ださい。 

• ディスプレイは静かに閉じてくださし、強く閉じると衝撃でパソコン本体び故障する場合びあり 
よ9 〇 

•パソコン本体や周辺機器の電源は、切ったあとすぐに入れないでください。故障の原因となります。 
•周辺機器の取り付け/取りはずし、目 IOS セットアップの設定などを行う場合は、 I SH // T 1 キー 
を押しなびら、メニューから[シャットダウン]をク U ックしてください。 


■再起動 

Windows を終了したあと、すぐにもう一度起動することを「再起動」といいます。パソコン 
の設定を変えたとさやパソコンびスムーズに動かなくなってしまったとさなどに行います。 
再起動するには、次のように操作してください。 


① チャームの[設定]をクリックする 
画面ち側に[設定]画面び表示されます。 

② [電源]をクリックし、表示されたメニューか5 [再起動]をクリックずる 
















o 電源を切る/入れる 


团電源を入れる 


Windows セツトアップを終えたあとは、次の手順で電源を入れます。 


= 電ミ原を入れる前に - 

•各ス□ットに記録メディアなどをセットしている場合は取り出してください。 

• プ U ンターなどの周辺機器を接続している場合は、パソコン本体より先に周辺機器の電源を入れ 
て < ださい。 



♦I の □ 0 □ ((f ) て 1| 



□ック画面（画面左下に大さく曰時び表示されている状態）び表示された場合は、 

I SHIFT I キーを押してください。次の画面に進みます。 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面び表示されます。 
パスワードを入力して居をを固キーを押してください。 

複数のユーヴーアカウントを設定している場合、表示されているユーヴーとは違ラ 
ユーヴーでサインインしたいとさは、[ユーヴーの切り替え]ボタン （◎) をク U ッ 
クして<ださい。ユーヴーの一覧び表示され、希望のユーヴーを選択でさます。 


Windows び起動します。 








































o 電源を切る/入れる 


拉メモ _ 

• SSD 搭載モデルでは、ス U- プから一定時間後に休止状態に変わる Intel® Rapid Start Technology 
び搭載されており、購入時の設定では有効になっています。 

『パソコンで見るマニュアル■本編1章且-田スリープから一定時間後に休止状態にする』 

•パネルオープンパワーオン機能を有効に設定した場合、ディスプレイを開くと、自動的にパソコンの電 
源び入るようになります。 

本機能を使用するには、あらかじめ「デスクトップアプリメニュー」の[ユーティ11ティ]^ [システ 
ムセッティング]^ [起動]で、有効にする必要びあります。 

『パソコンで見るマニュアル基本編1章 0-® ディスプレイを開くと、電源が入るように 
する』 


I 電源に関ずる表示 _ 

電源の状態はシステムインジケーターの点灯状態で確認することびでさます。 
電源に関係あるインジケーターとそれぞれの意味は次のとおりです。 



状態 

パソコン本体の状態 

DC IN=®iLED 

緑色の点灯 

電源コードと AC アダプターを接続している 

オレンジ色の点滅 

異常警告（電源コードと AC アダプター、 

バッテ U —またはパソコン本体の異常） 

消灯 

電源コードと AC アダプターを接続していない 

Power (1) LED 

緑色の点灯 

電源日 N 

オレンジ色の点滅 

ス IJ ープ中 

消灯 

電源日 FF 、 休止状態 


* 電源に関するトラブルについては、「已章0 Q&A 集」を参照してください。 


メモ 

• しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えなくなる場合びあり 
ます。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 

ちう一度表示するには、区^^/^キーを押すか、タッチパッドをさわってください。 

臣西を]キーやタッチパッドでは復帰せず、 Power む LE □び点滅または消灯している場合は、電源 
スイッチを押して<ださい。 
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パソ n ンの準備 






















7 ニユアルで見る 
パソコンの巧いかた 


本製品には、本書をはじめとした冊テのマニュアルと、パソコンの画面で見る電子マニュアル 
びあります。知りたいことに合わせて、各マニュアルをお読みください。 

本製品の操作説明は、大半びパソコンの画面に表示させて見るマニュアル（電子マニュアル） 
にあります。紙の冊テマニュアルをでさるだけ少なくすることによって、少しでも環境保全に 
役立てるよラ、エコ活動を推進しております。 



アル 


ここでは、本製品に付属している次のマニュアルについて説明します。 

□スタートアップガイド 

パソコンを使い始めるとさにお読みください。 

パソコンを購入して最初にする準備を、簡潔に説明しています。 

□マニュアル紹介ガイド 

メールを使いたい、音楽を聴さたいなど、やりたいことび説明されている場所を紹介しています。 

□ dynabook ガイド（本書） 

Windows セットアップ方法や Windows の基本操作について説明しています。インターネット 
やメ fU の増設方法、バッテ U - について、トラブルび起きたときの基本的な Q & A 、 U カバ U - 
(購入時の状態に戻す）方法の説明びあります。 

□ま泛 PC サポートのご案内 

修理や訪問ヴポートの窓□など、ヴポート体制について紹介しています。 


パソコンをラための 
^ 準備をしましょう！ 





TOSHIBA 

Leading Innovation 



これ見ながら）ぐ 

Windows / \ 

セットアップ ） ‘ 

] 杉 0 ^. 以たの端 

パソコンは: t 

いろんなことがで 
.ちサーんとマニユア 
してるから見1 

m 

aw 

3U 

きるの！ 
ルで説巧 

1 

1/ 東ちはエコ活動を大事じしてるの。 Y 

,/紙をあまり使わず、パソコンの画面でX 

IJ マニュアルを見られるようにしてるのよ） 



このほかにも、 f デルによって付属しているマニュアルびありますので、必要に応じてお読み 
ください。 



パソ n ンの準備 
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D マニュアルで見るパソコンの使いかた 


パソコンの画面で見るマニユアル 


ここでは、パソコンの画面で見るマニュアル（電子マニュアル）について紹介します。 

んづ/パソコンで見るマニュアル 

基本的な操作から活用方法、困ったとさの対処ち法などを説明しています。 

3起動方法 

スタート画面の[デスクトップ]をク U ックし、デスクトップ上の[パソコンで見るマニュアル] 
アイコン（^)をダブルク U ックします。 

起動すると『パソコンで見るマニュアル』のトップページび表示されます。 

画面左側の MENU 画面または画面ち側の T 日 P 画面から、読みたい編の名前のボタンをク U ッ 
クしてください。 

T 日 P 画面び読みたい編に切り替わります。 



— MENU 画面 

— TOP 曲を 

1 魯感1 


ご 

な☆潑 

三一 _ — » 

I-J -^ 

3 ' P ' 0 り 資 /じロンで見るマニ 1 アル X 1 



ヘルプ 


はじめに 


本マニュアルで共通に使用する用語や尝錄商標を紹介しています。 


基本巧 


ミ、こ- 

ま用讓 




ぶ像ヒ献麵心 


Windows 8の基本操 
作、 デーかり} Xックア 
ッブ、インターネットへ 
の接続方法やウイル 
ス巧策むどについて 
説日月しています。 

本製品の搭載機器や 
周巧機器の使いか 
た、バスワード’たキュ 
U ティ、 Biosiz ッ S アシ 

ブなどについて說巧し 
ています。 

オーディオ•ビジュアル 
機能の楽しみかたに 
ついて説明していま 


宙巧編 


い j 

h ぉミぉ谭をィ 


田 

月 ynabook ガイ& 


節電、リれのーメディア 
の作成、バソコン賈い督 
え時の環境の移行、アブ 
リケーンヨンの追力日/肖り 
除などについて説巧して 
います。 


トラカしを齡肖するまで 
の流れと、本製品に関す 
る Q&A につして説明して 
います。 


冊子マ ニ ユアル 

『か na book 乃イド J の PDF 

版です。 


む 


• MENU 画面と T 日 P 画面を合わせた全体の画面を 「 H 日 ME 画面」とよびます。 


好 t メモ _ 

• [Adobe Reader ] の使用許諾画面び表示された場合は、画面の内容をよく読み、[同意する]をク U ッ 
クして < ださい。 






























































D マニュアルで見るパソコンの使いかた 


巳!各編の内容 

「パソコンで見るマニュアル」は次の内容で構成されています。 


はじめに 

Trademarks 、 用語について 

基本編 

Windows 8について、マウスの使いかた、電源の切りかた、 
バックアップ、インターネットへの接続•設定方法、無線 LAN 、 
ウイルス対策 

活用編 

本製品にどんな機能びあるのか、どんな周辺機器び使えるのか、 

各種パスワードの設定方法、 BI 日 S セットアップ、 

J V — ドウてアの設定方法 

映像と音楽編 

オーディオ-ビジュアル機能の楽しみかた 

便利編 

節電、 U カバ U —メディアの作成、パソコン買い替え時の環境移行、 
アプ U ケーシヨンの追加と削除方法 

困ったとさは 

トラブルを解消するまでの流れ、 Q & A 集 

dynabook ガイド 

『 dynabook ガイド』（本書）の PDF 版です。 


□各編を開いた S 

画面の構成やアイコンの機能は、次のようになっています。 


各ボタンを押すと、 
表示びほかの編などに 
切り替わります。 


印刷します。 




国 



I ページを順番に送ったり戻したりします。 
マウスのスク□ールボタンや、矢印キー 
でも同じ操作びでさます。 


巧 逸を间 


0 



表示を拡大/ 
縮小します。 


百 Rsais 入れるとき 

ff メが-ジ胎 
ff だのするドラ所巧$ずる》»^ 

,ディ又ルイそ巧な' 放ぶ入が:う 
にする 

田。巧しがかた5 
S なかチパプド 

，かホパプドで度けする 
ff 夕がバヴドの隹用巧境がする 
e 17卜系-ド 
tP キ-ホ-個 
。キ义をキづ 
B (7 A - 巧ィスクド手 a 

ff 巧 HDO ： 化テク J /3 シについて 
良。 CD/OVO を巧うイライフ- 

ff が犯 flW ディ巧 itiSUW 
ff DM ) の议面行る 
V の/ ovosg 乂さ（か卜） 

P cd / ovo € ちしがかたとさ巧め 
出し） 

I? immumS フ, -■? •ノトする 
B 印田面 《a まする-ディスフレイ- 
V宙巧の巧がを巧 SS する 
ff ttffi/g 麻 y； つて面田を自巧的 
に on / び F する 
SR ヴウンド 

• スピ-力-め SB 湖なずる 


I 検索画面び開さます。 






























































D マニュアルで見るパソコンの使いかた 


□巧索する 

キーワード検索で読みたいページを探すことびでさます。 

検索対象は、同一文書内となります。 

田 mmnmo [検索の結まを表示](强 ) をクリックずる 

^ [検索]画面び表示されます。 

口 [検索ずる語句を指定してください。]の下の入力欄に検索したい丰一 
W ワードを入力し①、[検索]ボタンをクリックずる③ 

I 検索結果を絞り込みたい場合は、必要に応じて入力欄の下にある項目にチェックを付 
I けてください。 



①⑤ 

検索結果び表示されます。 


■検索結果の確認について 

[結果]に表示された一覧から確認したい項目をク U ックすると、カーソルび検出されたキー 
ワードへ移動します。 


□印刷する 

『パソコンで見るマニュアル』の印刷方法は、次のとおりです。 

* E |] 刷には、プリンターが必要です。 



ツールバーの[ファイルを巧刷](昼)）をクリックずる 

[印刷]画面び表示されます D 

必要に応じて、[プリンター]や[印刷ずるページ]など、各種設定を 
ずる 

[印刷]ボタンをクリックずる 


『パソコンで見るマニュアル』のより詳しい使いかたは、ヘルプを参照してください。ヘルプは 
『パソコンで見るマニュアル』画面で[ヘルプ]ボタンをク U ックすると表示されます。 

























o マニュアルで見るパソコンの使いかた 


んこ y 動画で学ぶシリーズ 

「動画で学ぶシ U —ズ」では、ぱらちゃんび、パソコンを楽しむためのいろいろな機能を動画で 
わかりやすく紹介しています。 

■起動方法 

「動画で学ぶシ U —ズ」を起動するには、スタート画面の[デスクトップ]をク U ックし、[動 
画で学ぶシ IJ ーズ]アイコン (1^) を夕'ブルク U ックします。 

んこ y おたすけナビ 

「おたすけナビ」は、お使いのパソコンに用意され 
ているアプ U ケーシヨンの中から、目的のアプ U 
ケーシヨンをすばやく探し出し、直接起動するこ 
とびでさます。やりたいことはわかっているけれ 
ど、どのアプ U ケーシヨンを使えばよいかわから 
ないとさに便利な機能です。 

■起動方法 

スタート画面の[デスクトップ]をク U ックし、[お 
たすけナビ]アイコン（錢）をダブルク U ッ 
クします。 



(表 7 J \ 例) 



パソ n ンの準備 
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2 章 


■ インターネットを快宙に利用ずるために 

—ウイルスチェック/セキュリティ巧巧一 

インターネットを使っていると、コンピューターウイルスなどによっ 
て知!5ない間にトラブルが襲いかかってくるおそれがありまず。 

この章では、インターネットを使うための準備と、より安全にインター 
ネットを利用ずる方法について説明しまず。 


1インターネットを使うには . 58 

2ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには 

—ウイルス•インターネットセキュリティー . 64 

3有害サイトの閲覧（アクセス）を制限する . 68 






















プ□バイダーに加入する 

プ□バイダーとはインターネット接続の窓□となる会社のことです。会社によって使用 
料金やサービス内容び異なります。使用でさるまでに数曰かかる場合びあります。 


インターネツトに接続するための回線機器と、パソコンを接続する 

インターネツトへの接続方法によつて接続する機器は異なります。 

有線 LAN で接続する 

「本節 []] 有線 LAN で接続する」 

無線 LAN で接続する 

「本節巧]無線 LAN で接続する」 

『パソコンで見るマニュアル基本編2章且■田]無線 LAN でインターネットに 
接続する』 


ウイルスチェックソフトを設定する 

インターネットやメールに添付されたファイルなどでコンピューターウイルスに感染す 
る場合びあります。感染すると、パソコンび使用でさなくなることびありますので、イ 
ンターネット接続やメールのやり取りをする前に、ウイルスチェックソフトの設定をし 
てください。 

ウイルスチェックソフトについて「本章旦ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには」 


インターネットとメールの設定をする 

インターネットの設定をするとさは、プ□バイダーとの契約時に送られてさた資料など 
を参照してください。メールを使ラ場合は、メールソフトの設定も必要です。 

「本節巧]メールを使用するために」 

『メールソフトに付属の説明書』、メールソフトのヘルプ 


設定完了 


インターネット巧巧5には 


ホームページを閲覧するには、ケーブルの接続や設定び必要です。 

I 巧用ずるまでの流れ_ 



インタ—ネットを陕適に利用するために— ウイルスチ于ソク\セキュリティ対策— 


が 









D インターネットを使うには 


ぶすメモ 


1本製品に用意されているウイルスチェックソフトの設定をする前に、 

ず確認してください。曰付と時刻び合っていないと、アプ U ケーシ： 
限などび、正しく計測されないことびあります。 

日付と時刻は Windows セットアップ終了後に設定することもできます。 

日付と時刻の設定 『Windows ヘルプとヴポート』 


曰付と時刻び合っていることを必 
ンの設定後から適用される使用期 
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D インターネットを使うには 


の 


有線 LAN で接続する 


本製品には、ブ□ー ドバンド接続などに使用する LAN 機能び搭載されています。 

本製品の LAN コネクタに光回線終端装置、 ADSLf デムやブ□ー ドバンドルーターなどを 
LAN ケーブルで接続することびでさます。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Gigabit Ethernet (] 日日日巳 ASE - T)、Fast Ethernet 
(100 BASE - TX ). 曰 hemet (1 日巳 ASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケーブ 
ルを接続し、ネットワークに接続することびできます 。 Gigabit Ethernet、Fast Ethernet 、 
曰 hemet は、ご使用のネットワーク環境（接続機器、ケーブル、ノイズなど）により、自動で 
切り替わります。 


LAN ケーブルを接続する 




LAN な一つ '、レの操作にあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 □ E 9 有線 LAN について」 


LAN な一つ) レをはずしたり差し込むとさは、プラグの部 
分を持って行ってください D また、はずすとさは、プラ 
グの□ック部を押しなびらはずしてください。ケーブル 
を引っ張らないでください。 

LAN ケーブルは本製品には付属していません。市販の 
LAN ケーブルを購入してください。 



パソコン本体に接続されているずべての周辺機器の電源を切る 


LAN ケーブルのプラグをパソコン本体の LAN コネクタに差し込む 

□ック部を下にして、「カチッ」と音びするまで差し込んでください。 



V 
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D インターネットを使うには 


E 1 LAN ケーブルのもう一方のプラグを接続先のネットワーク機器のコネ 
クタに差し込む 

■ 接続する機器により、(降の設定方法は異なります。 

光回線終端装置、 ADSL モデムの設定について 
『プ□ノ（イダーなどから送られてくる 資料』 

ブ□ードバンドルーターの設定について『ブ□ードバンドルーターに付属の説明書』 


2 


無線 LAN で接続する 


A 警告 


/こ\臓ペースメーカーを装着しているかたは、/こ\臓ペースメーカーの装着部位から 22 cm 
iU 上離す 

電波によりペースメーカーの動作に影響を与えるおそれびあります。 

電子機器の使用が制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、無線通信機能を無効に設定した上で、パソコンの電源を切ってください。ほかの機 
器に影響を与えることびあります。 

-無線通信機能は、吊の+ キーを押して OFF にすることびできます。而 n + 岡キー 

を押して[機内モードオン]に設定し、ワイヤレスコミュニケーション LED び消灯し 
ているのを確認してください。 

-ス U —プや休止状態では、パソコンび自動的に復帰することびあるため、飛行を妨げた 
り、ほかのシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 

-電源を切った状態でわ、パソコンび自動的に起動するよラな設定のソフトウェアの場合 
は、あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

-ディスプレイを開くことで自動的に電源び入るパネルオープンパワーオン機能を設定し 
ている場合は、あらかじめ設定を無効（解除）にしてください。 

- Intel ® Rapid Start Technology で休止状態になっている場合びありますので、確実 
に電源を切るため、一度パソコンを起動し、その後電源を切って（シャツトダウンして） 
ください。*] 

* ] SSD 搭載モデルのみ 



あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 Q - Efl 無線 LAN について」 

『安必してお使いいただくために』に、セキュ U ティに関しての注意事項や使用上のを意事項を説 
明しています。 

無線 LAN を使用する場合は、その記述を読んで、セキュ U テイの設定を行ってください。 
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D インターネットを使うには 



[7 a / 1 + 1例丰一を巧ず 

キーを押したまま@キーを押すたびに、画面左上にメッセージび表示されて無 
線通信機能の日 N / 日 FF び切り替わります。 

機内 f ー ドオフ：無線通信機能日 N 
機内モードオン：無線通信機能日 FF 

無線通信機能を日 N にすると、ワイヤレスコミュニケーション ( ( f ) LED び点灯します。 


♦I の □ 0 □ (( f ) て|| 



降の無線の設定は、『パソコンで見るマニュアル』を確認してください。 
『パソコンで見るマニュアル基本編2章 H - S 無線 LAN を設定する』 















D インターネットを使うには 


ールを巧用するために 


メールを使用するには、メールソフトでの設定び必要です。 

メールソフトには 、 Windows 8のメール機能や、日 ffice 搭載 f デルの場合は 「Microsoft 
Office Outlook ] などびあります。 

• Windows 8のメール機能の起動方法 

①スタート画面の[メール]をク U ックする 

Windows 8のメール機能を使用するには、 Microsoft アカウントび必要です。 

詳細について『パソコンで見るマニュアル基本編2章0 Microsoft アカウントについて』 

•「Microsoft Office Outlook 」 の起動方法 

①スタート画面の[デスクトップ]をク U ックする 
デスクトップ画面び表示されます。 

③[デスクトップアプ U メニュー]アイコン（固）を夕'ブルク U ックする 
「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

③[すべてのアプ U ] 一 [Microsoft Office ] -► [Microsoft Outlook 2010] をク U ッ 
クする 

初めて 「 Microsoft 日 ffice 」 を起動したとさは、[プ□ダクトキーの入力]画面び表示さ 
れるので、プ□ダクトキーを入力してください。 

初めて 「 Microsoft 日 ffice 日 utl 日日 k 」 を起動したときは、「スタートアップ」という画面 
び表示されます。必要に応じて、設定を行ってください。 

[Microsoft Office Outlook ] の使いかたについては、起動後 [ Microsoft 日 utlook ヘルス 
ボタン （0) をク U ックして表示されるヘルプや、「動画で学ぶ日 utlook 201日」を参照 
してください。 

• 「動画で学ぶ Outlook 2010」の起動方法 

①スタート画面の[デスクトップ]をク U ックする 
デスクトップ画面び表示されます。 

③[動画で学ぶシ IJ- ズ]をダブルク U ックー [Outlook 2010] をク U ックする 

贷 t メモ _ 

• メールの送受信を行う前にウイルスチェックソフトを設定することをおすすめします。 

ウイルスチェックソフトについて「本章已ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには」 
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ウイルス感祭や不正アクセスを巧ぐには 

-ウイルス • インターネットセキュリティー 


本製品に用意されているウイルス*インターネットセキュ U テイ用のアプ U ケーシヨンを紹介 
します。 




使用するにあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 II -^9 ウイルスチェック•セキュリティ巧策について」 


お立つ操作集 


アクションセンターについて 

「アクションセンター」は、セキュ U テイの設定をしたり、 Windows ファイアウオール、自動更新、 
ウイルスチェックソフトの状態をチェックしたりするなど、パソコンのセキュ U テイを向上させるお 
手伝いをします。 

アクションセンターはパソコンび危険にさらされている場合、 
デスクトップ画面の通知領域に fS アイコンなどで警告します。 

『パソコンで見るマニュアル基本編 2 章0-[]]セ 
キュリテイの状態を確認するには』 




ンピューターウイルス巧策 


コンピューターウイルスは、インターネットや、メールに添付されたファイルを介してパソコ 
ンに入り込んでしまうことびあります。 

コンピューターウイルスに感染すると、次のようなことびおこる可能性びあります。 

♦パソコンのデータび破壊され、パソコンを使用でさなくなる 

•インターネットを経由して、パソコンに残している個人情報にアクセスされる 

コンピューターウイルスの感染や不正アクセスからパソコンを保護するため、初めてインター 
ネットに接続したりメールを送受信する前に、ウイルスチェック機能びあるソフトをインス I -一 
ルしてください。インス!-ール後も、普段から定期的にコンピューターウイルスの検出を行う 
よラにしてください。 

本製品には、次のソフトび用意されています。 

• ウイルス バスター 

ウイルスの発見や駆除、個人情報保護やネットワークセキュ U ティ対策びでさるアプ U ケー 
シヨンです。 

ウイルスバスターについて「本節巧]ウイルスバスターによるウイルス対策」 
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0 ウイルス感染や不正アクセスを防ぐにはーウイルス.インターネットセキュリティー 


I 本製品に用意されている r ウイルスバスタ ーJ なかのソフトを使用ずる場を 

本製品に用意されている「ウイルスバスター」外のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソ 
フトを使用する場合は、「ウイルスバスター」をパソコンからアンインストール（削除）してか 
ら、ほかのウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトをインストールしてください。 

アンインストールは、「コント□ールパネル」の「プ□グラムのアンインス!-ール」で行います。 
アンインストール方法『パソコンで見るマニュアル便利編目章旦アプリケーションの削除』 


インターネツトをより安をに楽しむために 


インターネットを利用すると、いろいろな情報を見ることびでさて大変便利です。しかしその 
反面、インターネット上には次のよラな有害なわのびを在します。 

-コンピューターウイルス 

パソコンに侵入し、パソコン内に保存してあるデータを破壊するなどの悪さを行います。 

-スパイウェア 

パソコンに侵入し、パソコン内の情報（氏名やパスワード、ホームページの閲覧履歴など） 
を第兰者に流出します。 

* 有害ヴイト 

お子様に適さないサイトや、ウイルスに感染しているサイトなど、ユーヴーに悪影響を与え 
るおそれびあるサイトです。 

ウイルスチェックソフト、スパイウェア対策ソフト、有害サイト閲覧制限ソフトを上手に使って、 
快適にインターネットを楽しみましよう。 

於 t メモ _ 

•本製品にはユーヴーの年齢やホームページのカテゴ U によって表示するサイトを制限でさる 「 i - フィル 
ター6.0」び用意されています。 

n - フィルター目.日」について「本章0有害サイトの閲覧（アクセス）を制限する」 
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0 ウイルス感染や不正アクセスを防ぐにはーウイルス.インターネットセキュリティー 


团 


ウイルスバスターによるウイルス巧策 


本製品に用意されている「ウイルスバスター」は、9日日間の使用期限びある体験版です。使 
用するには、インス!-ールする必要びあります。 


ぶすメモ 


♦ Windows セットアップで[使用許諾契約に同意しウイルスバスターの利用を開始します。]をチエッ 
クしたまま完了した場合、自動的に「ウイルスバスター」びインス!-ールされ、メールアドレスの入力 
画面び表示されます。メールアドレスを既に持っている場合は入力し、[完了]ボタンをク U ックして 
ください。メールアドレスは登録しなくてち使用できます。 


「ウイルスバスター」には、次のような機能びあります。 


• コンピユーターウイルスを検出/除去する 
• 迷惑メールや詐欺メールを判定して処理する 
• 有害サイトへのアクセスを制限する 
など 


>フイツシング詐欺への対策をする 
>スパイウエアを検出して処理する 
>個人情報の漏えいを防止する 


詳しくは、ヘルプを確認してください。 

自動的にインス I -ールされない場合は、次の手順でインス I -ールしてください。 

I イ ンストール手 jl 頃 _ 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックずる 

デスクトップ画面び表示されます。 

[ウイルスノ くスターの登録とご利用継続]アイコン（巧）をダブルクリッ 
クずる 

[セキュ U ティ対策はお済みですか？]画面び表示されます。 

[使用開始]をクリックずる 


h oo o d I 

0 - 

rrzn - ‘ • I 


たキユリテイ対策はお済みでずか？ 

デジタルライフををむして楽しむためにセキユリティ対策 
が重要です。お使いのノ〇ノコンではクラウド技術 X により 
を全なと程快さを面立したウイルスノ a 夕ークラウドげ 
無料で90曰聞ご利用いただけます。 

トレンドマイク□の独自技術[スマートプ□テクシヨン 
ネツトワーク J をちします。 

ウイルスバスターについ下詳しく見る 


囚咨规 i 巧をトレンドマイク□へを信する® 


®z 


百 


[同意ずる]をクリックずる 

じ(降は、画面に従って操作してください。メールアドレスは登録しなくても使用でさます。 
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0 ウイルス感染や不正アクセスを防ぐにはーウイルス.インターネットセキュリティー 


へルプの起動 


ヘルプを見るためには、インターネットに接続する必要びあります。 


スタート画面の[デスクトップ]をクリックずる 

デスクトップ画面び表示されます。 

通知領域の[ウイルスバスター]アイコン（@)をダブルクリックずる 

* 通知領域にアイコンび表示されていない場合は、圏をク IJ ックしてください。 

[ウイルスバスター]画面び表示されます。 

[ウイルスバスター]画面で[ヘルプ]ボタン（田）をクリックし①、表 
示されたメニューか!5 [オンラインヘルプ]をクリックずる③ 


クずがスが巧 ■ 巧ブが， 


# a fl 


コ; Vピコ.一々4寺を 




① 

② 


な 


シ U アI 巧 T4 な U 


巧錢ちれていまず 


gffS ち rr を6■—け t イシターネヴト irsMs レ.巧虹1(夕>在ウ U ツクレ 
. L 5. WH が3£下し。い tStB ががホ MlfflftLhh し U 〇丄4 . 

し，,巧 iiJ 

ホ gU にん。 

け。リ r ィ地 一 K 
な nlHM けちイバ古 -- B ホ/3か力■: 

か4みかにか、 >• 


1>出* 

41 ^ 


な 


[オンラインヘルプ]画面び表示されます。 


「ウイルスバスター」のお問い合わせ先「日章0■居]アプリケーションのお問い合わせ先」 
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ち害サイトの巧質（アクセス）巧 
お…ずる 


インターネットに接続すると、世界中のいろいろなホームページを見ることびでさます。ニュー 
スを読む、買い物をする、調べ物をするなど便利な使いかたわでさますび、なかには有害なホー 
ムページもあります。 

有害なホームページへのアクセスを遮断する 「 i - フィルター6.0」を使用することをおすすめし 
よ9 〇 

■■ i - フイ ルター6.0 

本製品には、フィルタ U ング機能をわつアプ U ケーシヨンとして 「 i - フィルター6.0」び用意さ 
れています。 「 i - フィルター6.0」は、ユーヴーの年齢やホームページのカテゴ U によってアク 
セスを制限し、有害なホームページは表示しないよラに設定することびでさます。 


使讓限に〇いて 三 

•あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 □ Ha n - フィルタ ー6. 日」について」 


「 i - フィルター6.0」の使いかたについては、『パソコンで見るマニュアル基本編2章且-日] 
i - フィルター6.日を使う』をご確認ください。 


インタ I ネットを快適に利用するために— ゥイルスチてック\セキュリティ対策— 6 



















■ パソコンの巧用历境をまえよ 3 


この章では、接続できる周辺機器、ワイヤレスマウスを使用ずるため 
の準備、巧電や巧電量の確認などバッテリーの取り扱い方法や、メモ 
U の増設方法などについて説明していまず。 


1周辺機器を使う前に . 70 

2ワイヤレスマウスの準備 . 71 

3バッテリーについて . 75 

4 メモリを増設する . 82 
























旧适煤おを巧 5 巧に 


周辺機器とは、パソコンに接続して使う機器のことで、デバイスともいいます。周辺機器を使 
うと、パソコンの性能を高めたり、パソコンび持っていない機能を追加することびでさます。 
周辺機器は、パソコン本体の周囲にあるコネクタや端テにつなざます。 

本製品のインターフェースに合った周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インターフェースなどの規格び異なることびあります。インターフェー 
スとは、機器を接続するとさのケーブルやコネクタや端テの形状などの規格のことです。 
購入される際には、目的に合った機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお選びください。 
周辺機器び本製品に対応しているかどうかについては、その周辺機器のメーカーに確認してく 
ださい。 


三^^^^^ 


周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 n - u - パソコン本体への機器の取り付け/取りはずしについて」 


次の周辺機器び使用でさます。 

♦テレビ 

• 外部ディスプレイ 
•マイク□ホン 
• へッドホン 

• US 巳対応機器 （US 巳対応マウス、 US 巳対応プ U ンタ ー、 US 巳フラッシュメモ U など） 

• eSATA 対応機器 

♦巳 luetooth の外部機器* *^ (マウス、キーボードなど） 

• PC 力ード*2 

• ExpressCard*3 
•ポート拡張ユニット 
•ポート拡張ユニット2 

• ] 日 luet 日 oth 機能搭載モデルのみ 

• 2 PC カードス□ット搭載モデルのみ 

*3 ExpressCard ス□ット搭載モデルのみ 

『パソコンで見るマニュアル活用編1章パソコンの機能を活用する』 

『ポート拡張ユニット取扱説明書』（別売り） 

『ポート拡張ユニット2取扱説明書』（別売り） 

ワイヤレスマウス付属 f デルの場合、ワイヤレスマウスについては「本章已ワイヤレスマウ 
スの準備」を参照してください。 



パソ n ンの使用環境を整えよラ 


〇 
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2 I ワイヤレスマウスの準備 


* ワイヤレスマウス付属モデルのみ 


ワイヤレスマウス（ケーブル無しマウス）を使用するためには、次の準備び必要です。 


ワイヤレス7ウスの準備 


ワイヤレスマウスを本製品で使用するとさ、次のものを使用します。 



使用している乾電池び消耗すると、ワイヤレスマウスを操作でさなくなります。電池交換び必 
要になると、ワイヤレスマウスの表側にあるバッテ U — LED び赤色に点滅します。その場合は、 
使用でさる乾電池をお確かめのラえ購入いたださ、それまで使用していた乾電池を取りはずし 
てから、新しい乾電池を取り付けてください。 

* 付属の単3形乾電池は動作確認用です。単3形アルカ IJ 乾電池の使用を推奨します。 


A 注意 

•レーザーマウスは、不可視のレーザー光を使用した「クラス1レーザー製品」です。 
マウス底面のレーザー式センサー孔を直接のぞきこまないでください。 

目を痛めるおそれびあります。 

♦光学マウス底面の光学式センサー孔の赤色などの光を直接見ないでください。 

目を痛めるおそれびあります。_ ソ 


封メモ 

• ワイヤレスマウスを使用しないとさは、ワイヤレスマウスの電源を切っておくことをおすすめします。 











0 ワイヤレスマウスの準備 


■■マウス レシーバーの 取り出しとセット 

ご購入時には、ワイヤレスマウス内に、ワイヤレスマウスからの操作を受信するマウスレシー 
バーび収納されています。ワイヤレスマウスからマウスレシーバーを取り出して、パソコン本 
体の US 巳コネクタに差し込みます。 

Q ワイ V レスでウスの gll にある Wi スイッチ SCfFIK にスライドする 


度 



i 

W み.*.； 


ワイヤレスマウスの電池カバーを開ける 

電池カバー取りはずしボタンを押すと①、電池カバーびはずれます②。 

電池 カバー 



電池カバー取りはずしボタン 


モデルによって、付属するマウスの形状び異なる場合びあります。 


Q マウス レシーバーを 取り出ず 

ワイヤレスマウスからマウスレシーバーを取り出します。 
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0 ワイヤレスマウスの準備 



マウスレシーノ く一をパソコン本体の USB コネクタに差し込む 



「1章日各部の名称」 

はじめてワイヤレスマウスを使用する場合は、「〇ワイヤレスマウスの乾電池の取 
り付け/取りはずし」の手順0へ進んでください。 

電池カバーを閉める 

「カチッ」という音びするまで押してください。 


^9ワイヤレスマウスの巧電池の取り付け/取りはずし 


ワイヤレスマウスの乾電池の取り付け/取りはずし方法について説明します。 


P ワイヤレスマウスの裏側にある電源スイッチを OFF 側にスライドずる 


Q ワイヤレスマウスの電池カバーを開ける 

電池カバー取りはずしボタンを押すと①、電池カバーびはずれます③。 


電池 カバー 



電池カバー取りはずしボタン 


* モデルによって、付属するマウスの形状び異なる場合びあります。 





























0 ワイヤレスマウスの準備 


Q 乾電池をセツト/交換ずる 



MM ワイヤレスマウスの電源を入れる 

乾電池をセツトしたら、ワイヤレスマウスの電源を入れてください。 


ワイヤレスマウスの裏側にある電源スイッチを ON 側にスライドずる 





電源を入れると、ワイヤレスマウスの表側にあるバッテ U — LED び約]日秒間緑色に 
点灯します。電池交換び必要になると赤色に点滅します。 



を。 _ 


/ led"' 


^ワイヤレスマウスの使いかた 

『パソコンで見るマニュアル基本編1章マウスの操作方法』 


ぶすメモ 


ワイヤレスマウスびパソコン本体から離れ過ざると、操作でさない場合びあります。 
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パッテリーについて 


パソコンは、バッテ U —パックを取り付けた状態で使用してください。 

本製品を初めて使用するとさは、電源コードと AC アダプターを接続してバッテ U —パックを 
充電してください。 

バッテ U —パックを充電すると、バッテ U —駆動（電源コードと AC アダプターを接続しない 
状態）で使ラことびでさます。 

バッテ U —駆動で使う場合は、あらかじめバッテ U —パックの充電を完了（フル充電）させる 
か、フル充電したバッテ U —パックを取り付けてください。 

指定する方法•環境外でバッテ U —パックを使用した場合には、発熱、発火、破裂するなど 
の可能性びあり、人身事故につなびりかねない場合びありますので、十分ご注意をお願いします。 
『安/こ\してお使いいただくために』に、バッテ U —パックを使用するとさの重要事項び記述され 
ています。バッテ U —駆動で使う場合は、あらかじめその記述をよく読み、必ず指示を守って 
ください。 


A を険 


バッテリーパックは、本製品に付属の製品を使用する 

寿命などで交換する場合は 、 [dynabook **** (お使いの機種名）シ U —ズをお使い 
のかたへ』に記載されている、指定の東芝製バッテ U —をお買い求めください。指定1^(外 
の製品は、電圧や端テの極性び異なっていることびあるため発熱、発火、破裂のおそれび 
あ0ます。 



バッテリーを使用するにあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

咐録 □ H パソコン本体への機器の取り付け/取りはずしについて」 
「付録 □ ES バッテリーについて」 
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o バッテリーについて 


バッテリー巧電量を確認する 


バッテ U —駆動で使ラ場合、バッテ U —の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、バッ 
テ U —の充電量を確認しておく必要びあります。 

KI システムインジケーターで巧認する 

電源コードと AC アダプターを接続している場合、巳 attery 亡コ LED び点灯します。 


♦1 の□日 □ (( f ) て|| 



Battery a LED は次の状態を示しています。 


緑色の点灯 

雨 r±=i マ 

冗巧兀 J 

オレンジ色の点灯 

充電中 

オレンジ色の点滅 

充電び必要 

バッテリーの充電について「本節因バッテリーを充電する」 

消灯 

-バッテ U —び装着されていない 

-電源コードと AC アダプターび接続されていない 

上記のいずれにわ当てはまらない場合は、バッテ U —異常の可能性びあ 

ります。東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 


D 通知領域の[バッテリー]アイコンで巧認する^^^ ■ 

通知領域の[バッテ U —]アイコン（回または^^〇)の上に 
ポインターを置くと、バッテ U —充電量び表示されます。 

[バッテ U —]アイコン（◎またはち回）をク U ックすると、 

電源プランなども表示されます。 

省電力設定（電源プラン）について 

『パソコンで見るマニュアル便利編2章旦「電源オプション」 


JW )\ 日時な日日分（巧恥] 


巧 I い 


2012/07/29 


で省電力の設定をする』 
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o バッテリーについて 


K ■バッテリー巧電量び減少したとま 

電源び入っている状態でバッテ U —の充電量び少なくなると、次のよラに警告します。 

• Battery CD LED びオレンジ色に点滅する（バッテ U —の残量び少ないことを示しています） 
•パ' ッテ U —のアラームび動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]^ [詳細な電源設定の変更]をク U ックして表 
示される[詳細設定]タブの[バッテ U ] ^ [低残量バッテ U の通知]や[低残量バッテ U 
の動作]で設定すると、バッテ U —の残量び少なくなったことを通知したり、自動的に対処 
する動作を行います。 

省電力設定（電源オプション）について 

『パソコンで見るマニュアル便利編2章0「電源オプション」で省電力の設定をする』 
上記のよラな警告び起こった場合はただちに次のいずれかの方法で対処してください。 
♦パソコン本体に電源コードと AC アダプターを接続し、充電する 
• 電源を切ってから、フル充電のバッテリーノくックと取り換える 

購入時は休止状態び設定されています。バッテ U —減少の警告び起こっても何も対処しなかっ 
た場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源び切れます。 

分メモ _ 

• 1力月 iU 上の長期にわたり、電源コードと AC アダプターを接続したままパソコンを使用してバッテ U — 
駆動を行わないと、バッテ U —充電量び少しずつ減少します。このような状態でバッテ U —充電量び減 
少したときは、目 attery 亡コ LED や[バッテ U -] アイコンで充電量の減少び表示されないことがあ 
ります。 ] 力月に]度は再充電することを推奨します。 

♦長時間使用しないでバッテ U - び自然に放電しきってしまったときは、警告音も鳴らず、 Battery □ 
LED でも放電しきったことを知ることはできません。長時間使用しなかったときは、充電してから使 
用して < ださい。 


K ■時計用バッテリー 

本製品には、取りはずしびでさるバッテ U —パックのほかに、内蔵時計を動かすための時計用 
バッテ U —び内蔵されています。 

時計用バッテ U —の充電は、電源コードと AC アダプターを接続し電源を入れているとさ（電 
源日 N 時）に行われますので、普通に使用しているとさは意識する必要はありません。ただし、 
充電量び少ない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計用バッテ U —び不足すると、メッセージび表示されます。 

■充電完了までの時間 

時計用バッテ U - は、電源日 N (Power む LED び緑色に点灯）の状態にしておくと約24時 
間で充電び完了します。 

時計用バッテ U —充電中でわパソコンを使用でさます。充電中に充電状態を知ることはでさま 
せん。 


77 



パソ n ンの使用環境を整えよラ 









o バッテリーについて 


n 巧電方法 

n パソコン本体に AC アダプターを接続し、電源コードの電源プラグをコ 
ンセントに差し込む 

§ DC IN ♦! LED び緑色に点灯して巳 attery 亡コ LED びオレンジ色に点灯すると、充 
電び開始されます。 

電源の日 N / 日 FF にかかわらずフル充電になるまで充電されます。 

Q Battery にコ LED が緑色になるまで巧電ずる 

1 バッテ U- の充電中は巳 attery 亡コ LED びオレンジ色に点灯します。 

I DC IN LED び消灯している場合は、電源び供給されていません。電源コード、 

I AC アダプターの接続を確認してください。 

於 t メモ _ 

•パソコン本体を長時間ご使用にならないとさは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いてくだ 
さい。 
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ッテリーを巧電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 




バッテリーを充電するにあたって 


あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 D - ra - バッテリーを充電するにあたって」 
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o バッテリーについて 


■充電完了までの時間 

バッテ IJ 一充電時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度び低いとき、バッテ U - パックの温度び高くなっているとさ、周辺機器を取り付けて 
いるとさ、アプ U ケーシヨンを使用しているとさは、充電完了まで時間びかかることびあります。 
詳しくは、 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照して 
ください。 

■使用できる時間 

バッテ U —駆動での使用時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって 
異なります。 

詳しくは、 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照して 
ください。 

■バッテリー駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、十分な 
性能を発揮するために電源コードと AC アダプターを接続してご使用ください。 

■使っていないときの充電保持時間 

パソコン本体を使わないで放置していても、バッテ U —充電量は少しずつ減っていさます。 
バッテ U —の保持時間は、放置環境などによって異なります。 

ス U —プを実行した場合、放電しさるまでの時間び非常に短いため、バッテ U —駆動時は休止 
状態、または八イブ U ッドス U —プにすることをおすすめします。 

八イブリッドスリープについて『パソコンで見るマニュアル基本編1章且-因スリープ』 

过メモ 

•パ'ッテ U —パックは消耗品です。使いかたを工夫することで長持ちさせることびできます。 

詳細について『パソコンで見るマニュアル活用編1章 EB - m バッテリーを長持ちさせる』 
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o バッテリーについて 


■■取りはずし/取り付け 

n データを保存し、区西を]丰一を巧しなが!5 [シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた「1章 0- の電源を切る」 

口 電源コード、 AC アダプター、その他のケーブル類をパソコン本体か！ 5 
はずず 

Q ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返す 


H バッテリーち全□ックを、「カチッ」と音がずるまで矢印の方向にスラ 
イドずる 



80 


ッテリーパックを交換する 


バッテ U —パックの交換方法を説明します。 

バッテ U —パックの取り付け/取りはずしのとさには、「ス U —プ」にするのではなく、必ず電 
源を切り、電源コードの電源プラグを抜いてから作業を行ってください。 




バッテリーパックの交換にあたって 


キズや破損を防ぐため、布などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置いて作業を行ってく 
ださい。 
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o バッテリーについて 



t 交換ずるバッテリーパックを、「カチッ」と音がずるまで静かに差し込む 

新しいあるいは充電したバッテ U —パックを図のよラに差し込みます。 

バッテ IJ 一. IJIJ ー スラッチび自動的にスライドして、「カチッ」という音びするま 
で注意して差し込んで < ださい。 



バッテリー安全□ックを、「カチッ」と音がずるまで矢印の方向にスラ 
イドずる 

バッテ U —パックびはずれないように、バッテ U —安全□ックは必ず行ってくださし、 


































ゾモリを増設ずる 


メモ U ス□ットに増設メモ U を取り付けることびでさます。 

ご購入の f デルによって、あらかじめ取り付けられているメ fU の容量び異なります。 
取り付けられているメモ U を増設メモ U (東芝製オプション）と付け替えたり、メモ U び取り 
付けられていないス□ットに増設メ fU (東芝製オプション）を取り付けたりすることびでさ 
よ9 〇 

取り付けることのできるメ fU の型番や容量については、 『dynabook * * * * * (お使いの機 
種名）シリーズをお使いのかたへ』を確認してください。 

モデルによっては、すでに最大容量のメモ U び取り付けられている場合びあります。その場合は、 
増設でさません。 

メモ U の取り付け/取りはずし作業び難しい場合は、お買い求めの販売店などにご相談ください。 


A 


告 


• 本夕中で説明されている部分 iU 外は絶対に分解しない 

内部には高電圧部分び数多くあり、万が一触ると、感電ややけどのおそれびあります。 


A 注意 


•ステープル、クリップなどの金属や、コーヒーなどの液体を機器内部に入れない 

火災、感電の原因となります。万び 一、 機器内部に入った場合は、バッテ U —を取りはずし、 
電源を入れずに、お買い求めの販売店、またはおおくの保守サービスに点検を依頼してく 
ださい。 

• メモリの取り付け/取りはずしは、電源を切り、 AC アダプターのプラグを抜さ、バッテリー 
パックを取りはずしてから作業を行う 

電源を入れたまま取り付け/取りはずしを行うと感電、故障のおそれびあります。 
•電源を切った直後にメモリの取り付け/取りはずしを行わない 
内部び高温になっており、やけどのおそれびあります。電源を切った後3日分上たって 
から行ってください。 


J 
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D メモリを増設する 


メモリの増設の操作にあたって = 

• キズや破損を防ぐため、布などを敷いた安定した台の上にパソコン本体を置いて作業を行ってく 
ださい。 

• その他のを意事項については、あらかじめ次の説明を確認してください。 

「付録 n - 匯■-パソコン本体への機器の取り付け/取りはずしにつして」 

「付録 n - 匯■-メモリの増設の操作にあたって」 

• SSD 搭載モデルの場合、メモ U を増設すると、 Intel® Rapid Start Technology び利用できな 
くなります。 

Intel® Rapid Start Technolo 浸 y を利用するには、 U カバ U— を行ってください。 

リカバリーについて「4章0パソコンを初期状態に戻す」 


増設メモ U は、東芝製オプションを使用してください。それ外のメモ U を増設すると、起動 
しなくなったり、動作び不安定になったりする場合びあります。 

巧 メモデュアルチヤネルについて 

• デュアルチヤネルで動作すると、2枚のメモ U に効率よくアクセスできます。 

デュアルチヤネルで動作させるためには、ご購入のモデルによって取り付けるメモ U の仕様び異なりま 
す。取り付けるメモ U の仕様については、 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U- ズをお使い 
のかたへ』を確認してください。 


■■メモリを取り付ける 

あらかじめ取り付けられているメ甘 J を交換したい場合は、先にメ fU の取りはずしを行って 
ください。 

ネジをゆるめる際は、ネジの種類に合ったドライバを使用してください。 




ソ 


□ 


ン 

の 


使 

用 

環 

;竟 

を 



ぶ 

〇 


「本節メモリを取りはずす」 


n データを保存し、巨西を]丰一を巧しなが！5 [シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた「1章 0- の電源を切る」 

口 電源コード、 AC アダプター、その他のケーブル類をパソコン本体か!5 
はずず 

E 1 ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリーパックを取り 
はずず 

バッテリーパックの取りはずし体章0-团バッテリーパックを交換する」 
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D メモリを増設する 


a メモリ カバーの ネジ2本をゆるめ①、 カバーを はずず ③ 



メモ U ス□ットの内部に異物び入らないようにしてください。 

Q メモリをメモリス□ットのコネクタに斜めに挿入ずる 


^ス□ツト B 



コネクタのツメ 


1111111111111111 uimmmiiiiiimimimii 


巧) 


メモリの切れ込み 


C 


■—ス□ット A 

パソコンの裏面を表にした状態で、下段びス□ット A 、 上段びス□ット巳です。 

メモ U の切れ込みを、メモ U ス□ットのコネクタのツメに合わせて、しっかり差し込 
みます。このとさ、メ f U の両端（上図 G ) で囲んだ部分）を持って差し込むように 
してください。 

固定ずるまでメモリを倒ず 

「カチッ」と音びする位置までメ f U を倒してください。 




パソ n ンの使用環境を整えよラ 


が 


























































D メモリを増設する 



メモリカバーをつけて①、手順 【I でゆるめたネジ2本をとめる③ 



メモ U カバーび浮いていないことを確認してください。 

バッテリーパックを取り付ける 

バッテリーパックの取り付け「本章0■团バッテリーパックを交換する」 

パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容量 
び正しいか確認してください。 

メモリ容量の確認について「本節 MM メモリ容量を確認する」 


D メモリを取りはずす 

ネジをゆるめる際は、ネジの種類に合ったドライノ くを使用してください。 

n デ-夕を保存し、 [ SHIFT I 丰一を押しながら[シャットタウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた「1章 0- の電源を切る」 

口 電源コード、 AC アダプター、その他のケーブル類をパソコン本体か！ 5 
はずず 

n ディスプレイを閉じてパソコン本体を裏返し、バッテリーパックを取り 
はずず 

I バッテリーパックの取りはずし「本章 0- 巧]バッテリーパックを交換する」 

ロ メモリ カバーの ネジ2本をゆるめ、 カバーを はずず 

メ fU ス□ットの内部に異物び入らないようにしてください。 

























D メモリを増設する 




ソ 
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ン 

の 


使 

用 

環 

;竟 

を 
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9 メモリを固定している左ちのフックを開き①、メモリをパソコン本体か 
ら取りはずず③ 


ス□ット B 



ス□ツト A- 


パソコンの裏面を表にした状態で、下段びス□ット A 、 上段びス□ット巳です。 
斜めに持ち上びったメ fU を引さ抜さます。 


巧 メモリカバーをつけて、手順 【I でゆるめたネジ2本をとめる 

メモ U カバーび浮いていないことを確認してください。 


3 バッテリーパックを取り付ける 

バッテリーパックの取り付け「本章0■团バッテリーパックを交換する」 

パソコン本体の電源を入れると総メモ U 容量び自動的に認識されます。総メモ U 容量 
び正しいか確認してください。 


匪遅メモリ容量を巧認する 

メモ U 容量は「東芝 PC 診断ツール」で確認することびでさます。 



スタート画面の[デスクトップ]をクリックずる 

デスクトップ画面び表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （®) をダブ J レクリックずる 

「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

[ヴポート&リカバリー ]-► [ PC 診断ツール]をクリックずる 
[基本情報]タブの[物理メモリ]の数値を確認ずる 
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4 章 


■ 頁つたとまのがおに房ずには 

—リカパリ ーー 

この章では、パソコンの動作がおかしくなり、いろいろなトラブル解 
消方法では解決できないときに巧う「リカバリー」について説明して 
いまず。リカバリーを巧うことでシステムやアプリケーションを購入 
時の状態に復元でさまず。作成したデータなどが消去されまずので、 
よく読んでか5巧ってください。 


バックアップをとる （Windows が起動しないとき） . 88 

パソコンを初期状態に戻すために 

ーリカバリーとは一 . 97 

パソコンを初期げ態に戻す 

-リカバリ—— . 102 

パソコンを初期が態に戻したあとは . 109 

プレインス I -ールのアプリケーシヨンを 

再インス!ルする . 111 






















パックアップをとる 

( Windows び起動しないとを) 


保をしたファイルやフオルダーを誤って削除してしまったり、パソコンのトラブルなどによっ 
てファイルび使えなくなってしまうことびあります。 

このような場合に備えて、あらかじめファイルを DVD - R や US 巳フラッシュメモ U などの記録 
メディアにコピーしておくことをバックアップといいます。 

* ドライブを搭載していないモデルで CD/DVD/ ブルーレイディスクにバックアップをとる場合、外付けの 
CD/DVD/ ブルーレイディスクドライブ（市販品）び必要です。 

ただし、すべての外付け CD/DVD/ ブルーレイディスクドライブでの動作確認は行っておりません。した 
びって、すべての外付け CD/DVD/ ブルーレイディスクドライブでの動作は保証でさません。 



貝 


た 

と 

さ 

の 


に 

戻 

す 

に 

は 


I 

IJ 

力 

パ' 

IJ 

I 



大切なデータは、こまめにバックアップをとってください。 

バックアップの説明や操作方法の詳細 

『パソコンで見るマニュアル基本編1章 [3 バックアップをとる』 

ここでは、 Windows び起動しない状態でのバックアツプ方法について説明します。 



バックアップをとるにあたって 


•あらかじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 □ ES バックアップについて」 


まちファイルレスキューについて 


「東芝ファイルレスキュー」を使うと、 Windows び起動しなくても、データのバックアップ= 
救助（レスキュー）をすることびでさます。 

Windows び起動せず、 U カバ U —をしなくてはならない場合などは、「東芝ファイルレス 
キュー」を使って、あらかじめデータを救助しておいてください。 


データを救助するにあたって - 

•パソコンを人に譲るときなどに、八ードディスクドライブの内容をすべて消去すると、「システム 
回復オプション」は消去され、「東芝ファイルレスキュー」は使用できなくなります。 

•その他のま意事項については、あ5かじめ、次の説明を確認してください。 

「付録 □ Ed 「東芝ファイルレスキュー」について」 
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D バックアップをとる （Windows が起動しなし、とき) 


I データの救巧!用に巧用でをる記録メディア _ 

「東芝ファイルレスキュー」では、記録メディアにデータの救助を行います。使用でさる記録メ 
ディアは、次のとおりです。 

• US 巳接続型などの外付け八ードディスクドライブ 

• US 巳フラッシュメモ U 

• CD/DVD 

(本製品のドライブ4^または外付けの CD / DVD /ブルーレイディスクドライブ（市販品） 

を使用） 

* ] ドライブ搭載モデルのみ 

*2 ただし、すべての外付け CD/DVD/ ブルーレイディスクドライブでの動作確認は行っておりません。 
したびって、すべての外付け CD/DVD/ ブルーレイディスクドライブでの動作は保証でさません。 

■■ データを数かずる 

S データを保存し、巨西を]丰一を巧しなが!5 [シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた「1章 0- の電源を切る」 

システムび操作でさなくなり、チャームの[設定]画面から電源を切ることびでさな 
い場合は、電源スイッチを日秒上押すと、強制的に電源を切る（強制終了）ことび 
でさます。 

Q 電源 コードと AC アダプターを 接続ず る 

Q 救助ずるデータの保存先となる記録メディアをパソコンにセットずる 

US 巳フラッシュメモ U の場合は US 巳コネクタに差し込んでください。 

USB 対応機器の場合 

『パソコンで見るマニュアル活用編1章□-巧] US 巨対応機器の取り付け/取りは 
ずし』 

■ CD/DVD の場合 

『パソコンで見るマニュアル活用編1章0■区] CD/DVD/ ブルーレイディスクの 
セット』 

外付けの CD/DVD/ ブルーレイディスクドライブの場合 
『CD/DVD/ ブルーレイディスクドライブに付属の説明書』 


i 電源スイッチを巧し、ずぐに团（ゼ □) 丰一（かな入力の@丰一）を 
数回巧ず 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して面\/な对キーを押してください。 
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買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 


「 Windows ブートマネージャー」び表示されます。 

[オプションの選択]画面び表示された場合は、手順0に進んでください。 


















D バックアップをとる （Windows が起動しなし、とき) 





covery Options [ EMS 有効]」が反転していることを確認し 
西を互丰一を押ず 

[オプシヨンの選択]画面び表示されます。 

[トラブルシューティング]を選択ずる 

[トラブルシューティング]画面び表示されます。 

[TOSHIBA Maintenance Utility ] を選択ずる 

ツールの選択画面び表示されます。 

[ TOSH 旧 A 円 le Rescue ] を選択し①、[次へ]ボタンをクリックず 
る③ 




〈ジールの還択〉 

ツールを選巧してください。 


TOSHIBA File Rescue 


デ-夕の救目力を斤いまず。 


' ハードデイスウ上の全デ-夕が肖ま 

A -ドディスウ上の全デ-夕を;肖去しまず。 


y 巧へ(の > 1 1-^^^ 


.① 


.② 


「東芝ファイルレスキュー」び起動します。 


r 免責事項」と r 使用上のご注意」を確認し①、同意される場合は、[は 
い、同意しまず。]を選択し③、[次へ]ボタンをクリックずる③ 

同意しないと、操作を先に進めることはでさません。 


■でつ T イルレス牛3一 

K3P イル b スキ品—け、巧な也パな >むたぶ£^かち；^巧なテ。さ«1：1^11«モす， 



はじめに 


の !! MJ りの ILtOCCiSlJ モ ■ ： ■ じ挪ん 1… れお MWWOt 、 间 □ 
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り抓りトウ饥?- A ザティ; I ウ上ので巧ななイお化…-、化お* 

M マなぶ!け2かなサム■で;山.心ホの(^||ご;1.-わい巧^本で内 j 的か f 
«,んて王かデ‘ ： > U 川 TtL - 乂で•均の* fiiA が A もめ！: I * も , 


r 恥®*しけ- 


W る 


みへ 


.① 

.② 

.③ 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ- 
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D バックアップをとる （ Windows が起動しなし、とき) 



救助ずるデータを確認し①、[次へ]ボタンをクリックずる ③ 

♦何もしないで[次へ]ボタンをク U ックすると、すべてのユーヴーのユーヴーデー 
夕を救助します。 

ユーヴーデータとは、[コンピューター]-ドライブ（じ） - [ユーヴ ー] 内の各ユーヴ ー 
名のフオルダーに保をされるファイルやフオルダーです。「ユーヴー名」フオルダー 
にはアドレス帳やお気に入りなどのデータび保存されています。ユーヴーデータの 
内容は、[救助データの一覧]①で確認してください。 

♦救助するファイルやフオルダーを、任意に指定したい場合は、「役立つ操作集」を 
参照してください。 




© 


■でつ T イルレス+ n — 

みイル Ih スキ a 。| 3、05 本な申な 化 f た C むかろ KW テ。 SSKtbL ■ます • 


3テツブ 

1はじめじ 

3 おな前城^ 

4 か的めを巧 


救巧データ 

王-ザ、ミ，た W か L * ん捕しなの化 
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巧 ‘ ホ * 



r 巧 ㈱! ■けた TtfW をキ ifittts 化 



W る 

みへ 


.① 
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^タミ役立つ操作集- N 

「救助するファイルやフオルダーを任意に指定したい場合」 

救助するファイルやフオルダーを任意に指定するには、次のように操作してください。 

① 手順[田で、[任意のファイルやフオルダーを手動で指定する]にチェックを付け、炊へ] 
ボタンをク U ックする 

② 救助したいファイルやフオルダーにチェックを付け、[次へ]ボタンをク U ックする 
じ(降は、手順圧!から操作してください。 

V_ y 


救助するデータの大ささを計算している画面び表示される場合びあります。 
計算び完了すると、救助するデータの保存先を指定する画面び表示されます。 
























D バックアップをとる （Windows が起動しなし、とき) 


救助データの保存先を指定し①、[次へ]ボタンをクリックずる ③ 


軍でつ T イルレス+ 3一 

夏至み干ル b スキな—13、05か Ettrwf パなづ If たぶむ巧み？^««テ〜_与5«1^1^ます， 



保存先の指を 

け Jfti ■。みがを巧巧がレて巧な L 
咖了--柳ィ式 
刪 W 姑?^巧》 

施 M 化。な* _ 


4が助め美巧 


A 面 9 .の -H 

I~ -WI—HMMflMM 


W る 


.① 


-② 

(表示例） 


外付け八ードディスクドライブまたは US 巳フラッシュメモ U の容量び足りない場合 
や、記録メディアを何もセットしていない場合などは、ホい字でメッセージび表示さ 
れます。 

メッセージに従って、適切な記録メディアを選択してください。 

救助データの確認画面び表示されます。 

救助ずるデータと保存先を確認し①、[実行]ボタンをクリックずる ③ 


>互つァイルレ3 + — 

il：^ でィルレスホューんなな f 化れで3广パな が 亢0^ザー巧れ的をす， 




1はじめじ 
2巧:巧で—み百没を 

4巧 ㈱㈱ ； 


ホ》巧で 

救助データの確認 

'巧な:〇なじして巧及 L 



データの救助を開始するメッセージび表示されます。 

[0 K ] ボタンをクリックずる 

データの救助の進抄状況を示す画面び表示されます。救助には、長時間かかることび 
あります。必ず電源コードと AC アダプターを接続した状態でご利用ください。 

救助中は保を先の記録メディアを取りはずさないでください。 

データの救助び完了すると、完了画面び表示されます。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ- 





































D バックアップをとる （ Windows が起動しなし、とき) 


3必要に応じて[救助結果]ボタンや[復元手順]ボタンをクリックし、 
I 最後に[完了]ボタンをクリックずる 

I •[救助結果]ボタンをク U ックすると、ファイル単位で救助の結果を表示します。 

I このとさ、ファイルび壊れているなどの理由で救助でさなかったデータびあると、 

I そのファイル名の左にホい「 X 」び表示されます。 

I •[復元手順]ボタンをク U ックすると、救助データを復元する手順を表示します。 



[完了]ボタンをク U ックすると、電源び切れます。 

引さ続さ、 U カバ U —を行う場合は「本章且パソコンを初期状態に戻すために」 
降を参照してください。 

標準ユーヴーのアカウントでデータを復元するとさは管理者ユーヴーの認証び必要に 
なりますので、 U カバ U — をしたあとは、必ず Windows セットアップで Windows 
パスワードを設定してください。 

Windows セットアップ「1 章口 - 田] - WM Windows のセットアップ」 


D 救助したデータを復元する 

「東芝ファイルレスキュー」で救助したデータの復元方法は、次のとおりです。 

S パソコンの電源を入れ、 Windows を起動ずる 

このとさ、データを復元したいユーヴーアカウントでヴインインしてください。 

巧 データを保存した記録メディアをパソコンにセットずる 

Q スタート画面の[デスクトップ]をクリックずる 

[ 1デスクトップ画面び表示されます。 

9 タスクバーの[エクスプローラー ] アイコン （^5) をクリックずる 

「エクスプ□ーラー」び起動します。 





















D バックアップをとる （ Windows が起動しなし、とき) 


画面左側の[コンピューター]をクリックし、記録メディアのドライブ 
のアイコンをダブルクリックずる 


riFRescueJ ファイルをダブルクリックずる 


□ぇ 


XXXXXXX (X:) 

X 吗1_，貧—，ゾ1-， 

mn •:- - tiu 、 一 瓜 • 巧， 


ii かか r 
■巧价 V ブ 
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tej ピ竹* 

■の 


ikx) 00000 oa(c：) 

— XXXXSOOCCK：) 


標準ユーヴーのアカウントで復元プ□グラムを実行するとさは、管理者ユーヴーの認 
証び必要です。 

セットした記録メディアに、救助したファイルび複数存在する場合は、手順 D へ進 
んで < ださい。 

救助したファイルび]つの場合は、手順0へ進んでください。 

復元ずるファイルを選択し①、 [0 K ] ボタンをクリックずる③ 

ファイルの名称は、 [ TsaU のあとび、年号/月日/時分秒を示す数字となっています。 
これは、救助を行った日時ですので、よく確認して復元したいファイルを選択してく 
ださい。 


わ 東芝ファイルレスキュ- 

ほ元するファイルを還巧してください。 


D 


»120805181100 


.① 


.⑤ 


[よラこそ]画面び表示されます。 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ- 
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D バックアップをとる （ Windows が起動しなし、とき) 



r 免責事項」と r 使用上のご注意」を確認し①、同意される場合は、[は 
い、同意しまず。]を選択し③、[次へ]ボタンをクリックずる③ 

同意しないと、操作を先に進めることはでさません。 



① 


② 


③ 


復元データを指定する画面び表示された場合は手順0へ進んで<ださい。 
復元データを確認する画面び表示された場合は手順 iE ] へ進んで < ださい。 


復元したいユーザーデータを選択し①、[次へ]ボタンをクリックずる ③ 


のかイルレがユ- 


© が。アイルレスキュー 
fGTJy ィルレスホュ— 



復元 データの 指定 


が血-町哨 A 丑叫'!：4■■。、む-,が呼し。!* • 
卿ンしな々ュ ，す 
I 化化ユ•巧ザ 







① 




復元データの確認画面び表示されます。 







































D バックアップをとる （ Windows が起動しなし、とき) 


復元ずるデータを確認し①、[実行]ボタンをクリックずる ③ 



① 


② 


メッセージび表示されます。 

[ OK ] ボタンをクリックずる 

データ復元の進抄状況を示す画面び表示されます。 

復元び完了すると、データ復元完了の画面び表示されます。 

必要に応じて[復元結果]ボタンをクリックし、最後に[完了]ボタン 
をクリックずる 

[復元結果]ボタンをク U ックすると、ファイル単位で復元結果を表示します。 
パソコンのノ V — ドディスク内のどこに復元されたかを確認することびでさます。 



復元 データ 


•復元データと同じファイルび復元先にある場合、復元データのファイル名の先頭に「_ (アンダーバー)」 
び付きます。 

• ユーヴーデータ!;^外の任意のファイルやフォルダーを救助して復元した場合、次の場所に保をされます。 
•救助時にドライブ（じ）に保存されていたデータ 

:「じ¥ユーヴ ー¥ [ユーヴー名のフオルダー] ¥C」 の中 
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□M0 

買つたとさの状態に戻すには—リカバリ- 


火 

必 


































9 I パソコン巧が期が態に戻すために 

^ I -リカバリ-とは- 


パソコンを初期状態に戻す （ U カバ U -) とは、お客様び作成したデータや、購入後にインストー 
ルしたアプ U ケーシ ヨン、 現在の設定などをすべて削除し、わう一度ご購入時の状態に復元す 
る作業です。八 ー ドディスクドライブ内に保をされているデータ(文書ファイル、画像-映像ファ 
イル、メールやアプ U ケーシヨンなど）はすべて消去され、設定した内容（インターネットやメー 
ルの設定、 Windows パスワードなど）わ購入時の状態に戻る、つまり何も設定していない状 
態になります。 


一度 U カバ U —を始めると、途中で中止したり、パソコンの電源を切ることびでさません。 

U カバ U —には時間びかかりますので、時間の余裕をもって行ってください。 

次のような場合で、どラしても改善する方法びないとさに U カバ U —をしてください。 

♦パソコンの動作び非常に遅くなった 
• 周辺機器び使えなくなった 

• A - ドディスクドライブにあるシステムファイルを削除してしまった 
• コンピューターウイルスやスパイウェアなどに感染し、駆除でさない 
♦パソコンの調テびおかしく、いろいろ試したび解消でさない 

♦東芝 PC あんしんサポートに相談した結果、 「 U カバ U —び必要」と診断された 

* ] ウイルスチェックソフトび正常に起動でさない場合など、状態によってはウイルスチェックびでをない場 

合びあります。 



• 市販のソフトウエアを使用してノくーテイシヨンの構成を変更すると、 U カバ U —びできなくなる 
ことびあります。 


封メモ _ 

• U カバ U —は、ユーヴー権限にかかわらず、誰でち実行できます。誤ってほかの人に U カバ U —を実行 
されないよう、ユーヴー J くスワードを設定しておくことをおすすめします。 

ユーザーパスワード『パソコンで見るマニュアル活用編2章 U- 居]ユーザーパスワード』 

•購入時にプレインス I -ールされていたアプ U ケーシヨンやドライバーを誤って削除してしまった場合 
は、スタート画面の[デスクトップ]^ [デスクトップアプ U メニュー]をダブルク|小ック^ [すべて 
のアプ U ] [アプ U ケーシヨンの再インス!-ール]を行うことをおすすめします。 
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r 本章且プレインストールのアプリケーンヨンを再インストールする」 

それでち解消でさない場合に U カバ U —を行ってください。 
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0 パソコンを初期状態に戻すために-リカバリーとは- 


パソコンを初期状態に戻す前に確認すること 


パソコンの動作びおかしいと感じたとさ、次の方法を実行してみてください。 U カバ U —をし 
な<てわ、状態び改善される場合びあります。次の方法をすべて試してみても状態び改善され 
ない場合に、 U カバ U —を実行してください。 

I ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行ずる 

ウイルスチェックソフトを使って、ウイルスに感染していないかどうかを確認してください。 
ウイルスび検出されたら、ウイルスチェックソフトで駆除でさます。その際、ウイルス定義ファ 
イル（パターンファイル）は、最新のものに更新しておいてください。 

場合によっては、ウイルスチェックソフトで駆除できないウイルスもあります。そのときは、 
U カバ U —を実行してください。 

ウイルスチェックソフト「2章 □ ウイルス感染や不正アクセスを防ぐには」 

I 周辺機器をすべて巧りはずし、再度確認ずる _ 

メ f U や US 巳対応機器など、購入後に追加で増設した機器び障害の原因となっている場合び 
あります。それらを取りはずしてから、再起動して、動作を確認してみてください。また、電 
源関連のトラブルの場合は、バッテ U —をいったん取りはずし、再度取り付けてから起動し直 
してみて < ださい。 

機器の取りはずし「3章パソコンの使用環境を整えよラ」 

『パソコンで見るマニュアル活用編1章パソコンの機能を活用する』 

I ほかのトラブル解消方法を探ず _ 

パソコンの調テびおかしいと思ったときは、「5章 n トラブルを解消するまでの流れ」、「5章 
旦 Q & A 集」を確認してください。いろいろな解消方法を紹介しています。 

それでち解消でさないとさに、 U カバ U —をしてください。 

I システムの復元でが前のが態に復元ずる _ 

「システムの復元」は、パソコンに問題び発生したとさに、個人用のデータを失わずにパソコン 
を(前の状態に復元するための機能です。 

詳しくは、 『 Windows ヘルプとヴポート』を参照してください。 
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買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 









0 パソコンを初期状態に戻すために-リカバリーとは- 


2 


パソコンを初期状態に戻す（リカバリー）流れ 


U カバ U —をする場合は、次のような流れで作業を行ってください。 


バックアップをとる 


「本章 D バックアップをとる」 
『パソコンで見るマニュアル』 


初期げ態に戻す（画面の指示に従い、 Windows セットアップまで巧いまず） 


初期が態に戻す 


「本章0パソコンを初期状態 
に戻す」 


Windows のセツトアップ 


陸永。章□-田 - Efl 

Windows のセツトアップ」 


初期状態に戻したあと、必要に応じて行ってくださし、。 


厂 


「3章パソコンの使用環境を 


周辺機器の接続 

整えよラ」 

『パソコンで見るマニュアル』 



『各機器に付属の説明書』 


インターネットやメールの設定 


「2章 U インターネットを 
使うには」 

『パソコンで見るマニユアル 
基本編2章』 


新固永口章曰 


ウイルス対策ソフトの設定と要! 


ウイルス感染や 
不正アクセスを防ぐには」 




『パソコンで見るマニュアル 


Windows Update 

基本編2章 0- を] 



Windows を最新の状態にする』 



データの復元 

「本章□-のバックアップ 
しておいたデータを復元する」 



買つたとキ J の状態に戻すには—リカバリ- 












































0 パソコンを初期状態に戻すために-リカバリーとは- 


U カバ U —をすると、購入後に作成したデータやインス!-ールしたアプ U ケーシヨンなど、八一 
ドディスクドライブに保存していた内容は削除されて、設定び初期化されます。次のようなデー 
夕は削除されますので、可能な場合は、記録メディア （ CD / DVD や US 巳フラッシュメモ U 
など）にバックアップをとってください。 

* ドライブを搭載していないモデルで CD / DVD / ブルーレイディスクにバックアップをとる場合、外付けの 
CD / DVD / ブルーレイディスクドライブ（市販品）び必要です。 

•[ドキュメント](または[マイドキュメント])、[ピクチャー](または[マイピクチャー]) 
などのデータ 

• 購入後にデスクトップに保存したデータ 

• Microsoft Internet Explorer の[お気に入り]のデータ 

• メール送受信データ 
♦メールアドレス帳 

• プレインス I -ールされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 
•購入後にインス I -ールしたアプ U ケーシヨンのデータ 
• 購入後に作成したフォルダーとファイル 

また、 U カバ U —後わ現在と同じ設定でパソコンを使いたい場合は、現在の設定を控えておい 
てください。 

ただし、八ードディスクドライブをフォーマットしたり、システムファイルを削除した場合は、 
バックアップをとることびでさません。また、 U カバ U —を行っても、八ードディスクドライ 
ブに保をされていたデータは復元でさません。 

メール送受信データ、メールアドレス帳のバックアップについて 
『メールソフトに付属の 説明書』 

その他のデータのバックアップについて 

『パソコンで見るマニュアル基本編1章巧バックアップをとる』 

■ システムが起動しない場台 

「東芝ファイルレスキュー」を使って、データのバックアップびでさる場合びあります。 

東芝ファイルレスキュー「本章 D - 田]東芝ファイルレスキューについて」 
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3 


パソコンを初期状態に戻す前にしておくこと 


U カバ U —をはじめる前に、次の準備と確認を行ってください。 


I 準備ずるをの 


•『dynab 日 ok ガイド』（本書） 

• 巻末の U カバ U —チエックシートをコピーしたわの 

• U カバ U —メディア（あらかじめ作成してある U カバ U —メディアから U カバ U —する場合） 
* ドライブを搭載していないモデルで DVD の IJ カバ IJ ーメディアを使用する場合、外付けの DVD / ブルーレ 
イディスクドライブ（市販品）び必要です。 

ただし、すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作確認は行っておりません。したびって、 
すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作は保証でさません。 



(8^要なデータの7 V ツクアツプをとる 


買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 











0 パソコンを初期状態に戻すために-リカバリーとは- 


I アプリケーションのセットアップ用記録メディアを確認ずる 

購入後に追加でインス!-ールしたアプ U ケーション、プ U ンターなどの周辺機器のドライバー 
は、 U カバ U —後に再度インス!-ールする必要びあります。これらをインス!-ールするための 
記録メディア （ CD など）び、お手元にあることを確認してください。 

また、アプ U ケーションによっては、 ID 番号などび必要です。あらかじめ確認してください。 

I 各種設定を確認ずる _ 

インターネットや LAN の設定、 Windows サインイン時のアカウント名などの設定項目を、メ 
f などに控えておいてください。ウイルスチェックソフトなど、有料で購入した認証キーなど 
びセットアップ時に必要なアプ IJ ケーションは、それらの番号を控えておいてください。確認 
方法は各アプ U ケーションのヘルプやお問い合わせ先にご確認ください。 

I 無線通信機能が ON であるか確認する _ 

無線通信機能び日 N であることを確認してください。 

日 N になっていない場合は、 ® + @ キーを押して、[機内モードオフ]にしてください。 

I 周辺機器を取りはずず _ 

プ U ンター、マウスなどの周辺機器や LAN ケーブルは取りはずしてください。このとき、パソ 
コン本体の電源を切ってから行ってください。 

機器の取りはずし「3章パソコンの使用環境を整えよラ」 

『パソコンで見るマニュアル活用編1章パソコンの機能を活用する』 







o I パソコン巧が期巧態に戻す 

ク I -リカバリ—— 


本製品を U カバ U —する方法について説明します。 

U カバ U —は、ユーヴー権限にかかわらず、誰でも実行でさます。 


〇[い < つかある初期が態に戻す方法 


U カバ U —には、次の方法びあります。 


•八ードデイスクドライブから U カバ U —をする 
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• U カバ U —メディアから U カバ U —をする 


通常は八ードディスクドライブから U カバ U —をしてください。 

U カバ U —メディアからの U カバ U —は、八ードディスクドライブの U カバ U —ツール（シス 
テムを復元するためのもの）を消してしまったり、八ードディスクドライブから U カバ U —び 
でさなかった場合などに行ラことをおすすめします。 

U カバ U —メディアは、あらかじめ作成しておく必要びあります。 

リカバリーメディアの作成 

『パソコンで見るマニュアル便利編3章 D リカバリーメディアを作る』 


Qa — ドディスクドライブか5パソコンを初期が態に戻す 


应メモ _ 

•記録メディアをセットしていない状態で実行してくださし、セットされていると、エラーになる場合び 
あります。 

•[キャンセル]ボタンび無い画面で操作を中断したい場合は、[オプションの選択]画面び表示されるま 
で◎ボタンをク U ックし、 [PC の電源を切る]ボタンをク U ックしてください。 

◎ボタンび表示されていない場合は、[キャンセル]ボタンび表示されるまで操作を進めてから[キャ 
ンセル]ボタンをク U ックしてください。 


n データを保存し、巨西を]丰一を巧しなが！5 [シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた ri 章 0- の電源を切る」 

Q 電源コードと AC アダプターを接続ずる 
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且パソコンを初期状態に戻す-リカバリ ー- 



電源スイッチを巧し、ずぐに凹（ゼ □) 丰一（かな入力の迫 J 丰一）を 
数回巧ず 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をうなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して店を^キーを押してください。 

「 Windows ブートマネージャー」び表示されます。 

[オプションの選択]画面び表示された場合は、手順0に進んでください。 

rWinRecovery Options [ EMS 有効]」が反転していることを確認し 

て、 | fA /7 r /? l 丰一を巧ず 


[オプシヨンの選択]画面び表示されます。 


0 [トラブルシューティング]をクリックずる 

[トラブルシューティング]画面び表示されます。 

f [ PC をな]期状態に戻ず]をクリックずる 

「この操作を行ラと：」と表示されます。 

Q [次へ]ボタンをクリックずる 

r ; が「ファイルの削除だけでなく、ドライブを完全にク U —ンアップしますか？」と表示 
"'i ^されます。 


0 [ドライブを完全にクリーンアップずる]をクリックずる 

j 「すべて準備でさました」と表示されます。 

0 [巧]期状態に戻ず]をクリックずる 

画面下部に 「 PC を初期状態に戻しています」と表示され、進行状況びパーセントで 

I 表示されます。この間、何も操作する必要はありません。そのまましばらくお待ちく 
ださい。 

また、この間は絶対に電源を切らないでください。 
iu 降は画面に従って操作してください。 

Windows のセットアップを巧う 

詳細について「1章□- [ S-Efl Windows のセットアップ」 





























且パソコンを初期状態に戻す-リカバリ ー- 


团 


リカバリーメディアか5パソコンを初期が態に戻す 


U カバ U —メディアは、あらかじめ作成しておく必要びあります。 

リカバリーメディアの作成 

『パソコンで見るマニュアル便利編3章 D リカバリーメディアを作る』 

外付けの DVD / ブルーレイディスクドライブ（市販品）を使用して、 DVD の U カバ U —メディ 
アで U カバ U —をする場合は、あらかじめ外付けの DVD / ブルーレイディスクドライブ（市販 
品）を接続してください。 

* ただし、すべての外付け DVD/ ブルーレイディスクドライブでの動作確認は行っておりません。したびって、 
すべての外付け DVD/ ブルーレイディスクドライブでの動作は保証でさません。 

接続ち法 『DVD/ ブルーレイディスクドライブに付属の説明書』 


ぶすメモ 


操作の途中で[キャンセル]ボタンをク U ックすると、 iU 降 U カバ U —メニューび表示されなくなります。 


電源 コー ドと AC アダプターを接続ずる 


i 


リカバリーメディアをセットずる 

U カバ U —メディアび複数枚ある場合は、「ディスク1」からセットしてください。 

US 巳フラッシュメモ U の場合は US 巳コネクタに差し込んでください。 

USB フラッシュメモリの場合 

『パソコンで見るマニュアル活用編1章□-区] US 目対応機器の取り付け/取りは 
ずし』 

DVD の場合 

『パソコンで見るマニュアル活用編 1 章 0 ■居] CD/DVD/ ブルーレイディスクの 
セット』 

外付けの DVD/ ブルーレイディスクドライブの場合 
『DVD/ ブルーレイディスクドライブに付属の説明書』 


データを保存し、 | w / が 丰一を巧しなが5 [シャットダウン]をクリツ 
クして電源を切る 


電源スイッチを巧し、ずぐに臣过丰一を数回巧ず 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して店を^キーを押してください。 

電源スイッチの押しかた「1章 0-® 電源を入れる」 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 





















且パソコンを初期状態に戻す-リカバリ ー- 



[I] または山丰一で起動ドライブを選択ずる 

U カバ U —メディアび DVD の場合は本製品のドライブ4^を示す項目 ([ ODD ] など） 
または外付けの DVD / ブルーレイディスクドライブを示す項目 ([USB ODD ] など)、 
U カバ U — メディアび US 巳フラッシュメ fU の場合は US 巳フラッシュメ fU を示す 
項目 ([USB Memory ] など）を選択し、| ENTER | キーを押してください。 

* ] ドライブ 搭載 モデルのみ 

■ 表示言語を選択する画面が表示された場合 

[日本語]を選択し、[次へ]ボタンをク U ックしてください。 

「 T 日 SH 旧 A Recovery Wizard 」 か「システム回復オプション」かを選択する画面 
び表示されます。 

[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし、[次へ]ボタンをクリッ 
クずる 

警告メッセージ画面び表示されます。 

画面の内容を確認し、[はい]ボタンをクリックずる 


警化 I 


妨バリ角インストル)を実行すると全てのデ-かま削除され巧細はれます。 

大切むデーみ設定のバックアップはわ済みですか？ 


AC ァが夕を接続してください; 


[復元方法の選択]画面び表示されます。 



















且パソコンを初期状態に戻す-リカバリ ー- 


I 日 I 


脚期インストールソフトウェアの復元]をチェックし①、[次へ]ボタ 
ンをクリックずる③ 




〈復元方法の選巧〉 

お元方ぶを選巧してください。 


.巧がィンスト-ルソフトゥ I ァの復元 J - 

初期インストールソつトウ I アを復元しまず。 


' ノトドディスウ上の全データ(が肖去 

A -ドデイスウ上の全データを;肖ましまず。 


巧へ化い]!^^^ 


.① 


.② 


[八ードディスク上の全データの消去]は、パソコンを廃棄または譲渡する場合など、 
個人情報漏えいを防ぐために、八ードディスクドライブのデータを完全に消去するた 
めのものです。通常は実行しないでください。実行すると、八ードディスクドライブ 
上にある、すべてのデータび削除されます。 

「曰章 B B 八ードディスクドライブの内容をすべて消去する」 

「八ードディスクの内容は、すべて消去されます。」といラメッセージび表示されます。 
処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 




〈初期インストールソフトウェアの復元〉 

'復元を開始します。 


ィ、ードディスウの内容は、すべて；肖去されまず。 
本当によろしいでずか？ 

よろしければ[巧へ ( N ) >] ボタンを押してください。 


<ちる(旦） ii 巧へ(の> I _キ*ンたル」 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ- 
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且パソコンを初期状態に戻す-リカバリ ー- 



[次へ]ボタンをクリックずる 

[次へ]ボタンをク U ックすると、復元び実行され、[パーティションを初期化してい 
ます。しばらくお待ちください。]画面び表示されます。 


〈初期インストールソフトウェアの復元〉 
筆備やでず。 




パ-ティションを初期化していまず。しばらくお待ちください。 


長い時間表示される場合びありますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

復元中は、次の画面び表示されます。 U カバ U —の経過に従い、画面び変わります。 





* 最初に[コピーしています。]画面び表示される場合びあります。長い時間表示される場合びあり 
ますび、画面び切り替わるまでお待ちください。 

U カバ U —メディアび複数枚ある場合は、メディアを入れ替えるメッセージび表示さ 
れ、 U カバ U —メディアを取り出せる状態になります。メディアの番号順に入れ替え、 
[0 K ] ボタンをク U ックしてください。 

復元び完了すると、終了画面び表示されます。 























且パソコンを初期状態に戻す-リカバリ ー- 


リカバリーメディアの種類により次の操作を巧う 

■ DVD の場合 

①[終了]ボタンをク U ックする 

自動的に U カバ U —メディアを取り出せる状態になります。 

③ U カバ U —メディアを取り出す 

■ US 巨フラッシュメモリの場台 

① US 巳フラッシュメ fU を取りはずす 
③[終了]ボタンをク U ックする 

[しばらくお待ちください。]画面び表示されます。 

ここから次の手順の[ライセンス条項]画面び表示されるまで、何も操作する必要は 
ありません。そのまましばらくお待ちください。 

また、この間は絶対に電源を切らないでください。 

Windows のセットアップを巧う 

詳細について n 章0-田 - KB Windows のセットアップ」 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ- 
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パソコン巧な！期が態に戻したおとは 



購入後に変更した設定びある場合は、 Windows のセットアップ後に、わう一度設定をやり直 
してください。また、周辺機器の接続、購入後に追加したアプ U ケーシヨンのインス!ルも、 
Windows のセットアップ後に行ってください。 

その他必要に応じて、インターネットやメールの再設定、ウイルスチェックソフトの設定や要 
新などび必要です。 

詳細について体章0■图パソコンを初期状態に戻す（リカバリー)流れ」 

封メモ 

• 日 ffice 搭載モデルの場合、 U カバ U — 後、日 ffice 製品の初回起動時にライセンス認証び必要になります。 
• 一部のアプ U ケーシヨンは、 U カバ U —後に再インス I -一 J レをする必要びあります。 

詳細について「本章0プレインストールのアプリケーシヨンを再インストールする」 
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買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 





D パソコンを初期状態に戻したあとは 


バックアップしておいたデータを復元する 


バックアップをとっておいたデータを使いたい場合は、バックアップした記録メディアからデー 
夕を読み込んでください。 

■インターネット接続の設定情報 

インターネット接続の設定情報は、データのバックアップびとれません。 

プ□バイダーから送られてさた書類や、お客様ご自身で設定情報を控えておいたメモなどを元 
に、わう一度設定し直してください。 

■ MS-IME で登録した単語 

日本語入カシステム MS-IME の「ユーヴー辞書ツール」で登録したユーヴー辞書データをバッ 
クアップすることびでさます。 

詳しくは「ユーヴー辞書ツール」のヘルプを確認してください。 

• ヘルプの起動方法 

① スタート画面の[デスクトップ]をク U ックする 
デスクトップ画面び表示されます。 

② 通知領域の IME のアイコン（國 ） をちク U ックし、表示されたメニューから[ユーヴー 
辞書ツール]をク U ックする 

③ 表示された画面で[ヘルス^ [トピックの検蔚をク U ックする 
*] 選択している入カモードによって、表示されるアイコンび異なります。 

■[ド夺ュメント]、[お気に入り]のデータや、その他のファイルやフオルダーなど 
•[ドキュメント](または[マイドキュメント])、[ピクチャー](または[マイピクチャー]) 
などのデータ 

• 購入後にデスクトップに保をしたデータ 

• Microsoft Internet Explorer の[お気に入り]のデータ 

• メール送受信データ 
♦メールアドレス帳 

• プレインス I -ールされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 
•購入後にインス I -ールしたアプ U ケーシヨンのデータ 
• 購入後に作成したフオルダーとファイル 

メール送受信データ、メールアドレス帳の復元について『メールソフトに付属の 説明書』 

1^^^その他のデータの復元について 

『パソコンで見るマニュアル基本編1章 [3 -田]ファイルやフオルダーのバックアップをとる』 

「東芝ファイルレスキュー」など、アプ U ケーシヨンによってバックアップ方法や復元方法び用 
意されている場合は、その方法に従って復元してください。詳しくは、アプ U ケーシヨンのへ 
ルプを参照してください。 

東芝ファイルレスキューでのデータの復元「本章 D- 田]-^ ■ 救助したデータを復元する」 


110 



買つたとさの状態に戻すには—リカバリ— 










プレインストールのアプ y ケーシ 3 ン 
を再インストールずる 


本製品にプレインス I -ールされているアプ U ケーションは、一度削除してしまっても、必要な 
アプ U ケーションやドライバーを指定して再インストールすることびでさます。 

同じアプ U ケーションびすでにインス!-ールされているとさは、コント□ールパネルの「プ □ 
グラムのアンインス I -ール」または各アプ U ケーションのアンインス I -ールプ□グラムを実行 
して、アンインストールを行ってください。 

アンインス I -ールを行わずに再インス I -ールを実行すると、正常にインス I -ールでさない場合 
びあります。ただし、上記のどちらの方法でもアンインス I -ールび実行でさないアプ U ケーショ 
ンは、上書さでインス!-ールしても問題ありません。 

アプリケーションの削除 

『パソコンで見るマニュアル便利編目章且アプリケーションの削除』 


操作手順 

スタート画面の[デスクトップ]をクリックずる 

デスクトップ画面び表示されます。 

[デスクトップアプリメニュー]アイコン （®) をダブルクリックずる 

「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 


[ずべてのアプリ] 
クずる 


[アプリケーションの再インス!-ール]をクリツ 


[セットアップ画面へ]をクリックずる 

アプ IJ ケーシヨ ンやドライバーのセットアップ メニュー 画面び表示されます。アプ U 
ケーシヨンやドライバーのセツトアップメニューは、カテゴ U ごとのタブに分かれて 
います。 




「ドライバ J のセットアップ 


(表示例） 


初めて起動したとさは、[ドライバー]タブび表示されています。タブをク U ックし 
て再 インス! -ー ルしたいアプ U ケーシヨンを探してください。 

画面左側にはアプ U ケーシヨンの一覧び表示されています。 

画面ち側にはアプ U ケーシヨンの説明び書かれていますので、よくお読みください。 
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買つたとキ J の状態に戻すには—リカバリ- 























tl プレインストールのアプリケーシヨンを再インストールする 


H 画面左側のアプリケーション名を選択し、画面ち側の [ rxxx 」 のセッ 
トアップ]をクリックずる 

「 XXX 」にはアプ U ケーション名び入ります。 

I 選択したメニューによっては別の言葉び表示されます。説明文の下の、下線び引かれ 
I ている言葉をク U ックしてください。 

f 表示されるメッセージに従ってインストールを巧う 

rxxxxx (ファイル名）を実行または保存しますか？」というメッセージび表示され 
た場合は、[実行]ボタンをク U ックしてください。 



貝 

た 

と 

を 

の 


に 

戻 

す 

に 

は 


分メモ 

•[ アプ U ケーシヨンの再インス!-ール]にないアプ U ケーシヨンは、 Windows ストアからダウン□一 
ドでさる場合びあります。 


I 

IJ 

力 

パ' 

IJ 

I 
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5 章 


■ 困つたとをは 

パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした!5良いかを説明し 
ていまず。トラブルが起こったときは、あわてずに、この章を読んで、 
解消方法を探してみてください。 

また、パソコン本体を捨てるときや人に譲るときに知っておいて欲し 
いことを説明していまず。 


1トラブルを解消するまでの流れ . 114 

2 Q&A 集 . 116 

3捨てるとき/人に譲るとき . 134 

4お問い台わせ先— 0 S / アプリケーシヨン— . 140 























トラブル巧解消ずるまでの流れ 


トラブ J レび発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP ! 本書の [ Q & A 集 J か S 探ず 


本書の 「 Q & A 集」では、パソコンの電源び入らないなど、『パソコンで見るマニユ 
アル』を見られない状況で発生したトラブルの解決方法を説明しています。同じ 
トラブルの Q & A びないか、確認してみてください。 
r 本章旦 Q & A 集」 


STEP2 『パソコンで見るマニュアル』の「困ったときは J か S 探す 


『パソコンで見るマニュアル』の「困ったとさは」でも、トラブルび発生した場合 
の解決方法を説明しています。本書の 「 Q & A 集」では紹介していない、さまざま 
な Q & A についても説明しています。確認してみてください。 

♦『パソコンで見るマニュアル』の「困ったとさは」の起動方法 
スタート画面の[デスクトップ]をク U ックし、[パソコンで見るマニュアル] 
アイコンをダブルク U ックして起動してから[困ったとさは]をク U ッ 
クしてください。 


STEP3 r 困ったときは J なかか S 探ず 


•『パソコンで見るマニュアル』を検索してみる 

トラブルの解決方法を「困ったとさは」から探せないとさは『ノ くソコンで見るマニュ 
アル』をキーワード検索してみるのも一つの方法です。 

•『パソコンで見るマニュアル』の検索方法 
スタート画面の[デスクトップ]をク U ックし、[パソコンで見るマニュアル] 
アイコン（^)をダブルク U ックして起動します。関係ありそラな編を起動し、 
^をク U ックしてください。検索ウインドウび表示されます。 

検索方法の詳細について ri 章0■居]-パソコンで見るマニュアル」 

•「おたすけナビ」で探してみる 

「おたすけナビ」を使ラと、本製品に用意されているアプ U ケーシヨンの中から、 
目的にあったアプ U ケーシヨンを探し出すことびでさます。また、アプ U ケーシヨ 
ンのヘルプやマニュアルを表示することわでさます。 

「おたすけナビ」の詳細は、「おたすけナビ」のヘルプをご覧ください。 

• 「おたすけナビ」の起動方法 

スタ-卜画面の[デスクトップ]をク U ックし、[おたすけナビ] ( E § ピ）を 
ダブルク U ックすると起動します。 

• 「おたすけナビ」のヘルプの起動方法 

[おたすけナビ]画面で[ヘルスをク U ックします。 

ri 章0-巧]-おたすけナビ」 



困つたとをは 


4 

1 

II 




D トラブルを解消するまでの流れ 


STEP 4 ヴポートのサイトで調べる 


インターネットに接続している場合は、次のサポートサイトをご覧ください。 


• 「あなたの dynabook . com 」 

本製品独自のヴポートサイト「あなたの dyriabook . com 」 には、ご利用のパソコ 
ンの「よくある質問 FAQ 」、 デバイスドライバーや修正 f ジユールのダウン□-ド、 
ウイルス-セキユ U ティ情報などび掲載されています。ご利用のパソコンに関す 
る情報だけび表示されるので、目的の情報を簡単に探すことびでさます。 

また、ヴポート窓□や修理についても案内しています。 

•「 dynabook . com 」 

東芝 PC 総合情報サイト rdynabook . comj では、お問い合わせの多い質問や最 
新の Q & A び掲載されています。 

「あなたの dynabook.com」「clynabook.com」 について 
『東芝 PC ヴポートのご案内』 

ヴポートヴイトの説明を読んでもトラブルび解決しない場合は、お問い合わせ専 
用フ オームから 質問 メールを 出すことわでさます。 


STEP 5 それでもトラブルが解決しない場合は巧い合わせる 


• パソコン本化のトラブルの場合 

『東芝 PC サポートのご案内』で必要事項を確認のうえ、東芝 PC あんしんヴポー 
卜にご連絡ください。 

• 0 S やアプリケーションのトラブルの場合 

本製品に用意されている日 S 、 アプ U ケーションのトラブルの場合は、各アプ U ケー 
ションのヴポート窓□にお問い合わせください。 

日 S やアプリケーンョンのお問い合わせ先 r 本章 □ お問い合わせ先」 

• 周辺機器のトラブルの場合 

各周辺機器のヴポート窓□にお問い合わせください。 

周进機器のお問い合わせ先『周辺機器に付属の説明書』 



Q 青い画面（ブルースクリーン）が表示され、操作できなくなった 
Q しばらく放置したら、画面が真っ暗になった . 

Q テレビまたは外部ディスプレイを接続した状態で、 

パソコンをスリープや休止状態から復帰したとき、 

本体液晶ディスプレイに何も表示されない . 

Q テレビまたは外部ディスプレイを取りはずしたときに、 

画面が表示されなくなった . 

Q 画面が薄暗く、よく見えない . 

Q 画面表示が回転してしまった . 



Q ワイヤレスマウス（ケーブル無しマウス）の 

バッテリ ー LED が赤色に点滅した . 

Q クリックしても反応がない . 

Q ダブルクリックがうまくいかないので、速度を変更したい 
Q ポインターの速度を調節したい . 
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Q ポインターが輪の形をしている間にキーを押しても反応がない ....... 

Q キーボードから夕字を入力しているときにカーソルがとんでしま5 
Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 


回 

Q パソコンが応答しなくなった . 

Q 再起動や電源を入れ直してち、トラブルが解消しなし、 
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121 

121 

122 

122 

123 


123 

123 


124 

124 

124 


12己 
12己 
126 
126 



Q&A 



ここに掲載している Q & A 集のほかに、『パソコンで見るマニュアル』にも Q & A 集びあります。 
目的の項目び見つからないとさは、『パソコンで見るマニュアル』も参照してください。 


電源を入れるとを/切るとを . 


Q 電源スイッチを押して指をはなしても 、 Power LED が点なしない . 118 

Q 電源が入るが、すぐに切れてしまう 

電源が入らない . 118 

Q 電源を入れたが、システムが起動しない . 119 

Q 使用中に前触れもなく、突然電源が切れることがある . 119 

Q しばらく操作しないとき、電源が切れる . 120 


ツチツド/マウス . 125 


124 


システム/八ードディスク . 123 


画な/表术 



困つたとをは 





































且 Q & A 集 


Q レーザーマウスの反応がおかしい . 127 

Q 光学式マウスの反応がおかしい . 127 


[指紋認証 
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Q 指紋の読み取りがうまくいかない . 128 

Q 指にけがをしたため指紋の読み取りができなくなった . 128 

Q 認識率が下がったら . 128 



Q「Password =」と表された . 129 

Q 「 HDD/SSD Password 二」と表示された . 129 

Q 起動時に 「RTC battery is low 

Check system . Then press [ F 2] key 」 と表示され、 

Windows が起動しない . 130 

Q 「システムの曰付または時刻が無効です」と表示された . 130 

Q 次のようなメッセージが表示された . 131 

Q その他のメッセージが表示された . 131 


TPM 


Q 誤って TPM を初期化してしまった . 131 

Q TPM を使用しているパソコンを、修理•保守に出したい . 131 


〇[その他 . 132 


Q 八ードディスクからパソ]ンを初期状態に戻せなくなったときは . 132 

Q 異常なにおいや過熱に気づいた！ . 132 

Q 操作できない原因がどうしてもわからない . 132 


ぉ立っ操作集- N 

『パソコンで見るマニュアル』の Q & A を見てみよう 

本書の Q&A 集を見てち知りたいことび見つからない場合は、パソコンで『パソコンで見るマニュアル』 

の Q&A を見てみましょう。 

インターネットに接続しなくても閲覧でさるため、操作も簡単です。 

① スタート画面の[デスクトップ]をク U ックし、[パソコンで見るマニュアル]アイコン(^) 

をダブルク U ックする 

『パソコンで見るマニュアル』び起動します。 

② [困ったときは]をク U ックする 

ちくじの2章に [Q&A] の一覧び表示されます。 

③ もくじから知りたい項目をク U ックする 

V_ J 































且 Q & A 集 


電源を入れるとを/切るとを 


電源スイッチを巧して J 旨をはなしても 、 Power LED が点なしない 


@►電源スイッチを押す時間が短いと電源が入5ないことがあります。 

確実に電源スイッチを押してください 。 Power LED び点灯することを確認してください。 


^電源が入るが、ずぐに切れてしまう 
W 電源が入 S ない 


バッテリーの充電量が少ない可能性があります。 

次のいずれかの対処を行つてください。 

•本製品用の電源コードと AC アダプターを接続し、充電する 
(他製品用の電源コードと AC アダプターは使用でさません） 

• 充電済みのバッテ U —ノ くックと取り換える 

バッテリーの充電についてに章 0- 回バッテリーを充電する」 


@►パソコン内部の温度が一定上に達すると保護機能が働さ、システムが自動的 
に停止します。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待って < ださい。 

また、通風孔を而さぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 
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©►パソコン本体か！5いったん、電源コードと AC アダプター、バッテリーパック 
をすベて取りはずしてください。 

①電源 コー ドと AC アダプターを 取りはずす 

パソコンに接続している周辺機器も取りはずしてください。 

③バッテ U —ノ くックを取りはずす 

電源コードと AC アダプター、バッテ U —パックを取りはずすと、電源び入らない 
状態になります。そのままの状態で、しばらく放置してください。 

③ バッテ U —パックを取り付ける 

④ 電源コードと AC アダプターを取り付けて、電源プラグをコンセントに差し込む 
⑥電源スイッチを押し、指をはなす 

確実に電源スイッチを押してください 。 Power LED び点灯することを確認してく 
ださい。 

電源コードと AC アダプターの接続 

n 章 □- の電源 コードと AC アダプターを接続する」 

バッテリーパックの取り付け/取りはずしについて 
「 3 章0-团バッテリーパックを交換する」 

iu 上の手順でわ解決できない場合は、東芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 



困つたとをは 
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電源を入れたが、システムが起動しない 


@►起動ドライブを八ードディスクドライブじ(外に設定した場合に、システムの 
入っていない記録メディアがセットされている可能性があります。 

システムび入っている記録メディアと取り換えるか、またはドライブから記録メディ 
アを取り出してから、何かキーを押してください。 

それでも正常に起動しない場合は、次のように操作してください。 

①電源スイッチを日秒(上押して電源を切る 
③電源スイッチを押し、すぐに臣を]キーを数回押す 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび 
表示されます。パスワードを入力して店をを固キーを押してください。 

③表示されたメニューからシステムの入っているドライブ（通常は八ードディスクを 
示す項目）をキーで選択し 、 [enter I キーを押す 


巧用中に前触れをな<、巧お電源が切れることがある 


@►パソコン内部の温度が一定上に達すると保護機能が働さ、システムが自動的 
に停止しまず。 

パソコン本体び熱くなっている場合は、涼しい場所に移動するなどして、パソコンの 
内部温度び下びるのを待って < ださい。 

また、通風孔を而さぐと、パソコンの温度は非常に上昇しやすくなります。通風孔の 
まわりには物を置かないでください。 

それでも電源び切れる場合は、東芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 


バッテリー駆動で使用している場台、バッテリーの充電量がなくなった可能性 
があります。 

次のいずれかの対処を行って<ださい。 

•本製品用の電源コードと AC アダプターを接続し、充電する 
(他製品用の電源コードと AC アダプターは使用でさません） 

• 充電済みのバッテ U —ノ くックと取り換える 

バッテリーの充電について「3章 H- 回バッテリーを充電する」 
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しば s く操作しないとき、電源が切れる 


©►Power LED が緑色に点'なしている場合、省電力機能が働いた可能性がありま 
す。 

しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えな 
くなる場合びあります。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 
実際には電源び入っていますので、電源スイッチを押さないでください。 

| sh // t 1 キーを押すか、タッチパッドを操作すると表示び復帰します。 

テレビまたは外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]日秒前後 
かかることびあります。 


©►Power LED がオレンジ色に点滅しているか、消口の場合、自動的にスリープ 
または休止状態になった可能性がありまず。 

一定時間パソコンを使用しないとさに、自動的にス U —プまたは休止状態にするよう 
に設定されています。 

復帰させるには、電源スイッチを押してください。 

また、次の手順で設定を解除でさます D 
①スタート画面の[デスクトップ]をク U ックする 
デスクトップ画面び表示されます。 

③[デスクトップアプ U メニュー]アイコン（固）をダブルク U ックする 
「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

③[コント□ールパネル]をク U ックする 

%システムとセキュ U ティ]一 [1# 電源オプション]をク U ックする 
⑥利用する電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をク U ックする 

⑥ [ディスプレイの電源を切る]および[コンピューターをス U —プ状態にする]で[適 
用しない]を選択する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]にそれぞれ設定してください。 

⑦ [変更の保を]ボタンをク U ックする 



困つたとをは 


〇 

2 

玉 
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B ] 画面/表巧 


[ q 青い画面（ブルースクリーン）が表示され、操作でをなくなつた 


電源スイツチを日秒上押して Windows を強制終了してください。 

システムび操作でをなくなったとさ(外は行わないでください。強制終了を行うと、 
ス U —プ/休止状態は無効になります。また、保存されていないデータは消失します。 
強制終了したあと、電源を入れ直してください。 


上の手順でも解決できない場合は、「本節团 - Q 再起動や電源を入れ直し 
ても、トラブルが解消しなしりを確認してください。 


しば5<が置した5、画面が真っ日音になった 


©► 省電力機能が働いた可能性があります。 

しばらくタッチパッドやキーボードを操作しないと、画面に表示される内容び見えな 
くなる場合びあります。これは省電力機能び動作したためで、故障ではありません。 
実際には電源び入っていますので、電源スイッチを押さないでください。 

| sh // t | キーを押すか、タッチパッドを操作すると表示び復帰します。 

テレビまたは外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]日秒前後 
かかることびあります。 


テレビまたはか部ディスプレイを接続したが態で、 
Q パソコンをスリープや休止が態か S 復帰したとき、 
本な液晶ディスプレイに何を表示されない 


@►テレビまたは外部ディスプレイに、画面表示が切り替わっている可能性があり 
ます。 

テレビまたは外部ディスプレイの電源を入れて確認してください。パソコン画面び表 
示されていた場合は、『パソコンで見るマニュアル活用編]章白-居]パソコンの画 
面をテレビや外部ディスプレイに映す』を参照して、本体液晶ディスプレイに表示を 
切り替えてください。 
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@►本体液晶ディスプレイの輝度が低く設定されている可能性があります。 

「電源オプション」には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能びあります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面び暗くなります。 
詳しくは、「電源オプション」のヘルプを参照してください。 

次の手順で設定を変更してください。 4 ^ 

①スタート画面の[デスクトップ]をク U ックする 
デスクトップ画面び表示されます。 

③[デスクトップアプ U メニュー]アイコン（回）をダブルク U ックする 
「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

③ [コント□ールパネル]をク U ックする 

④ [‘^システムとセキュ U ティ] 一電源オプション]をク U ックする 
⑥利用する電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をク U ックする 

⑥ [プランの明るさを調整]を設定する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑦ [変更の保を]ボタンをク U ックする 

*] この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 


テレビまたはか部デイスプレイを巧りはずしたときに、 
画面が表巧されな < なつた 


0►テレビまたは外部ディスプレイを接続してください。 

テレビまたは外部ディスプレイをメインディスプレイに指定して拡張表示の設定をし 
た場合、ス U —プや休止状態のとさにテレビまたは外部ディスプレイを取りはずすと、 
ス U —プや休止状態から復帰したとさに画面び表示されないことびあります。 

テレビまたは外部ディスプレイの取りはずしは、ス U —プや休止状態のとさに行わな 
いで < ださい。 




画面が薄お<、よ<見えない 



か画+回夺一を押して、本体液晶ディスプレイ徊面）を明るくしてくださ 

い*1。 

キーを押すと、逆に、本体液晶ディスプレイは暗くなります。 

*] この設定は、テレビと外部ディスプレイには反映されません。 


困つたとをは 


2 

2 

11 
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[ q 画面表示が回拓してしまつた 


画面の設定が変更されている可能性があります。 

次の手順で元に戻すことびでさます。 


①スタート画面の[デスクトップ]をク U ックする 
デスクトップ画面び表示されます。 

③デスクトップ画面上のウィンドウやアイコンなどび表示されていない場所にポイン 
ターを移動し、ちク U ックする 

③表示されたメニューの[グラフィックプ□パティ]から、設定を変更する 


[システム/八ードディスク 



パソコンが応答しなくなつた 


@►アプリケーションを終了できない場含や、アプリケーションを終了してもトラ 
ブルが解消しない場台は、パソコンを再起動してください。 

再起動 n 章且-の-再起動」 


Windows 起動時に問題が起きた場合や、パソコンを再起動できない場合は、 
電源スイツチを日秒 m 上押して Windows を強制終了してください。 

システムび操作でさなくなったとさ外は行わないでください。強制終了を行うと、 
ス U —プ/休止状態は無効になります。また、保存されていないデータは消失します。 
強制終了したあと、電源を入れ直してください。 


©► LU 上の手順でも解決できない場合は、 r 本項 - Q 再起動や電源を入れ直しても、 
トラブルが解消しない」を確認してください。 


[ Q 再起動や電源を入れ直してを、トラブルが解消しない 


@►ドライバーやシステムのアップデート中（更新中）にトラブルが発生した場合 
は、直前の正常に起動したときの構成で起動してください。 

前回正常に起動したときの構成で起動する 

「本節 []]-Q 電源を入れたが、システムが起動しない」 
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0►アプリケーションをインストールしてか5、この問題が発生するようになった 
場合は、インス!ルしたアプリケーションが Windows の動作に影響してい 
る可能性があります。 

アプ IJ ケー ションをアンインス I ^ールしてください。 

アンインストール 

『パソコンで見るマニュアル便利編目章旦アプリケーションの削除』 

©►周辺機器を接続してか5、この問題が発生するようになった場合は、接続した 
周辺機器が Windows の動作に影響している可能性がありまず。 

周辺機器を取りはずしてください。周辺機器によっては、周辺機器に付属のドライバー 
やアプ U ケーションをパソコンにインストールしている場合びあります。これらのド 
ライバーやアプ U ケーションもアンインス!-ールしてください。 

周辺機器の取り扱いについて『周辺機器に付属の説明書』 


4 




— ん—卜 


ポインターが輪のおをしている聞にキーを巧してを反応がない 


システムが処理中の可能性があります。 

ポインターび輪の形い〇をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないとさびあります。システムの処 
理び終わるまで待ってから操作してください。 


ボードか S 文字を入力しているとをにカーソルがとんでしまう 


0►文:字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、カーソルがとんだ 
り、アクティブウィンドウが切り替わってしまうことがあります。 

タッチパッドオン/オフボタンを押すか、[^+圧当キーを押してタッチパッドを無 
効に切り替えてください。 


—ボードに巧み巧をこぼしてしま 


0►飲み物など液体がこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれがあります。 

わし、液体びパソコン内部に入ったとさは、ただちに電源を切り、電源コードと AC ア 
ダプターとバッテ U —パックを取りはずして、東芝 PC あんしんサポートにご相談くだ 
さい。 
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困つたとをは 
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^[タッチパッド/マウス 


* マウスは、モデルによって別売りです。 


〇 ワイヤレスマウス（ケーブルおしマウス）の 
W 八ッテリ ー LED がホちに点滅した 


ワイヤレスマウスの電池の残量が少なくなっていまず。 
* ワイヤレスマウス付属モデルのみ 

電池を交換してください。 

「3章己-のワイヤレスマウスの準備」 


クりックしてを反応がない 


システムが処理中の可能性があります。 

ポインターび輪の形 （ ，）をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないとさびあります。シス 
テムの処理び終わるまで待ってから操作してください。 


ワイヤレスマウスの電池の残量が少なくなっていまず。 
* ワイヤレスマウス付属モデルのみ 

電池を交換してください。 

「3章旦■のワイヤレスマウスの準備」 


@►マウスレシーバーがはずれている可能性があります。 

* ワイヤレスマウス付属モデルのみ 

パソコン本体の US 巳コネクタからマウスレシーバーびはずれている場合は、取り付け 
てください。 

「3章□- [ T ] ワイヤレスマウスの準備」 


@►ワイヤレスマウスの電源が入っていない可能性があります。 
* ワイヤレスマウス付属モデルのみ 

マウス裏面の電源スイッチを日 N 側にしてください。 

「3章旦■のワイヤレスマウスの準備」 


©►マウスレシーバーが USB 八ブに接続されている場台、正しく認識されないこ 
とがありまず。 

* ワイヤレスマウス付属モデルのみ 

マウスレシーバーをパソコン本体の US 巳コネクタに直接接続してください。 
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©►ワイヤレスマウスをマウスレシーバーに近づけて使用してください。 

* ワイヤレスマウス付属モデルのみ 

金属びワイヤレスマウスとマウスレシーバーの間にあったり、机びスチールデスクだっ 
たりすると、ワイヤレスマウスの感度び著しく低下する場合びあります。 


@►タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドが無効に設定されて 
し、る可能性があります。 

タッチパッドオン/オフボタンを押すか、+ @キーを押してタッチパッドを有 
効に切り替えてください。 


MQ ダブルクリックがミま<いかないので、速度を変更したい 


@►次の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

① スタート画面の[デスクトップ]をク U ックする 
デスクトップ画面び表示されます。 

② [デスクトップアプ U メニュー]アイコン（固）をダブルク U ックする 
「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

③ [コント□ールパネル]をク U ックする 

④ [气^八ードウエアとサウンド]一[マウス]をク U ックする 
[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

⑥[ボタン]タブで[ダブルク U ックの速さ]のスライダーバーを左ちにドラッグする 
⑥ [ OK ] ボタンをク U ックする 


ポインターの速度を調節したい 




©► 次の手順でポインターの速度を変更してください。 

①スタート画面の[デスクトップ]をク U ックする 
デスクトップ画面び表示されます。 

③[デスクトップアプ U メニュー]アイコン（屈）をダブルク U ックする 
「東芝デスクトップアプ U メニュー」び起動します。 

③ [コント□ールパネル]をク U ックする 

④ [巧^八ードウエアとサウンド]一[マウス]をク U ックする 
[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

⑥[ポインターオプション]タブで[速度]のスライダーバーを左ちにドラッグする 
⑥ [ OK ] ボタンをク U ックする 
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レーザーマウスの反応がおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインターびラまく動さま 
せん。次のよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、鏡など） 


@►平5な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いて < ださい。 


[ Q 化学式マウスの反応がおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインターびラまく動さま 
せん。次のよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

♦光ミ尺のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光ミ尺紙、プラスチックなど） 
•画像パターンの変化び非常に少ない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
• 画像パターンの方向性び強い表面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど) 


明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったものの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないわのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合びあります。 


@►平！5な場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いて < ださい。 
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指紋認証 


* 指紋センサー搭載モデルのみ 




巧紋の読み取りがうま < いかない 


0►もう一度正しい姿勢で操作してください。 

詳しくは、『パソコンで見るマニュアル活用編2章旦指紋認証を使ラ』または「指 
級認証ユーテイ U テイ」のヘルプを参照してください。 

©►登録してあるもう1本の指で読み取りを巧ってください。 

©►どうしてもうまくいかない場合は、一時的に夺ーボードか5パスワードを入力 
して < ださい。 

詳しくは、「指紋認証ユーテイ U テイ」のヘルプを参照してください。 


おにけがをしたためお紋の読み取りがでをな<なつた 


©►登録してあるもう1本の指で読み取りを巧ってください。 

©►登録したすべての指の指紋が読み取れない場合は、一時的にキーボードか5パ 
スワードを入力してください。 

詳しくは、「指紋認証ユーテイ U テイ」のヘルプを参照してください。 




認識率が下がった S 


©►指紋センサーの表面がよごれていないか確認してください。 

よごれている場合には、眼鏡而さ（ク U —ナーク□ス）などの柔らかい布で軽く而さ取つ 
てからわラー度指紋認証を行つてください。 

詳細について『パソコンで見るマニュアル活用編2章旦指紋認証を使ラ』 


指のが態を確認してください。 

指に傷びあったり、手荒れ、極端に乾燥した状態、而やけた状態など、指紋登録時と 
状態び異なると認識でさない場合びあります。認識率び改善されない場合は、ほかの 
指で登録してください。 

詳細について『パソコンで見るマニュアル活用編2章已指紋認証を使ラ』 
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困つたとをは 
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指の置きかたを確認してください。 

指を指紋センサーと平行になるよラに置さ、指紋センサーに指の中央を合わせてくだ 
さい。指紋センサーの上に第]関節びくるよラに置さ、すべらせるとさはゆっくりと 
一定の速さですべらせて<ださい。それでも認証でさない場合は、指をすべらせる速 
さを調整してください。 

詳細について『パソコンで見るマニュアル活用編2章0指紋認証を使ラ』 



[Password = J とま巧された 


@►1■東芝パスワードユーティリティ」または巨 IOS セットアップで設定したパス 
ワードを入力し、 I ENTER I キーを押してください。 

パスワードを忘れた場合は、使用している機種煙番）を確認後、東芝 PC あんしんヴ 
ポートに連絡してください。有料にてパスワードを解除します。その際、身分証明書(お 
客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 


[〇 PHDD/SSD Password =J と表巧された 


BIOS セットアップで設定した HDD パスワードを入力し、 [ enter ] 夺一を押し 
て < ださい。 

HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永义に使用でさ 
なくなり、交換対応となります。東芝 PC あんしんサポートに連絡してくださし、交換 
対応は有料です。その際、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要と 
なります。 
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起動時に rRTC battery is low 
Q Check system . Then press [ F 2] keyj と表おされ、 
Windows が起動しない 


時計用バッテリーが不足しています。 

時計用バッテ U —は、電源コードと AC アダプターを接続し電源を入れているとさに充 
電されます。 

時計用バッテリーについてに章 0- の- ■■ 時計用バッテリー」 

電源コードと AC アダプターを接続後、次の手順で巳の S セットアップの日付と時刻を 
設定してください。 

( D @ キーを 押す 

巳の S セットアップ画面び表示されます。 

② 田田キ-を使って、に ystemTime ] を選択し、キーを使って、時間、分、 
秒を選択後、臣も、臣司キーで時刻を設定する 

③ ( DIX ) キーを使って、に ystemDate ] を選択し、面互キーを使って、月、曰、 
年を選択後、臣も、@キーで日付を設定する 

④ r パり I キーを押す 

確認のメッセージび表示されます。 

⑥ W キーを押す 

設定内容び有効になり、巳 I 日 S セットアップび終了します。パソコンび再起動します。 

メッセージび表示されたまま]分上経過すると、自動的に電源び切れます。 

電源スイッチを押し、製品□ゴび表示されている間にキーを押して、巳 I 日 S セット 
アップを起動し、日付と時刻を設定してください。 


r システムの曰付または時刻がお効でず J と表示された 


日付と時刻を設定してください。 

Windows Update やアプ U ケーシヨンのセットアップを行う場合は、正しい日付と時 
刻を設定してから行ってください。 

曰付と時刻の設定について 『Windows ヘルプとヴポート』 
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困つたとをは 
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巧のよミなメツセージが表示された 


• [Insert system disk in dnve.Press any key when ready 」 

•「 Non-System disk or disk error Replace and press any key when ready 」 
•「Invalid system disk Replace the disk,and then press any key 」 

• rBootCouldn't Find NTLDR Please Insert another 灶 sk 」 

•「Disk I/O error Replace the disk,and then press any key 」 

•「Cannot load DOS press key to retry 」 

•「Remove disks or other media.Press any key to restart 」 

•「NTLDR is missing Press any key to restart 」 

@> CD / DVD や、 US 巨フラッシュメモリなどの起動ディスクを取り出し、何か 
夺一を押して < ださい。 

上記の操作を行ってわ解決しない場合は、『東芝 PC サポートのご案内』で必要事項を 
確認のうえ、東芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 


[ Q その他のメッセージが表示された 


©►『使用しているシステムやアプリケーションに付属の説明書』を確認してくだ 
さい。 


QItpm 


* TPM 搭載モデルのみ 


MQ 誤って TPM を巧巧化してしまった 


@►バックアップ ウィザードを使用して、 TPM の設定を復元してください。 

『 TPM のヘルプ』について『パソコンで見るマニュアル活用編2章0 TPM を使ラ』 


[Q TPM を巧用しているパソコンを、修理•巧守に出したい 


@> TPM を使用している場台、修理•保守に出す前に、バックアップウィザード 
を使用して TPM をバックアップしてください。 

なお、修理*保守に出すと、 TPM に故障びなくても、 TPM び交換される場合びあります。 
その場合は、バックアップウィヴードを使用して、 TPM の設定を復元してください。 
『 TPM のヘルプ』について『パソコンで見るマニュアル活用編2章0 TPM を使ラ』 

修理-保守については、東芝 PC あんしんサポートに相談してください。 

修理のお問い合わせについて『東芝 PC サポートのご案内』 
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その他 


〇 A - ドディスクか5パソコンを巧斯厌態に房せなくなつたとまは 


©► a - ドディスクドライブに搭載されている初期状態に戻すためのツール（シス 
テムを復元するためのもの）のデータが破損、もしくは誤って消去されている 
可能性があります。 

また、市販のソフトウェアを使用してパーティションの構成を変更すると、パ 
ソコンを初期状態に戻せなくなることがあります。 

[TOSHIBA Recovery Media Creator 」 で作成した U カバ U - メディアを使って、 
U カバ U — してください。 

リカバリーの操作方法 

「4章0■团リカバリーメディアからパソコンを初期状態に戻す」 

U カバ U —メディアびない場合は、修理び必要になる可能性びあります。東芝 PC あん 
しんヴポートに相談してください。 

修理のお問い合わせについて『東芝 PC サポートのご案内』 




異常なにおいや遇熱に気づいた！ 


©►パソコン本体、周辺機器の電源を切り、電源コードの電源プラグをコンセント 
か5抜いてください。安全を確認し、バッテリーパックをパソコン本体か5取 
りはずして東芝 PC あんしんヴポートに相談してください。 

なお、連絡の際には次のことを伝えてください。 

•使用している機器の名称 
• 購入年月曰 

•現在の状態（でさるだけ詳しく連絡してください） 

修理のお問い合わせについて『東芝 PC サポートのご案内』 




操作でをない原因がどうしてをわか S ない 


©► 「トラブルを解消ずるまでの流れ」を確認してください。 

本書の「トラブルを解消するまでの流れ」では、トラブルを解決するための対処手順 
を説明しています。ご確認ください。 

「本章 n トラブルを解消するまでの流れ」 


©►パソコン本体のトラブルの場合は、『東ち PC サポートのご案内』で必要事項を 
確認のうえ、東芝 PC あんしんヴポートに連絡してください。 
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©► os やアプリケーシヨンのトラブルの場含は、各アプリケーシヨンのヴポート 
窓□にお問い台わせ < ださい。 

日 S やアプリケーションのお問い含わせ先「本章0お問い合わせ先」 


©►周辺機器のトラブルの場含は、各周辺機器のヴポート窓□にお問い合わせくだ 
さい。 

周辺機器のお問い合わせ先『周辺機器に付属の説明書』 




括てるとを/人に譲るとを 


パソコンを捨てたり人に譲ったりする前に、お客様登録を削除したり、八ードディスクドライ 

ブの内容を消去してください。 

指紋センサー搭載 f デルの場合は、登録した指紋データを消去することをおすすめします。指 

級の消去は、「指紋認証ユーティ U ティ」の[指紋情報管理]で行って<ださい。 

n お客様登録の削除について 

• ホームページから削除する 

東芝 ID ( TID ) をお持ちの場合はこちらからお願いします。 

①インターネットで 「 http :// toshibaclirect . jp / room 1 日48/」へ接続する 

③ページちの[□グイン]をク U ックする 
[□グイン]画面び表示されます。 

③ [東芝 ID ( TID )] と[パスワード]に入力し、[□グイン]ボタンをク U ックする 
マイページび表示されます。 

④ ページち下の[退会]をク U ックする 

※退会ではなく、商品の削除のみのお客様は、マイページの「登録済み商品一覧」で商品削 
除を行ってください D 

《 Room 1048を退会されますと、「東芝ダイレクト」での購入履歴や Room 1日48会員限 
定サービスなどわご利用いただけなくなりますので、あらかじめご了承ください。 

• 電話で削除する 

「東芝 I □事務局（お客様情報変更)」までご連絡ください。 

•東芝の事務局（お客様情報変更） 

TEL : 0570-09-1048 (ナビタ、イヤ J レ） 

受付時間： ] 日:□日〜]7:□日仕•曰、祝日、東芝特別休日を除く） 

紹介しているホームページや電話番号は、お客様登録の内容変更や削除に関するお問い合わせ 

窓□です。 

技術的なご相談や修理に関するお問い合わせは、『東芝 PC ヴポートのご案内』を確認してくだ 

さい。 

また U サイクルに関しては、『東芝 PC サポートのご案内』を参照してください。 
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困つたとをは 









El 捨てるとさ/人に譲るとさ 


^■八ードディスクドライブの内容をすべて消去する 

パソコン上のデータは、削除操作をしても実際には残っています。普通の操作では読み取れな 
いよラになっていますび、特殊な方法を実行すると削除したデータでわ再現でさてしまいます。 
そのよラなことびでさないよラに、パソコンを廃棄または譲渡する場合など、他人に見られた 
くないデータを読み取れないよラに、消去することびでさます。 

なお、八ードディスクドライブに保をされている、データやプ□グラムなどはすべて消失します。 
パーティションも消失します。これらを復元することはできませんので、注意してください。 

■ 操作手順 _ 

八ードディスクドライブの内容を削除するには、八ードディスクドライブの消去機能、または 
作成した U カバ U —メディアを使用します。 

八ードディスクドライブの消去機能を使用すると、八ードディスクドライブ内のデータはすべ 
て消去されますび、初期状態は残ります。作成した U カバ U - ■メディアを使用すると、八ードディ 
スクドライブ内のデータと共に初期状態わ消去されます。 

mj \- ドディスクドライブの消去 機能 か5巧う方法 

n データを保存し、区を^丰一を巧しなが!5 [シャットダウン]をクリッ 
クして電源を切る 

電源の切りかた「1章 0- の電源を切る」 

g 電源コードと AC アダプターを接続する 

El 電源スイッチを巧し、ずぐに团（ゼ □) 丰一（かな入力の@丰一）を 
数刚甲ず 

I 各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して I ENTER I キーを押してください。 

「 Windows ブートマネージャー」び表示されます。 

[オプションの選択]画面び表示された場合は、手順0に進んでください。 

t rWinRecovery Options IBVIS 有効]」が反転していることを確認し 
て、臣^^丰一を巧ず 

[オプションの選択]画面び表示されます。 

Q [トラブルシューティング]を選択ずる 

[トラブルシューティング]画面び表示されます D 

Q [TOSHIBA Maintenance Utility ] を選択ずる 

ツールの選択画面び表示されます。 
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El 捨てるとさ/人に譲るとさ 


Q [八ードディスク上の全データの消去]をチェックし①、[次へ]ボタン 
をクリックずる③ 


〈ジールの選択〉 

ツールを選巧してください。 


广 TOSHIBA File Rescue 

デ-なの救かを巧いまず。 




' ハードディスウ上の全データ(が肖去 [ 

パ-ドディスク上の全デ-夕を巧ましまず。 


.① 


y 巧への)> 


.② 


消去方法を選択する画面び表示されます。 


目的に合わせて、[標準データの消去]または[機密データの消去]を 
チェックし①、[次へ]ボタンをクリックずる③ 

通常は[標準 データの 消去]を選択してください。データを読み取れなくなります。 
より確実にデータを消去するためには、[機密データの消去]を選択してください。数 
時間かかりますび、データは消去されます。 




〈八ードディスウ上の全データの消去〉 
巧まちぶを選巧してください。 



このブロたスは、ノ、ードデイスウのサイブによって、 B 寺問びかかりまず。 


こ戻るは) 


に巧へ(の >」 j ん 、'一 .I 


.① 


.② 


[データの消去を開始します。]画面び表示されます。 



困つたとをは 
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El 捨てるとさ/人に譲るとさ 



[次へ]ボタンをクリックずる 

処理を中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 



[次へ]ボタンをク U ックすると消去び実行され、消去中は次の画面び表示されます。 


〈八ー ド ディスウ上の全データの消去〉 
デ-夕の;肖ま 




パ-ドディスウのデータを巧まやでず。しばらくわ待ちください。 


経過時間 xx：xm 
残り時間 n：mx 



XX% 


キャンたル J 

消去び完了すると、終了画面び表示されます。 


ilij [終了]ボタンをクリックずる 

























El 捨てるとさ/人に譲るとさ 


■ リカバリーメディアか5行う方法 

U カバ U —メディアは、あらかじめ作成しておく必要びあります。 

リカバリーメディアの作成 

『パソコンで見るマニュアル便利編3章!!リカバリーメディアを作る』 

外付けの DVD / ブルーレイディスクドライブ（市販品）を使用して、 DVD の U カバ U —メディ 
アを使用する場合は、あらかじめ外付けの DVD / ブルーレイディスクドライブ（市販品）を接 
続してください。 

接続ち法 『 DVD / ブルーレイディスクドライブに付属の説明書』 

* ただし、すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作確認は行っておりません。したびって、 
すべての外付け DVD / ブルーレイディスクドライブでの動作は保証でさません。 

PI 電源コードと AC アダプターを接続する 
Q リカバリーメディアをセットずる 

I 1 U カバ U —メディアび複数枚ある場合は、「ディスク1」からセットしてください。 

H US 巳フラッシュメ fU の場合は US 巳コネクタに差し込んでください。 

I US 巨フラッシュメモリの場合 

I 『パソコンで見るマニュアル活用編1章□-巧] USB 対応機器の取り付け/取りは 

ずし』 

DVD の場合 

『パソコンで見るマニュアル活用編1章0■巧] CD / DVD / ブルーレイディスクの 
セット』 

外付けの DVD / ブルーレイディスクドライブの場合 
『 DVD / ブルーレイディスクドライブに付属の説明書』 


n デ-夕を保存し、 [ SHIFT I 丰一を押しながら[シャットタウン]をクリッ 
クして電源を切る 


I 電源スイッチを巧し、すぐに內 2 ホーを数回巧ず 

各種パスワードを設定している場合は、パスワードの入力をラなびすメッセージび表 
示されます。パスワードを入力して店を^キーを押してください。 

電源スイッチの押しかた「1章 [3 -巧]電源を入れる」 


V 
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El 捨てるとさ/人に譲るとさ 



[I] または田丰一で起動ドライブを選択ずる 

U カバ U —メディアび DVD の場合は本製品のドライブ4^を示す項目 ([ ODD ] など） 
または外付けの DVD / ブルーレイディスクドライブを示す項目 ([USB ODD ] など)、 
U カバ U — メディアび US 巳フラッシュメ fU の場合は US 巳フラッシュメ fU を示す 
項目 ([USB Memory ] など）を選択し、| ENTER | キーを押してください。 

* ] ドライブ 搭載 モデルのみ 

■ 表示言語を選択する画面が表示された場合 

[日本語]を選択し、[次へ]ボタンをク U ックしてください。 

「 T 日 SH 旧 A Recovery Wizard 」 か「システム回復オプション」かを選択する画面 
び表示されます。 

[TOSHIBA Recovery Wizard ] をチェックし、[次へ]ボタンをクリッ 
クずる 

警告メッセージ画面び表示されます。 

警告メッセージを確認し、[はい]ボタンをクリックずる 

降は、体節 D - 八ードディスクドライブの消去機能から行う方法」の手順 
降を参照してください。 















お巧いをわせ先 

- OS / アプ IJ ケーシヨンー 


本製品に用意されている日 S 、 アプ U ケーシヨンのお問い合わせ先を紹介しています。 
各アプ U ケーシヨンを使っていて困ったとさは、こちらに連絡してください。 

* 2012年8月現在の内容でず。 

各社の事情で、受付時間などが変更になる場合があります。 


の 


OS のお巧い合わせ巧 



Windows 8に関する一般的なお問い合せ先は、東芝 PC あんしんヴポートになります。 

Windows 8に関する一般的なサポート情報は、1^(下のホームぺージでわご確認いただくこと 
びでさます。 

http://support.microsoft.com 
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Q お問い合わせ先 — os / アプリケーシヨン— 


アプリケーシヨンのお巧い合わせ巧 


各アプ U ケーシヨンのユーヴー登録については、それぞれのお問い合わせ先までお問い合わせ 
ください。 

用意されているアプ U ケーシヨンはご購入のモデルにより異なります。 


Microsoft Office Excel/Microsoft Office OneNote/Microsoft Office Outlook/ 
Microsoft Office PowerPoint/Microsoft Office Word 

ヴポート受付窓 □ 


•基本操作に関ずるお問い合わせ 

くメールヴポート > 


じ(下の Web サイトにアクセスし、ご質問または問題に関連する製品を選択してください。 

URL 

http :// support . nnicrosoft . conn / oas / 

受付時間 

24時間いつでも受け付けています。 

く電話サポート > 


電話番号 

: 0120-己 4-2244 

《ご利用の際は、電話番号をお間違えないよラご注意ください。 

《音声ガイダンスび流れますので、ガイダンスに従って番号のご選択 


をお願いいたします。 

受付時間 

:月曜日〜金曜日： 9:3日〜] 2:日日、13:□日〜] 9:00 
±曜日： ] 日:□日〜17:00 

(祝曰、曰本マイク□ソフト株式会社指定休業曰を除さます。曰本マ 
イク□ソフト株式会社指定休業日1火4で日曜日び祝日である場合には、 
曰曜日は上記±曜日と同様の受付を行い、翌日の振替休日び休業とな 
ります。） 

• ヴポート有効期間 

:お客様び初めてお問い合わせいただいた曰から起算して9日日間（《） 

《サポートライフサイクル期間内 

お問い合わせに関する詳綱よ、本体に同捆されている冊テ 『Office 201日お使いになる前に』 

をご覧ください。 











Q お問い合わせ先 — os / アプリケーシヨン— 


ATOK 2012 for Windows (60 日間無償試用版 ） for TOSHIBA 

• 無償試用版の使い方に関するお問い合わせ 
ジャストシステム期間限定版専用サポート 

受付時間 ：平日]日:□日〜] 7:□日（± •曰•祝、特別休業日を除く) 

TEL : 088-666-1 己23 

ホームぺーン : http :// supportjustsystems . com / 


ウイルスバスタークラウド TM 90 曰版 

ウイルスバスターサービスセンター 

受付時間 

: 9:3 日〜] 7:3 日 

TEL 

: 0570-008326 

03-5334-1035 ( IP 電話-光電話からのお問い合わせ） 

E-mail 

: http :// tmqa . jp / r 924/ 

ホー ムぺージ 

: http :// tnnqa . jp / toshiba / 


Corel VideoStudio 

コーレル株式会社 

インタービデオテクニカルヴポート 

お問い合わせの前にホームぺージ ( http :// www . corel . jp / support /) をご確認ください。 

当製品の無償ヴポート期間は、ご購入後]年間となります。 

受付時間 ： 

月〜金]日:□日〜] 2:□日、 ] 3:3日〜17:3日 

(12: □日〜] 3:30、±曰祝祭日、ならびに指定休業日を除く） 

TEL 

03-3 己 44-8] 79 

E-mail : 

メールでのお問い合わせは、 l ^(下の URU こ掲載されている専用のメール 

フオームをご利用 < ださい。 

http :// www . corel . jp / support / 

ホームぺージ ： 

http :// www . corel . jp / 
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Q お問い合わせ先 — os / アプリケーシヨン— 


CyberLink MediaShow 6 for TOSHIBA 
ヴイ八ーリンクカスタ 7 —ヴポート 

受付時間 ： ] 日: 00-1 3:00、 14:00-17:00 (±曰祝日、休業日を除く） 

TEL : 0570-080-1 10 (ナビダイヤ J レ） 

03-己20己-7670 

( PHS 、 一部電話などナビダイヤルをご利用いただけない場合) 
ホームぺーシ : http :// support . cyberlink . jp / 

(ウェブ フオームからの お問い合わせは、 ユーヴー 登録び必要です。） 


Di 呂 iBook Browser for TOSHIBA 


デジブック☆オンライン 


受付時間 

TEL 

FAX 


10:00-17:00 (±曰祝日除く） 
03-680 己-9240 
03-5468-1250 


E-mail 

ホー ムぺ ージ 


info @ di 呂 ibook.net 
http :// www . cligibook . net / 


ebi.BookReader4 

株式会社イーブックイニシアティブジャパン eBookJapan ヴポートセンター 

http :// www . ebool < japanjp / ebj / support / index . asp ? dealerid = ] 07 

受付時間 ： ] 日:□日〜] 8: □日（± 曰祝日除く） 

E-mail : support @ ebookjapan . co.jp 

ホームぺーシ : http :// www . ebookjapanjp / ebj /? dealerid =] 07 











Q お問い合わせ先 — os / アプリケーシヨン— 


i- フイルター 6.0 (90 曰版） 


デジタルアーツ株式会社ヴポートセンター 


受付時間 

TEL 

E-mail 

ホー ムぺージ 


10:00-18:00 

(デジタルアーツ指定休業曰を除く） 

日己7日-日日-1334 
p - support @ claj . co.jp 

【よく ある質問】 http :// www . claj . jp / cs / support / pc / if 6 / 

【お問い合わせフオーム】 http :// www . claj . jp / ask / 


LoiLoScope2 30 日体験版 


株式会社 LoiLo 

参 LoiLoScope に関するお問い台わせ 

お問い合わせの前に FAQ ( http :// loilo . tv / product / 1 / faq ) をご確認ください。 

受付時間 ：平日9:□日〜] 8:□日（±曰祝、特別休業日を除く） 

E-mail : loilo @ loilo.tv 

Web からのお問い合わせ 

: http :// loilo . tv / product/l /support 

内容により回答に日数を要する場合わありますので、あらかじめご了承ください。 


music.jp PLAY 

株式会社エムティーアイコンタクトセンター 

E-mail : music . jp _ player @ cc . nnti . co.jp 


RZ タグラー 


RD シリーズヴポートダイヤル 

受付時間 ： 36己曰9:□日〜18:□日 

ナビダイヤル ：日己7日-日日-日233 (通話料有料） 

(PHS • —部の IP 電話などでは、ご利用になれない場合びあります。） 
ホームぺージ : http :// apps . toshiba . co . jp / 

メールでの お問い合わせ 

: https :// www.di 呂 italdoorsjp / dvd / form.php 
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お問い合わせ先 — OS / アプリケーシヨン— 


デジタル全国地図いつも NAVI (90 曰版） 

ゼンリンデータコム 

お客様相談室 

受付時間 ： 

10:00-17:00 月〜金（祝日•指定休日は除く） 

E-mail : 

itsnno _ navi @ zenrin - clataconn.net 

ホームぺージ ： 

http :// www . zmap . net / contactus / index.html 


Roxio Creator LJ 
コーレル • □キシオヴポートセンター 

お問合せの前にホームぺージ ( http :// www . roxio . jp / support /) をご確認ください。 
電話や Web ヴポートをご希望の場合、ユーヴー登録び必要です。 

受付時間 ： ] 日:□日〜] 2:00、 ] 3:3日〜] 7:3日 

(± •曰•祝日*コーレル株式会社び定めた休日を除く） 

TEL : 0570-001-002 


ブックプレイスリーダー 
株式会社 BookLive 

ブックプレイスのストアサイトをご確認ください。 

ホームぺージ : http :// toshibabookplace . booklive . jp / 

メールによるお問い合わせ 

: https :// toshibabookplace . booklive . jp / inclex / contact / 
FAQ : http :// toshibabookplace . booklive . jp / faq/inclex 


楽しもうフォトウイザード 

日本マイク□ソフト株式会社ヴポート受付窓 □ 

受付時間 

:月曜日〜金曜日： 9:3日〜] 2:□日、 13:00-19:00 
±曜日： ] 日:□日〜17:□日 

※祝曰、曰本マイク□ソフト株式会社指定休業曰を除さます。 

TEL 

: 0120-54-2244 

※音声ガイダンスび流れますので、ガイダンスに従って番号のご選択を 
お願いいたします。 

ホームぺージ 

: http :// support . nnicrosoft . conn / 
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Q お問い合わせ先 — os / アプリケーシヨン— 


筆ぐるめ 

富±ソフト株式会社 

インフォメーシヨンセンター 

受付時間 ： 

9:30-12:00. 1 3:00-17:00 (± .日-祝祭日.休業日を除く） 


]] 月]曰から] 2月3日曰までは無休 

TEL 

0570-550-21 1(ナビダイヤル） 

E-mail : 

users @ fsi . co.jp 

ホー ムぺージ ： 

http :// info . fsi . cojp/f 呂 W / 


その他のアプリケーション 

《本製品を購入後に追加したアプ U ケーションに関しては、製造元各社へお問い合わせくだ 
さい。 

東芝（東芝 PC あんしんサポート） 

全国共通電話番号：日] 20-97-1 048 (通話料-電話ヴポート料無料） 

おかけいただくと、ガイダンスび流れます。ガイダンスに従って操 
作してください。 

技術的な質問、お問い合わせは、ガイダンスの後でのをプッシュし 
てください。 

技術相談窓 □ 受付時間： 9:□□〜19:□日（年中無休） 

[電話番号はおまちびえないよラ、ご確認の上おかけください] 

海外からの電話、携帯電話、 PHS 、 または直収回線など回線契約によってはつなびらない場 
合びございます。その場合は TEL 043-298-8780 (通話料お客様負担）にお問い合わせ 
ください。 

システムメンテナンスのため、サポートを休止させていただく場合びございます。日程は、 
ヴポートサイト （ http :// clynabook . com / assistpc / mclex _ j . htm ) にてお知らせいたし 
ます。 

お客様の個人情報の取り扱い全般に関する当社の考えかたをご覧になりたいかたは、（株）東 
芝の個人情報保護方針のぺージ ( http :// www . toshiba . co . jp / privacy / inclexJ . htnn ) をご 
覧ください。 
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付録 

本製品の機能を使用ずるにあたってのお願いや巧術基準適合などにつ 
いて記していまず。 


1ご使用にあたってのお願い . 148 

2技術基準適合について . 156 

3無線 LAN / Bluetooth について . 158 

4ワイヤレスマウスについて . 171 
























1 I ご巧用におたつてのお願い 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていただ 
さたいことびあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 


■■パソコン本化について 

I スイッチ/ボタンの操作にあたつて _ 

•スイッチ/ボタンを強く押さえたり、ボールペンなどの先の鋭いものを使ったりしないでく 
ださい。スイッチ/ボタンび故障するおそれびあります。 


I 機器への強い衝撃やか店について 



♦機器に強い衝撃や外圧を与えないように注意してください。製品には精密部品を使用してお 
りますので、強い衝撃や外圧を加えると部品び故障するおそれびあります。 

•パソコンの表面を硬いものでこすると傷びつくことびあります。 

取り扱いにはごま意ください。 

I タッチパツドの操作にあたつて 


♦タッチパッドを強く押さえたり、ボールペンなどの先の鋭いわのを使ったりしないでください。 
タッチパッドび故障するおそれびあります。 


D 電源コード、 AC アダプターの取り扱いについて 

♦電源コードやケーブルは束ねずに、ほどいた状態で使用してください。ご使用時は、あらか 
じめ『安/こ\してお使いいただくために』に記載されている記述をよく読み、必ず指示を守っ 
てください。 

• 電源コードや AC アダプターを持ち運ぶときには、次の図のように正しくケーブルを束ねて 
ください。 



電源コード、 AC アダプターは、購入された f デルにより異なります。 
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D ご使用にあたってのお願い 


K ■ち線 LAN について 

I LAN ケーブルの巧用にあたって _ 

• LAN ケーブルは市販のものを使用してください。 

• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケーブルを引っ張っ 
たり、パソコン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損するおそれびあります。 

• LAN インターフエースを使用するとき 、 Gigabit Ethernet (] 日日日巳 ASE - T ) は、エン八 
ンストカテゴ U 己 （ CAT 己 e ) じ(上のケーブルを使用してください。 

Fast Ethernet (] 日日巳 ASE - TX ) は、カテゴ U 己 （ CAT 己）じ(上のケーブルを使用してく 
ださい。 

Ethernet (] 日巳 ASE - T ) は、カテゴ U 3 ( CAT 3) じ(上のケーブルび使用できます。 
•ポート拡張ユニット/ポート拡張ユニット2を接続しているとさは、パソコン本体の LAN 
コネクタを使用しないでください。 


K ■無慷 LAN について 

I 無線 LAN を使用ずるにあたって _ 

♦無線 LAN の無線アンテナは、障害物び少なく見通しのさく場所で最も良好に動作します。無 
線通信の範囲を最大限有効にするには、本や厚い紙の束などの障害物でディスプレイを覆わ 
ないようにしてください。 

また、無線 LAN アクセスポイントとパソコンとの間を金属板などで遮へいしたり、無線ア 
ンテナの周囲を金属製のケースなどで覆わないようにしてください。 

•無線 LAN は無線製品です。各国/地域で適用される無線規制にっいては、附録0無線 
LAN / 巳 luetooth について」を確認してください。 

•本製品の無線 LAN を使用できる国/地域については、 「 dynabook . com 」 を確認してください。 

I 無線 LAN の操作にあたって _ 

• 巳 luetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉 
し合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場 
合は、今お使いの Bluetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

• アドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続び不 
可能になる場合びあります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピューターすべてに対して、新たに別のネットワーク名で設定を行ラ必要びあります。 










D ご使用にあたってのお願い 


ウイルスチェック-セキュリティ巧策について 

I 使用するにあたって _ 

•本製品に用意されている「ウイルスバスター」は9日日間の使用期限びあります。必ず期限 
切れ前に有料の正規サービスへ登録するか、ほかのウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソ 
フトを導入してください。 

• ウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトをご使用になる場合には、必ずウイルス定義 
ファイルの最新版を使用してください。 

ウイルス感染を防止するには、常に最新のウイルス定義ファイルび必要です。 

•すでにインスI-ールしてあるウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトとは別のウイルス 
チェック/セキュ U ティ対策ソフトをインストールする場合は、すでにインストールしてい 
るものをすべてアンインストールしてから行ってください。 

ウイルスバスターのセキュリティ機能について「ウイルスバスター」のヘルプ 


lan - フイルター 6.0 J について 

I 巧用期限について _ 

•無料使用期間はご使用開始より9日日間です。無料使用期間び過ぎますと、設定びすべて解 
除されフィルタ U ング機能びご使用でさなくなります。無料使用期間中に有料にて正規ヴー 
ビスをお申し込みいただくことで、継続して使用することびでさます。 

mm 周遇機器/メモリについて 

I パソコン 本体への機器の取り付け/取りはずしについて 

♦取り付け/取りはずしの方法は機器によって違います。3章および『パソコンで見るマニュ 
アル活用編』を読んでから作業をしてください。またその際には、次のことを守ってくださ 
し、守らなかった場合、故障するおそれびあります。 

-ホットインヴーシヨンに対応していない機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の電源 
を切ってから作業を行ってください。ホットインヴーシヨンとは、電源を入れた状態で機 
器の取り付け/取りはずしを行うことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってわ、結露しないように急激な温度変化を与えない 
でください。冬場は特に注意してください。 

-ほこりび少なく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作業をしな 
いで < ださい。 

-本書で説明している場所のネジじ(外は、ゆるめたり、取りはずしたりしないでください。 

-作業時に使用するドライバーは、ネジの形、大ささに合ったわのを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受けられません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 












D ご使用にあたってのお願い 


-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 

I メモリの増設の操作にあたって _ 

•必ずパソコン本体の電源を切り、電源コードの電源プラグをコンセントからはずし、電源コ 
ネクタから AC アダプターのプラグを抜さ、バッテ U —パックを取りはずしてから作業を行っ 
てください。 

• メ f U ] 枚で使用する場合は、ス□ット A に取り付けてください。 

•パソコン本体やメモ U のコネクタに触らないでください。コネクタにゴミや油び付着すると、 
メ fU び正常に使用でさなくなります。 

• メモ U は、コネクタに差し込む部分ではなく両端饥く欠けている部分）を持っようにして 
ください。 

• メモ U を強く押したり、曲げたり、落としたりしないでください。 

♦ス U —プ/休止状態中にメ fU の取り付け/取りはずしを行わないでください。ス U —プ/ 
休止状態び無効になります。また、保をされていないデータは消失します。 

□詩電気について 

• メモ U は、精密な電子部品のため静電気によって回復不能な損傷を受けることびあります。 
人間の体はわずかなびら静電気を帯びていますので、メモ U を取り付ける前に静電気を逃び 
してから作業を行ってください。手おにある金属製のわのに軽く指を触れるだけで、静電気 
を防ぐことびでさます。 


E ■バッテリーについて 

I バッテリーを使用するにあたって _ 

♦バッテ U —パックの取り付け/取りはずしをする場合は、必ず電源を切り、電源コードの電 
源プラグをコンセントからはずし、電源コネクタから AC アダプターのプラグを抜いてから 
作業を行ってください。ス U —プを実行している場合は、バッテ U —パックの取りはずしを 
しないでください。データび消失します。 

• 電極に手を触れないでください。故障の原因になります。 




•パ'ッテ U - パックをパソコンに取り付けたときは、バッテ U - 安全□ックび□ック側になっ 
ていることを必ず確認してください。 

安全□ックび□ック側になっていないと、持ち運びのとさにバッテ U —パックびはずれて落 
ちるおそれびあります。 

詳細について「3章0■巧]バッテリーパックを交換する」 













D ご使用にあたってのお願い 


♦バッテ U —駆動で使用しているときは、バッテ U —の残量に十分注意してください。 

バッテ U —を使いさってしまうと、ス U —プび効かなくなり、電源び切れて、メモ U に記憶 
されていた内容はすべて消えます。また、時計用バッテ U —を使いさってしまラと、時刻や 
曰付に誤差び生じます。このよラな場合は、電源コードと AC アダプターを接続してバッテ 
U 一と時計用バッテ U —を充電してください。 

I バッテリーを巧電ずるにあたって _ 

•パ'ッテ U —パックの温度び極端に高いまたは低いと、正常に充電されないことびあります。 
バッテ U —は己〜3己むの室温で充電してください。 

社団法人電子情報技術産業協会の「バッテ U 関連 Q&A 集」にっいて 
http://homejeita.o「jp/c 呂 i-bin/pa 呂 e/detail.c 呂 i?n= ] 2 ] Sica= ] 4 


mm バックアップについて 


I バックアップをとるにあたつて 



• ユーヴー名び U カバ U —後と異なる場合、バックアップしたデータび復元でさない場合びあ 
ります。 U カバ U —をする前にユーヴー名を控えてください。 

リカバリーについて「4章買ったときの状態に戻すには」 

♦八ードディスクドライブや記録メディアに保存しているデータは、万び一故障び起さた場合 
や、変化/消失した場合に備えて定期的にバックアップをとって保をしてください。 

八ードディスクドライブや記録メディアに保存した内容の損害については、当社はいっさい 
その責任を負いません。 


KEir まミフアイルレスキュ ー J について^^ 

I データを救巧!/復元ずるにあたって _ 

•本ソフトウェアは、八ードディスク上のすべてのファイルの救助、復元を保証するものでは 
ありません。 

当社は、いかなる場合においても、本ソフトウェアの使用によって生じたデータの損害につ 
いていっさいの責任を負わないわのとします。 

♦八ードディスクび破損している場合、または八ードディスク上のファイルび破損している場 
合は、救助、復元することびでさません。 

•「東芝ファイルレスキュー」は、日 S び起動しないとさに、八ードディスク上のファイルを別 
の保を用記録メディアへ退避するためのものです。その他の用途では使用しないでください。 
♦データを救助するとさ、データ保を用の記録メディアは、パソコンの電源を入れる前にセッ 
卜してください。電源を入れたあとにセットすると正しく認識されないことびあります。 

♦プ□グラムファイル、またはプ□グラム用のデータファイルを救助しても、復元後に正常に 
動作することを保証でさません。 

♦著作権保護、またはコピープ□テクシヨンによって保護されたファイルを救助しても、復元 
後に正常に動作することを保証でさません。 


152 









D ご使用にあたってのお願い 


♦システム属性を持つファイル、および、暗号化されたファイルは救助でさません。暗号化さ 
れた八ードディスクからは、救助でさません。これらの救助でさないファイルは、救助対象 
を選択、または確認する一覧の中に表示されません。 

♦データを救助するとさはすベてのユーヴーのユーヴーデータを一度に救助することびでさま 
すび、データを復元するとさは一回の復元実行によって一つのユーヴーアカウント分のデー 
夕だけを復元します。復元したファイルは、復元処理を実行したユーヴーアカウントの所有 
ファイルとなります。 

ファイルの所有者となるユーヴーアカウントでヴインインし、復元処理を実行してください。 
•復元実行中にス U —プ/休止状態へ移行する操作を行わないでください。 

• データ保を用の記録メディアとして CD/DVD を使用するとさは、データを確実に救助する 
ために、新しい記録メディアを使用することをおすすめします。 


m 指紋認証について 

I 指紋認証の操作にあたって _ 

指紋センサーは非常に高度な技術で作られておりますので、次の取扱注意事項を守ってご使用 
ください。特に指紋センサー表面の取り扱いには十分ご注意ください。 

♦次のよラな取り扱いをすると故障したり、指紋び認証されない原因になります。 

-指紋センサー表面を爪などの硬いものでこすったりひっかいたりする 
-指紋センサー表面を強<押す 
-めれた手で指紋センサー表面を触る 

指紋センサーの表面に水蒸気などをあてず、乾燥した状態に保ってください。 

-化粧品や薬品、砂やおなどの付いた手で指紋センサー表面を触る 
砂などのルさい物でわ、指紋センサーを傷つける場合びあります。 

-指紋センサー表面にシールなどをはる 
-指紋センサー表面に鉛筆やボールペンなどで書く 
-指紋センサー表面を静電気を帯びた手や布などで触る 
• 指紋センサーをご使用になるとさには、次の点にご注意ください。 

-手び巧れている場合には手を洗い、完全に水分を而さ取る 
•金属に手を触れるなどして、静電気を取り除く 
特に空気び乾燥する冬場には注意してください。静電気は指紋センサーの故障原因になり 

On 9 〇 

-眼鏡而さ（ク U —ナーク□ス）などの柔らかい布でセンサーの巧れを而さ取る 
このとさ、洗剤は使用しないでください。 

-指と指紋センサーび横から見て平行になるよラに指を置く 
-指紋センサーと指の中央を合わせる 
-指紋センサーの上に第]関節びくるよラに置く 
-すべらせるとさにはゆっくりと一定のはやさで手前にすべらせる 
それでも認識されない場合は、はやさを調整してください。 






D ご使用にあたってのお願い 


ちの図のよラに、指を上下や左ちにぶれさせ 
ず、指紋センサーび完全に見える状態になる 
まで手前にすべらせてください。 


読み込ませる節囲 



• 指紋を登録する場合には、認識率向上のために次のような状態の指は避けてください。 

-めれている 
-けびをしている 
-而やけている 
-荒れている 
-巧れている 

指紋の間の巧れや異物を取り除いた状態で登録してください。 

-乾燥性の皮膚炎などにかかっている 

• 認識率び下びったな、と思ったら次の点を確認してください。 

-指紋センサーの表面び巧れていないか確認する 
巧れている場合は、眼鏡而さ（ク U —ナーク□ス）などの柔らかい布で軽く而さ取ってか 
ら使ってください。指紋センサー表面は強くこすらないでください。故障するおそれびあ 
ります。 

-指の状態を確認する 

傷や手荒れ、極端に乾燥した状態、而やけた状態、指紋び磨耗した状態、極端に太った場 
合など、指紋の登録時と状態び異なると認識でさない可能性びあります。認識率び改善さ 
れない場合には、ほかの指での再登録をおすすめします。 

-指の置さかたに注意する 
• その他 

- 2本じ(上の指を登録することをおすすめします。うまく認識しにくい場合などは、登録し 
なおすか、ほかの指を登録してください。 

-指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でわ、個人差により指紋情報び少ないなど 
の理由で、登録•使用びでさない場合びあります。 

•指紋認証機能は、データや八ードウエアの完全な保護を保証してはおりません。本機能を 
利用したことによる、いかなる障害、損害に関して、いっさいの責任は負いかねますので、 
ご了承ください。 


























D ご使用にあたってのお願い 


I Windows パスワードの設定について _ 

• 指紋認証を使用するには、あらかじめ Windows パスワードの設定び必要です。 

Windows パスワードびわからなくなった場合、パソコンの管理者アカウントで設定したユー 
ヴーアカウントびほかにあれば、そのアカウントでヴインインしてパスワードの再登録びで 
さます。管理者アカウントで設定したほかのユーヴーアカウントびない場合は、 U カバ U — 
をしてください。 U カバ U —をすると、購入したあとに作成したデータなどは、すべて消失 
します。 

Windows パスワ-ドについて 

『Windows ヘルプとサポート』 

『パソコンで見るマニュアル活用編 2 章 11- 田 Windows パスワード》 

I 指紋認証のパスワード入力について _ 

• 指紋認証に関連するシステム環境や設定び変更された場合、起動時にユーヴーパスワードや 
HDD パスワードの入力を求められることびあります。その場合は、キーボードから各パス 
ワードを入力してください。 





2 I 巧術昼を通をについて 


『パソコンで見るマニュアル』にわ技術基準適合に関する説明び記載されています。本書だけで 
なく、『パソコンで見るマニュアル』の記載もあわせてご確認ください。 


■瞬時電圧低下について 


この装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピューターの瞬時 
電圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る 
瞬時電圧低下に対しては、不都合を生じることびあります。 


■電液障害自主規制について 

『パソコンで見るマニュアル活用編付録0技術基準適合について』 



■ レーザーち 全基準に ついて 

本製品は、レーヴー製品の安全基準 (EN60825-1) の"クラス]レーヴー機器"である光学ド 
ライブを搭載しています。 

『パソコンで見るマニュアル活用編付録0技術基準適合について』 


■「FCC information」 について 

『パソコンで見るマニュアル活用編付録 D 技術基準適合について』 

■ EU Declaration of Conformity について 

C€ 

This product is carrying the し E-Mark in accordance with the related European Directives. 
Responsible for CE-Marking is TOSHIBA Europe GmbH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss ， 
Germany. The complete and official EU Declaration of Conformity can be found on TOSHIBA’S 
web site 

http://epps.toshiba-teg.com on the Internet. 
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0 技術基準適合について 


CE compliance 

This product is labelled with the CE Mark in accordance with the related European Directives, 
notably じ lectromagnetic Compatibility Directive 2004/108/EC for the notebook and the 
electronic accessories including the supplied power adapter，the Radio Equipment and 
Telecommunications Terminal Equipment Directive 1999/5/EC in case of implemented 
telecommunication accessories and the Low Voltage Directive 2006 /9 う / EC for the supplied 
power adapter. Furthermore the product complies with the Ecodesign Directive 2009/125/EC 
(ErP) and its related implementing measures. 

This product and the original options are designed to observe the related EMC ( じ lectromagnetic 
Compatibility) and safety standards. However, TOSHIBA cannot guarantee that this product still 
observes these EMC standards if options or cables not produced by TOSHIBA are connected or 
implemented. In this case the persons who have connected/implemented those options/cables 
have to provide assurance that the system (PC plus options/cables) still fulfils the required 
standards. To avoid general EMC problems, the following guidance should be noted: 

■ Only CE marked options should be connected/implemented 

■ Only best shielded cables should be connected 

Working environment 

This product was designed to fulfil the EMC (Electromagnetic Compatibility) requirements to 
be observed for so-called "Residential, commercial and light industry environments，，. TOSHIBA 
do not approve the use of this product in working environments other than the above mentioned 
"Residential，commercial and light industry environments". 

For example, the following environments are not approved: 

■ Industrial Environments (e.g. environments where a mains voltage of 380 V three-phase is 
used) 

■ Medical Environments 

■ Automotive Environments 

■ Aircraft Environments 

Any consequences resulting from the use of this product in working environments that are not 
approved are not the responsibility of TOSHIBA. 

The consequences of the use of this product in non-approved womng environments may be: 

■ Interference with other devices or machines in the near surrounding area. 

■ Malfunction of, or data loss from, this product caused by disturbances generated by other 
devices or machines in the near surrounding area. 

Therefore TOSHIBA strongly recommend that the electromagnetic compatibility of this product 
should be suitably tested in all non-approved working environments before use. In the case of 
automobiles or aircraft, the manufacturer or airline respectively should be asked for permission 
before use of this product. 

Furthermore, for general safety reasons, the use of this product in environments with explosive 
atmospheres is not permitted. 



3 I 巧嫌 g LAN/Bluetooth について 


* Bluetooth 機能については、 Bluetooth 機能搭載モデルのみ対象となりまず。 

* 曰 GHz の無線 LAN については、 IEEE 802.11 a をサポートしているモデルのみが象となり 
まず。 


n 無慷 LAN の概要 

本製品には、 IEEE 802 . l ] a 、 IEEE 802.1 lb . IEEE 802 .1] 呂、 IEEE 802.1] n のすベて、 
わしくはその一部に準拠した無線 LAN び搭載されています。 

本書では、搭載された無線 LAN の種類によって説明び異なる項目びあります。 

使用しているパソコンに搭載された無線 LAN の種類の確認については、次の説明を確認してく 
ださい。 

『パソコンで見るマニュアル基本編付録 D - 居]ワイヤレス（無線） LAN 』 


■無線 LAN の仕様 


無線周波数帯 

IEEE 802.1 la , 

IEEE 802.1 In 

己 GHz (己]己日-己 3 己日 MHz 、 および 
己470-己72己 MHz ) 

IEEE 802.1 lb , 
IEEE 802.1 Ig , 
IEEE 802.1 In 

2.4 GHz (2400-2483 MHZ ) 

変調方式 

IEEE 802.1 la , 
IEEE 802.1] 呂 

直交周波数分割多重方式 

0 FDM - BPSK , 0 FDM - QPSK , 0 FDM -16 QAM ， 

0 FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散方式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK , DSSS - D 巳 PSK 

IEEE 802.1 In 

直交周波数分割多重方式 （ OFDM 方式） 
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El 無線 LAN/ 目 luetooth について 


B 巧線 LAN のヴポートする周波数帯域 

無線 LAN びヴポートする日 GHz 帯および 2.4GHz 帯のチャネルは、国/地域で適用される無 
線規制によって異なる場合びあります（表「無線 IEEE802.1 ] チャネルセット」参照)。 

■無線 IEEE802.1 1 チャネルセット 
• 曰 GHz 帯： 己 1 己 0- 曰 3 己 OMHz 33 ぶび、己 470- 曰 72 曰 MHz 
UEEE 802.11 a 、 IEEE 802 .1 1 n の 場含） 



チヤネル ID 

周波数 


36 

己] 80 

W 己 2 

40 

己200 

44 

己220 


48 

己240 


52 

己260 

W 己 3 

56 

己280 

60 

己300 


64 

己320 


100 

己己00 


104 

己己20 


108 

己己40 


112 

己己60 


116 

己己80 

W 己 6 

120 

己600 


124 

己620 


128 

己640 


132 

己660 


136 

己680 


140 

己700 


アクセスポイント側のチャネル (W52/W53/W56) に合わせて、そのチャネルに自動的に設 
定されます。 

过メモ _ 

• VV 己2、 VV 己3は電波法令により屋外で使用することはできません。 

• IEEE 802.1 ] a および IEEE 802.1 ] n モードではアドホック通信は使用できません。 

♦アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Chi 〜 Ch ]] で使用できます。 

•インフラストラクチャ通信でのアクセスポイントへの接続は、 Chi 〜 Chi 3, Ch 36, Ch 40, 

Ch 44， Ch 48, Ch 己 S ， Ch 己6， Ch 60， Ch 64, Ch ] 00， Chi 04. ChlOS , Ch ]] S ， Chi 16, 
Chl 20. Chi 24. Chl 28. Chl 32. Chl 36. Ch ] 40 で使用でさます。 





























El 無線 LAN / 目 luetooth について 


♦ 2.4GHz 帯： 2400 -2483MHz (IEEE 802 .11 b/ 呂、 IEEE 802 .11 n の場合) 


チヤネル ID 

周波数 

1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

己 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

24己2 

10 

2457* *] 

11 

2462 

12 

2467 

13 

2472 



*] 購入時に、アドホックモード接続時に使用するチャネルとして設定されているチャネルです。 

於 t メモ _ 


• IEEE 802.1 ] n モードではアドホック通信は使用できません。 

• アドホック通信でのピアツーピア接続は、 Ch ] 〜 Ch ]] で使用できます。 
• インフラストラクチャ通信は、 Ch ] 〜 Ch ]3 で使用できます。 
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El 無線 LAN/ 目 luetooth について 


匪 ■ 巳 luetooth の仕様 


ワイヤレス通信 

通信方式 

Bluetooth Specification Ver .4.0 

無線周波数帯 

2.4 GHz (2402 〜 2480 MHz ) 

変調方式 

周波数ホッピング方式2値 FSK 


mm 無慷特性 

無線 LAN および巳 luetooth の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類に 
より異なる場合びあります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の対象になります。国/地域によって使 
用び規制されています。無線ネットワーク機器は、無線免許の必要ない己 GHz および 2.4 GHz 
帯で動作するように設計されていますび、国/地域の無線規制により無線ネットワーク機器の 
使用に多くの制限び課される場合びあります。 

無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートび低いほど、 
通信範囲は広くなります。 

於 t メモ _ 

• アンテナの近くに金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことびあり 
ます。 

• 無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物"びある場合ち、通信範囲に影響を与 
/L よ 9 〇 














El 無線 LAN / 目 luet 日日 th について 


o 本製品を日本でおほいの場合のごミ主意 

曰本では、本製品を第こ世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は2,4日日 MHz 〜2,483.日 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2,427 MHz 〜2,47日.7日 MHz と重 
複しています。 


■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステッカーをパソコン本 
体に貼り付けてください。 




この機器の使用周波数帯は 2.4GHz 帯です。この周波数では電 
子レンジ等の産業-科学-医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要する移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等 au 下「他の無線局」と略す）が運用されています。 

1. この機器を使用する前に、近くで「他の無線局」が運用されて 
し、ないことを確認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チヤンネルを変更するか、 
使用場所を変えるか、又は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場をなど何かお困りのこと 
が起きたときは、東芝 PC あんしんヴポートへお問い含わせくだ 
さい。 



■東芝 PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、『東芝 PC サポートのご案内』を参照してください。 
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□無線 LAN 

■ 現品表 

本製品または無線 LAN モジュールには、次に示す現品表示び記載されています。 


①②⑤④ 

ミ Ws/O 材 - 



⑥ （表示例) 


① 2.4 

② DS 

③ 日 F 

④ 4 

⑥ ■■■ 


2,4□日 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

変調方式び DS - SS 方式であることを示す。 

変調方式び日 FDM 方式であることを示す。 

想定される与干渉距離び 40 m 下であることを示す。 

2,4□日 MHz 〜2,483.5 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避可能であることを意味する。 


■ J 曰 TA □ ゴ表記について 


IEEE 802.11 b/g/n 


IEEE 802.11 a/n 


W52 W53 W56 


己 GHz 帯無線 LAN は、 W 己 2 /W 己 3 /W 己6チャネルをヴポートしています。 

□ Bluetooth 

■ 現品表71^ 

本製品または Bluetooth モジュールには、次に示す現品表示び記載されています。 

①②⑤ 

ゴザ frl— 

I I I 

I I 

L |- ~ - ~ - ~ -1^ 

④ （表示例） 

① 2.4 : 2,4□日 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

③ FH :変調方式び FH-SS 方式であることを示す。 

③] :想定される与干渉距離び]日の1^(下であることを示す。 

@1111： 2,4□日 MHz 〜2,483.日 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避不可であることを意味する D 
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■ a 機巧認証表示について 

本製品には、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局として、認証を受け 
た無線設備を搭載しています。したびって、本製品を使用するとさに無線局の免許は必要あり 
ません。 

■ Intel 6250 a/b/g/n モジュールの場合 

無線設備名: 622ANXHMW 
株式会社ディーエスピー U ヴーチ 
認証番号 : DO 90856003 

■ Intel 6235 a/b/g/n モジュールの場台 （ Bluetooth 機能搭載） 

無糸泉言受備名: 6235ANHMW 
株式会社ディーエスピー U ヴーチ 
認証番号 : D1 11083003 

■ Intel 6205 a/b/g/n モジュールの場含 

無糸泉言受備名: 62205 ANHMW 
株式会社ディーエスピー U ヴーチ 
認証番号 : D 100944003 

■ Intel 6150 b/g/n モジュールの場合 

無線設備名： 612BNXHMW 
株式会社ディーエスピー U ヴーチ 
認証番号 : D 100898003 

■ Intel 2200 b/g/n モジュールの場含 

無糸泉言受備名: 2200BNHMW 
株式会社ディーエスピー U ヴーチ 
認証番号 : D1 11209003 

■ Qualcomm Atheros 948 日 W 巨 - EG b/g/n モジュールの場台 (Bluetooth 機能搭載 ) 

無を泉言受備名: AR5B225 
株式会社ディーエスピー U ヴーチ 
認証番号 : D1 10317003 

■ Qualcomm Atheros 938x a/b/g/n モジュールの場台 （Bluetooth 機能搭載） 

無糸泉言受備名: AR5BHB1 16 
株式会社ディーエスピー U ヴーチ 
認証番号 : D101 136003 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品に実装して使用することを前提に、ル電カデータ通 
信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。したびって、組み込まれた無線 
設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触するおそれびありますので、十分にご 
注意ください。 





El 無線 LAN/ 目 luetooth について 


KB お知らは 

I お 線 製品の相互運用性 _ 

■無線 LAN 

本製品に搭載されている無線 LAN は 、 Direct Sequence Spread Spectrum ( DSSS ) / 
Orthogonal Frequency Division Multiplexin 呂 ( OFDM ) 無線技術を使用する無線 LAN 製 
品と相互運用でさるよラに設計されており、次の規格に準拠しています。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電子技術者協会）策定の 
IEEE 802.11 Standard on Wireless LANs (Revision a / b / g / n ) (無線 LAN 標準規格（版 
数 a / b / g / n )) 

■ Bluetooth 

本製品に搭載されている巳 luet 日日 th は 、 Frequency Hoppin 呂 Spread Spectrum ( FHSS ) 
無線技術を使用する巳 luetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた製品と相互運用できるように 
設計されており、次の規格に準拠しています。 

• Bluetooth Special Interest Gr 日 up 策定の巳 luetooth Specification Ver .4.0 

• Bluetooth Special Interest Group の定義する Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーの 
Lo 呂〇認証 

封メモ 

• 本製品はすべての目 luetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器との接続動作を確認したものでは 
ありません。ご使用にあたっては、 Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器対応の動作条件 
と接続の巧否情報を取扱元にご確認ください。 


また下記の取り扱い上の注意点びあります。 

(1 )Bluetooth Version 1. OB 仕様の Bluetooth ワイヤレステクノ□ジーを用いた機器とは 
互換性びありません。 

に） 2.4 GHz 帯の無線 LAN びお距離で使用されていると通信速度の低下または通信エラーび発 
生する可能性びあります。 

(3) 巳 luetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干 
渉し合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びあ 
る場合は、今お使いの Bluetooth 、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 







El 無線 LAN / 目 luet 日日 th について 


I 健康への影響 _ 

本製品に搭載されている無線 LAN および巳 luetooth は、ほかの無線製品と同様、無線周波の 
電磁エネル半'一を放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べ 
るとはるかに低いレベルにおさえられています。 

本製品に搭載されている無線 LAN および巳 luetooth の動作は無線周波に関する安全基準と勧 
告に記載のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけるものと東芝では確信しており 
ます。この安全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に 
審査、検討している専門家の委員会による審議結果びまとめられています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有者または組織の責任者び無線 LAN および 
巳 luetooth の使用を制限する場合びあります。次にその例を示します。 

•飛行機の中で無線 LAN および巳 luetooth を用いた装置を使用する場合 
• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認められるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわからない場 
合は、無線通信機能を日 N にする前に、個々の組織または施設環境の管理者に対して、本製品 
の使用可否について確認してください。 

I 規制に関ずる情報 _ 

本製品に搭載されている無線 LAN のインストールと使用に際しては、必ず製品付属の説明書に 
記載されている製造元の指示に従ってください。本製品は、無線周波基準と安全基準に準拠し 
ています。 
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Regulatory statements 

# General 

This product complies with any mandatory product specification in any Country/ Region where the 
product is sold. In addition, the product complies with the following. 

# European Union (EU) and EFTA 

This equipment complies with the R&TTE directive 1999/5/EC and has been provided with the CE mark 


accordingly. 


• Canada - Industry Canada (1C) 

This device complies with 民 SS 210 of Industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference, and (2) 
this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 


device. 


L ' utilisation de ce dispositif est autorisee seulement aux conditions suivantes : (1)il ne doit pas produire 
de brouillage et (2)1'utilisateur du dispositif doit etre pret a accepter tout brouillage radioelectrique recu, 
meme si ce brouillage est susceptible de compromettre le fonctionnement du dispositir. 

The term "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada technical 
specifications were met. 



隹 USA - Federal Communications Commission {FCCl 


This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, pursuant 
to Part 13 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against harmful 
interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and can radiate radio frequency 
energy. If not installed and used in accordance with the instructions, it may cause harmful interference 
to radio communications. However, there is no guarantee that interference will not occur in a particular 
installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, which can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the interference 
by one or more of the following measures: 

参 Reorient or relocate the receiving antenna. 

• Increase the distance between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is connected. 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized modilication 
of the devices included with this Bluetooth Card from TOSHIBA, or the substitution or attachment of 
connecting caoles and equipment other than specified by TOSHIBA. 

The correction of interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibility of the user. 
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Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 

■ Wireless LAN 

The radiated output power of the Wireless LAN is far below the FCC radio frequency exposure limits. 
Nevertheless, the Wireless LAN shall be used in such a manner that the potential for human contact 
during normal operation is minimized. 

In the usual operating configuration, the distance between the antenna and the user should not be less than 
20cm. Please refer to the PC user’s manual for the details regarding antenna location. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website 
www.hc-sc.gc.ca/ 

■ Bluetooth 

The radiated output power of the Bluetooth Card from TOSHIBA is far below the FCC radio frequency 
exposure limits. Nevertheless, the Bluetooth Card from TOSHIBA shall be used in such a manner that 
the potential for human contact during normal operation is minimized. The antenna(s) used in this device 
are located at the upper/lower edge of the LCD screen, and this device has been tested as portable device 
as defined in Section 2.1093 of FCC rules when the LCD screen is rotated 180 degree and covered the 
keyboard area. In addition, Bluetooth has been tested with Wireless LAN transceiver for co-location 
requirements. This device and its antenna(s) must not be co-located or operating in conjunction with any 
other antenna or transmitter. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit RF field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website 
www.hc-sc.gc.ca/ 

参 Taiwan 

Article 12 Without permission granted by the NCC, any company, enterprise, or user is not allowed 
to change frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as 
performance to a approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere 
legal communications; If found, the user shall cease operating immediately until no 
interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance 
with the Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 
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参 Europe 


■ Wireless LAN 

Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community Countries 

Belgie/ 

For private usage outside buildings across public grounds over less than 300 m no special 

Belgique: 

registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT is required for private 
usage outside buildings across public grounds over more than 300m. For registration and 
license please contact IBPT/BIPT. 


Voor prive-gebruik buiten gebouw over publieke groud over afstand kleiner dan 300m 
geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebmik over afstand groter dan 300 m is wel 
registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie kunt u contact opnemen met 

BIPT. 


Dans le cas d'une utilisation privee, a I'exterieur d'un batiment, au-dessus d'un espace public, 
aucun enregistrement n'est necessaire pour une distance de moins de 300m. Pour une 
distance superieure a 300m un enregistrement aupres de I'lBPT est requise. Pour les 
enregistrements et licences, veuillez contacter I'lBPT. 

Deutschland: 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Anmeldung im Outdoor-B ereich notwendig, aber nicht genehmigungspflichtig. Bitte mit 
Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: 

Restricted frequency band: only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz respectively) 
may be used outdoors in France. 


Bande de rrequence restreinte : seuls les canaux 1-7 (2400 et 2454 MHz respectivement) 
doivent etre utilises endroits exterieur en France. Vous pouvez contacter 1'Autorite de 
Regulation des Telecommuniations (http://www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 

halia: 

License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 


E'necessaria la concessione ministeriale anche per I'uso interne. 

Verificare con i rivenditori la procedura da seguire. 

Nederland 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Licentie verplicht voor gebmik met buitenantennes. Neem contact op met verkoper voor 
juiste procedure. 


To remain in conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation, the above 
2.4GHz channel limitations apply for outdoor usage. The user should use the Wireless LAN utility to 
check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the allowable frequencies for 
outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable national spectrum regulator to request a 
license for outdoor operation. 
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mm 巧用でまる国/化域について 

海外で無線通信機能を使用する場合は、使用される国/地域の無線規格を取得している必要び 
あ0ます。 

無線規格を取得している国/地域に関する情報は、 「 dynabook . com 」 をご覧ください。 
rclynabook.com」 について『東芝 PC ヴポートのご案内』 

また、無線規格を取得していない国/地域では、パソコン本体の無線通信機能を日 FF にしてく 
ださい。 

無線通信機能の日 FF についてに章 0- 巧]無線 LAN で接続する」 





4 I ワイヤレス 7 ウスについて 


* ワイヤレスマウス付属モデルのみ 


仕様にごいて 


ワイヤレスマウスの仕様は次のとおりです。 


無線周波数帯 

2.4 GHz 

センサー方式 

光学式またはレーヴー式 

通信距離 

見通し約日 m (最大 )4 2 

使用電池 

単3形乾電池 ] 本 

外形寸法 

約6日（幅） X 100娛行） X 38 搞さ ） mm (突起部を除く） 

質量 

約 64 g (電池を除く） 


* ] モデルによって、センサー方式び異なります。 

*2 ワイヤレスマウスの通信距離/速度は、設置場所、設置ち向、使用環境などにより、変化します。 














D ワイヤレスマウスについて 



曰本では、付属のワイヤレスマウスを第こ世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、 
その使用周波数帯は2,4日日 MHz 〜2,483.5 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移 
動体識別用構内無線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2,427 MHz 〜 
2,47日.7己 MHz と重複しています。 

■ステッカー 

無線 LAN のステッカーについての記載を参照してください。 

「付録 B B 本製品を曰本でお使いの場合のご注意」 

■ 現品表71^ 

本製品には、次に示す現品表示び記載されています。 

①②③ 

2.1 4 加 


④ （表示例） 

① 2.4 : 2,4□日 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

② XX :変調方式びその他の方式 ( GFSK ) であることを示す。 

③ ] :想定される与干渉距離び]日下であることを示す。 

④ I i i I : 2,4□日 MHz 〜2,483.日 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 

回避す可であることを意味する。 
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B 機巧認証表示について 

付属のワイヤレスマウス（マウスレシーバー含む）は、電波法に基づくル電カデータ通信シス 
テムの無線局として、技術基準適合証明を受けております。したびって、本製品を使用すると 
さに無線局の免許は必要ありません。 

ただし、じ(下の事項を行うと法律に罰せられることびあります。 

•付属のワイヤレスマウス（マウスレシーバー含む）を分解/改造すること 

無線設備名： M - R 0013 

TELE 円 CATION 巳. V . 社 

認、言正番号: 201 WWO 9215196 

無線設備名： M - R 0032-0 

TELEFICATI 0 N 巳. V . 社 

認証番号： 201 WW 1 1215371 

無線設備名： C - U 0007 

TELE 円 CATION 巳. V . 社 

言忍言正番号: 201 WW 1 0215003 
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リカパリーチェツクシー 


パソコンを初期状態に戻す （ U カバ U —）前に、本ページをコピーするなどして、次の項目を 
順番にチェックしなびら実行してください。本ページに記載されている各チェック項目の詳細 
は、「4章貫ったときの状態に戻すには」で説明しています。 


U [バソコンを初期が態に戻す前に確認すること 


□ ウイルスチェックソフトで、ウイルス感染のチェックを実行する 
□周辺機器をすべて取りはずし、再度確認してみる 

□「5章困ったとさは」をご覧になり、ほかのトラブル解消方法を探してみる 
□ システムの復元で1^(前の状態に復元する 


0[バソコンを初斯扶態に戻す前にしておくこと 


□① 準備するらの 

□『dynabook ガイド』（本書） 

□この U カバ U —チェックシートをコピーしたわの 

□ U カバ U —メディア（作成した U カバ U —メディアから U カバ U —する場合） 

□② 必要なデータのバックアップをとる 

バックアップをとることびでさる場合は、とっておいてください。 U カバ U —をすると、購 
入後に作成したデータはすべて消失します。 

□ [ドキュメント](または[マイドキュメント])、[ピクチャー](または[マイピクチャー]) 
などのデータ 

□購入後にデスクトップに保存したデータ 

□ Microsoft Internet Explorer の[お気に入り]のデータ 

□ メール送受信データ □メールアドレス帳 

□ プレインス I -ールされているアプ U ケーシヨンのデータやファイル 
□ 購入後にインス I -ールしたアプ U ケーシヨンのデータ 
□ 購入後に作成したフオルダーやファイル 

バックアップについて『パソコンで見るマニュアル基本編1章 [3 バックアップをとる』 

□③アプリケーシヨンのセットアップ用のメディアを確認する 

購入後にインス!-ールしたアプ U ケーシヨンなどは、 U カバ U —後にインス!-ールする必要 
びあります。 U カバ U — した直後は、お客様びインス!-ールしたソフトなどは復元されませ 
ん。ご購入されたメディアなどから再度インス I -ールしてください。 

□ ④ 各種設定を確認する 
□ ⑥ 無線通信機能が ON であるか確認ずる 
□ ⑥ 周辺機器をすべて取りはずす 


[バソコンを初斯扶態に戻す流れ 


U カバ U —をする場合は、次のような流れで作業を行ってください。 


□① U カバ U - 

□③周辺機器（マウス-プ U ンターなど）を 
取り付けて、設定する 
□③インターネットやメールの設定 


□ ④ウイルスチェックソフトの設定と更新 
□⑥ Windows Update 
□ ⑥アプ U ケーシヨンのインス I -ール 
□ ⑦データの復元 
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東芝 PC 総合情報サイト 

http://dynabook.com/ 


まち PC あんしんサポート 

技術的なご質問、お問い合わせ、修理のご依頼をお受けいたします。 

本製品に用意されている日 S、 アプ U ケーシヨンのお問い合わせ先は、 

本書「5章0お問い合わせ先」でご案内しております。 

全国共通電話番号 0120 - 97-1 048 (通話料•電話サポート料無料） 

おかけいただ < と、ガイダンスび流れます。 

ガイダンスに従ってご希望の窓□に該当する番号をプッシュしてください。 

電話番号は、お間違えのないよラ、ご確認の上おかけください。 

海外からの電話、携帯電話、 PHS、 一部の IP 電話および直収回線など回線契約によっては 
つなびらない場合びございます。その場合は TEL 043-298-8780 (通話料お客様負担） 

にお問い合わせください。 

ご相談の内容により、別のヴポート窓口をご案内する場合びございます。 

技術相談窓口受付時間： 9 : 00-19 ： 00 (年中無休） 

修理相談窓口受付時間： 9 : 00〜22 : 00 (年末年始12/31〜1/3を除く） 

インターネットちご利用<ださい。 

http://dynabook.com/assistpc/index」.htm 

インターネットで修理のお申し込み 

http://dynabook.com/assistpc/repaircenter / し repair.htm 

V_ J 

お問い合わせの詳細は、『東芝 PC サポートのご案内』をご参照ください。 

お客様からいただく個人情報（お名前や連絡先など）は、ご相談の対応、修理対応、ヴービ 
ス向上施策のために使用させていたださます。利用目的の範囲内で、お客様の個人情報を当 
社グループ会社や委託業者び使用することびございます。お客様は、お客様ご本人の個人情 
報について、開示、訂正、削除をご請求いただけます。その際は、東芝 PC あんしんヴポート 
までご連絡ください。 

お客様の個人情報の取り扱い全般に関する当社の考えかたをご覧になりたいかたは、（株)東芝 
の個人情報保護方針のぺージ (http://www.toshiba.co.jp/privacy/inclex_j.htm) をご覧 
<ださい。 

1目歳未満のお客様は、保護者のかたの同意を得た上でお問い合わせください。 

-本書の内容は、改善のため予告なしに変更することびあります。 

-本書の内容の一部または全部を、無断で転載することは禁止されています。 
•落 T 、 乱 T 本は、お取り換えいたします。 

東芝 PC あんしんヴポートにお問い合わせください。 
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GE 
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ZA 
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ZE 

ZO 

Jl 

だ 

ぢ 

づ 

で 

ど 

DA 

Dl 

DU 

DE 

DO 

ば 

び 

ぶ、 

ベ 

ぼ 

BA 

巨 1 

己 u 

BE 

BO 

ぱ 

ぴ 

ぷ 

パ 

ぽ 

PA 

PI 

PU 

PE 

PO 

ヴァ 

ヴィ 

ヴ 

ヴ X 

ヴォ 

VA* 

VI* 

vu 

VE* 

VO* 


:英字を入力し、医 MCf) キーを巧してください。 


■記号の入力 


記号の中には読みを入力して 阮 A び悼 一 
を巧すと変換できるものもあります。 


〜 


り// 

①②I 正 


から 

こめ 

おなじ 

いち、じ… 

おんぷ 

〇©# 

t i — 

ヶ 


0 

まる 

やじるし 

け 

しめ 

ふあい 


【】《》『』 

X 

irf 

しか< 

かっこ 

かける 

へいほうめ 一とる 


干 

早 

(へへ）などを種顔文字 

ほし 

ゆうびん 

わる 

かお 


うあ 

うい 


うえ 

うお 

WHA 

WHI 


WHE 

WHO 

きゃ 

さい 

ぎゅ 

さえ 

さょ 

KYA 

KYI 

KYU 

KYE 

KY0 

ぎゃ 

ぎい 

ぎゅ 

ぎえ 

ぎょ 

GYA 

GYI 

GYU 

GYE 

GY0 

<あ 

<い 


<え 

<お 

QA 

QI 


QE 

Q0 

しゃ 

しい 

しゅ 

しえ 

しょ 

SYA 

SYI 

SYU 

SYE 

SY0 

SHA 

SHU 

SHE 

SH0 

じゃ 

じぃ 

じゅ 

じえ 

じょ 

」YA 

」YI 

JYU 

」YE 

」 Y0 

」A 

」U 

」E 

」0 

すあ 

すい 

すう 

すえ 

すお 

SWA 

SWI 

SWU 

SWE 

SW0 

ちゃ 

ちぃ 

ちゅ 

ちえ 

ちょ 

TYA 

TYI 

TYU 

TYE 

TY0 

CHA 

CHU 

CHE 

CH0 

ぢゃ 

ぢい 

ぢゅ 

ぢえ 

ぢょ 

DYA 

DYI 

DYU 

DYE 

DY0 

〇あ 

3 い 


3 え 

〇お 

TSA 

TSI 


TSE 

TS0 

てゃ 

てい 

てゅ 

てえ 

てょ 

THA 

THI 

THU 

THE 

TH0 

とあ 

とい 

とう 

とえ 

とお 

TWA 

TWI 

TWU 

TWE 

TWO 

にゃ 

(こぃ 

(しゅ 

にえ 

にょ 
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NYI 

NYU 

NYE 

NY0 

ひゃ 

ひい 

ひゅ 

ひえ 

ひょ 

HYA 

HYI 

HYU 

HYE 

HY0 

びゃ 

びぃ 

びゅ 

びえ 

びょ 

BYA 

BYI 

BYU 

BYE 

臣 Y0 

ぴゃ 

ぴぃ 

ぴゅ 

ぴえ 

ぴょ 

PYA 

PYI 

PYU 

PYE 

PY0 

ふあ 

ふい 

ふう 

ふえ 

ふお 

FWA 

FWI 

FWU 

FWE 

FW0 

FA 

円 


FE 

F0 

みゃ 

みい 

みゆ 

みえ 

みょ 

MYA 

MYI 

MYU 

MYE 

MY0 


>小さい文字 


ち 

い 

〇 

又 

お 

LA 

LI 

LU 

LE 

L0 

XA 

XI 

XU 

XE 

X0 

つ 

や 

ゆ 

よ 


LTU 

LYA 

LYU 

LY0 


XTU 

XYA 

XYU 

XY0 


K a 
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「參 この取扱説明書は植物性大豆油インキを使用しております。 
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